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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　とある日の天才とかませ犬






　────美み笠かさ木ぎ高一年Ｂ組、鎌かま瀬せ健けん治じは復ふく讐しゆうに燃えていた。

　すべての始まりは今年の四月。一般家庭出のくせに「期待の超新星」とか呼ばれてチョーシこいていたイケメン野郎に、喧けん嘩かを吹っ掛けたことがキッカケだった。

　健治としては少し釘くぎを刺してやる……くらいのノリで挑んだのだが、そいつは意味が分からないほど反則級に強く、気づいたら一撃でやられていたという有様だ。

　その日から、健治の屈くつ辱じよくの日々が始まりを告げたのだ。

　クラス内ではいつの間にか「かませ健」「かま健」などの愛称で呼ばれるようになり、完全にかませ犬キャラ扱い。

　魔ま導どうの家に生まれ、エリートコースまっしぐらだった健治にとって、それは筆舌に尽くしがたい屈辱だった。

　だから、今日こそはあの日の屈辱を払ふつ拭しよくする。

　そう意気込み、健治は自分の人生を狂わせた張本人────桜さくら川がわ晴はる斗とを朝から廊ろう下かで待ち伏せし、ノコノコと歩いてきた彼の前に立ちはだかった。

「桜川！　このオレと決闘しろ！」

　健けん治じの大声に、廊ろう下かを歩いていた生徒たちが一斉にザワつき始める。

　騒ぎはすぐに教室内まで伝でん播ぱし、健治と晴はる斗とを取り囲むように人の輪が作られた。

「なになに？　なんの騒ぎ？」

「かま健が桜さくら川がわに決闘を挑むらしいぜー？」

「うっそ。なにそれ、超身の程知らずー」

「……こちらデルタからチャーリーへ。戦いくさ間ま隊長への通達を願う。イケメン桜川晴斗をドサクサに紛れて抹殺するチャンスが発生。イケメンジェノサイドキャノンの発射許きよ可かを申請する」

　野や次じ馬うまたちが好き放題に言っているが、健治としては知ったことではない。……野次馬に混ざった全身黒タイツの集団がなにやら怪しげな通信を行っていたが、全力で見なかったことにしておく。うん、なにも知らない。

　とにかく、周囲が何と言おうと、桜川晴斗をこの場で倒す。

　健治のかませ犬人生を変えるには、もうこれ以外に方法はなかった。

「…………」

　対する桜川晴斗は、さっきから無言。

　こちらを見る目は冷たく、まるでゴミを蔑さげすむかのようである。

　いや、もしかしたら彼の目には健治の存在など映っていないのかもしれない。

（だが……全身から放つ威圧感はまぎれもなく本物だぜ……！）

　健治は思わず冷や汗を流す。

　まるでこちらの存在が眼がん中ちゆうにないような晴斗の眼まな差ざしだが、ピリピリと肌に感じられるほどの静かな威圧を放っている。

　おそらくは「俺の道に立ちはだかるな、羽虫が。潰つぶすぞ？」とでも言いたいのだろう。なるほど、最強と名高い《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》に相応ふさわしい不敵な態度だ。

（言葉すら発さず、このオレをビビらせるとは……さすがは桜川晴斗。だが、昔のオレとは違う！　威圧だけで潰せると思うなよ……!?）

「あくまでダンマリってか？　舐なめやがって。なら、こっちから行くぜ！」

　精一杯の強がりを叫んだ健治は、大きく踏み込んで晴斗へ突撃した。

　相手は美み笠かさ木ぎ高始まって以来の天才。《万物を統べし精霊王》の異名を持つ男。

　自分の力がどこまで通じるかわからないが、やれるだけやるしかない！

　走りながら、健治は魔法式を展開。

　属性は水属性。手元から水流を発生させた健治は、それを瞬間的に凍結させて、小ぶりのナイフの形に押し固める。

　氷のナイフの完成。簡単な魔法だが、それだけに発動が速い。

　目の前の晴斗はまだ反応すらできていない。

（獲とった……！）

　勝利を確信し、健けん治じは素早くナイフを振るった。

　……次の瞬間、晴はる斗とがお辞じ儀ぎをするように体をくの字に折る。

「なにいいいいいいいいいいいいいっ!?」

　思わぬタイミングで避けられ、健治は目を剥むく。

（なんだ、今のくの字は!?　なんていう超反応速度のくの字なんだ！　オレの攻撃が当たるギリギリまであのくの字をしなかったのは、ギリギリのくの字でも簡単に躱かわせると言いたかったのか!?　クソッ、くの字を温存して余裕アピールかよ！）

　内心で焦りながらも、続けてナイフを振るう健治。

　晴斗はくの字になった上半身を素早く起こすことで、健治の追撃を躱した。

　これまた余裕を感じさせながらも、人間離れした反応速度と動きだ。

（こいつ……笑ってやがる!?）

　健治は思わず戦せん慄りつ。

　こちらを見る晴斗の顔は、健治を小馬鹿にするかのように笑っていた。

「くっ！　この化け物があああああああああああッ!!」





　○　●　○　●






　────美み笠かさ木ぎ高一年Ａ組、桜さくら川がわ晴斗は、燃えるような腹痛に朝から悶もだえていた。

（…………やべぇ、超吐きそう……）

　すべての始まりは、つい今朝方。

　朝っぱらから男子寮の前で待ち伏せしていた、友人の神かん崎ざき音おと葉はがキッカケだった。

『────ししょー。これ、作った。この間のお詫わびとお礼』

　そう言いながら音葉が差し出してきたのは、ビニール袋に入れられたクッキーだった。

　先月、音葉の母親が引き起こしたひと騒動で、晴斗は少なからず痛い目を見ていた。

　このクッキーはそのお詫びということらしい。

『……これ、お前が作ったのか？』

『うん。自信作だよ』

　リボンで大おお雑ざつ把ぱに括くくられた淡色の髪、その伸びっぱなしの前髪に隠れがちな瞳ひとみが、キラキラと期待の光を放っている。

　どうやら、ここで食べて感想を聞かせてほしい……ということみたいだ。

　すぐにピンとくる。さては、自分の本命────広ひろ瀬せ哲てつ史しに手作りクッキーを渡したいが、その出で来きにあまり自信がないのだろう。

　それで、お詫びの意味を含めて、こちらを味見役として頼ってきたわけか。

　晴はる斗ととしては、頼られるのはべつに悪い気がしない。

　むしろ、音おと葉はとはそういう契約で成り立っている特殊な関係だった。

　そう、頼られること自体はいいのだ。

　ただ────。

（……正直、あまりいい予感がしねえ）

　この音葉は、天然不思議系のアホの娘こ。

　しかも、とある事情により、晴斗の力がこの世界で唯一通じない相手である。

　あらゆる危険も自分の魔法で乗り切る自信のある晴斗だが、音葉の手料理というのには些いささか抵抗があった。

　晴斗はしばらくクッキーの見た目を観察したり、においを嗅かいだりしながら、この物体が安全なものかどうか検証を試みた。

　結果として、見た目は至って普通であり、人を殺せそうな刺激臭がすることも特になかった。

　注がれる音葉の期待の視線もあって、晴斗は仕方なくクッキーの一つを口に運ぶ。

　用心しながら咀そ嚼しやくして、ようやく呑のみ込こんだ。

　その瞬間から、晴斗のお腹なかの地獄が始まりを告げたのだ。

（なんでだああああああっ！　見た目も味も、普通のクッキーだったのに！）

　急激な腹痛と、強烈な胸焼け、そして嘔おう吐と感かん。

　善意でクッキーをくれた音葉の手前、その場で盛大にリバースするわけにもいかず……。

　晴斗は「急用ができた」と嘘うそをついて音葉を振り切り、全力で学校の男子トイレを目指したのだった。

　その矢先のことである。

「────桜さくら川がわ！　このオレと決闘しろ！」

　最悪のタイミングで見覚えのない男子生徒に呼び止められ、よくわからないうちに野や次じ馬うまたちに取り囲まれてしまった。

　それが、現状の有様である。

　正直、晴斗はすでに限界を迎えつつあった。

　男子生徒が何を叫んだのかも認識できず、目は泳ぎ、冷や汗はダラダラ。

　心ここにあらずで、ひたすら吐き気と腹痛に耐え続けている。

（なんだ……!?　なんであの男は俺のトイレの邪じや魔まをするんだ!?　用事があるなら頼むから後にしてくれ！　じゃないと大勢の前でリバースしちゃうぞ、俺!?　マジでゲロする五秒前なんだけども！）

　少しでも口を開いたら吐いてしまいそうなので、仕方なく「頼むからどいてください、本当にお願いします」と空気感で伝えてみる。

　……大丈夫だ。想おもいはきっと伝わる、誠意は世界を救ってくれる。死んだばっちゃんが言ってた。

　その必死な願いの甲か斐いあって────。

「あくまでダンマリってか？　舐なめやがって。なら、こっちから行くぜ！」

（何な故ぜに────────!?）

　残念ながら、想いは伝わらなかった。

　誠意は世界を救うと言ったな？　あれは嘘うそだ。世界は「空気が読めない」という救えない邪悪で満ち満ちている。ばっちゃんの嘘つき。

（うぷッ……ダメだ、吐きそう……！）

　晴はる斗とは思わず体をくの字に折った。

　その結果、男子生徒の攻撃を奇跡的に躱かわし、彼が「なにいいいいいいいいいいいいいっ!?」と驚きよう愕がくの声をあげたことなど、晴斗自身は知る由もない。

　すでに晴斗は限界を突破していた。

　顔は穏やかに微笑ほほえみ、ある種の境地にたどり着いたかのようであった。

　その境地とは、




　もうゴールしちゃってもいいよね……？　────と。




「くっ！　この化け物があああああああああああッ!!」

　晴斗に小馬鹿にされたと思ったのか、男子生徒が激げき昂こうする。

　残念、それは盛大な勘違いだ。

　それでも、たとえどんなに限界を迎えそうになっていようとも。

　晴斗がリバースするのをなんとか持ちこたえ、場の空気がお門違いにも熱狂しているのは、《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》だからこそ成せる奇跡と言えるだろう。

　そう、晴斗は最強無敵であることを宿命づけられた天才なのだ。

　いくら激しい吐き気に襲われようと、人前でリバースするようなことは絶対にありえないし、そんなことは天地がひっくり返っても起こってはならない。

　そう────ただ一つの例外、彼女という存在が絡んだ場合を除いては。




「あっ、ししょー。やっと見つけた」




　そのとき、廊ろう下かの角から現れた一人の少女。

　小柄なのに豊満な胸と、常に抱えたウザいウサギのぬいぐるみが印象的な彼女は、なんとか人ごみを掻かき分わけながら晴斗の傍そばにたどり着いた。

「クッキー、どうだった？　ぜひぜひ忌き憚たんのない感想をば────ほわっ」

　そして、盛大にコケた。

　突き出された彼女の両腕は、勢い余って晴はる斗との背中を強く押す。

　瞬間、男子生徒と対たい峙じする晴斗の顔面が、みるみるうちに青ざめた。

「オレを舐なめるなよ、桜さくら川がわ！　本気で戦え────」

「…………う」

「？　う？」

「うッ、うッ…………うヴぉええええええええええええ！」

「へ？　────って、ぎゃああああああああ!?」




　……言うまでもなく、その場は未み曽ぞ有うの大惨事にみまわれた。




　天才、《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》、桜川晴斗────。

　その神に愛されたがごとく反則的な超スペックは、相変わらず神崎音葉アホの娘にのみ通じない。






第一章　不思議生物同士の本気の恋愛を茶番だと感じてしまうのは、俺という人間が恋という感情を経験したことがない完璧超人であるからだろうか？






　ギラギラとした太陽が照り付ける七月。

　そろそろ夏休みが近づいているとはいえ、最近の暑さは七月初旬でも充分に殺人的だ。

　地球温暖化とやらに合わせてもう少し休みを早くしてくれないだろうか……などと庶民的な文句を内心でつぶやきながら、俺こと桜川晴斗もダラダラと通学路を歩いていた。




「あっ、見て見て。桜川晴斗クンよ」

「きゃー！　今日も爽さわやか！　頬ほおを伝う汗が輝いて見えるー！」

「これだけ暑くても爽やかだなんて、さすがは桜川クンだわ！」




　追い抜いた登校中の女子の集団が、囁ささやき合うように黄色い声をあげていた。

　これだけ暑くても爽やか？　……冗談じゃない。

　充分にダラダラでグダグダだ。

　それでも彼女たちの目には、俺が汗の代わりに香水でも流しているように爽やかめいて見えるらしい。

　そう、俺という人間は生まれついてそうなのだ。

　魔法というものが当たり前となった世界で、俺はその才能に頭一つ抜けて秀でていた。

　結果、無意識下で運命や気運でさえも捻ねじ曲まげることができてしまい、すべての物事が自分にとって都合のよい展開になる。

　一つ、簡単な例をあげてみようか？

　仮に、現実にいる普通の天才が「鼻でパスタを食べる」という、どこぞのメガネ小学生が考えつきそうな罰ゲームを受けたとしよう。

　そいつがマジでそんな罰ゲームを実行したら……周囲の人間は確実にドン引くだろう。

　どんなに才能にあふれていて、どんなにイケメンでも、結果はそうに違いない。鼻でパスタして温かく迎え入れられたら、それはそれで周囲の正気を疑いたくなるはずだ。

　では俺────桜さくら川がわ晴はる斗との場合はどうだろうか？

　おそらくは次のような反応が返ってくる。




『え？　桜川が鼻でパスタを？　マジかよＳＵＧＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ!!』

『くっ……そんなギャグ漫画のキャラでも全力回避するような罰ゲームを平然と……。桜川晴斗、奴やつはいったい何者なんだ……!?』

『桜川くん……イヤな顔一つせずに鼻パスタなんて。そんなあなたも素敵……♪』




　……どうだ？　最高に狂気じみているだろう？

　これこそが運命操作、チート魔法によって作り出された俺という存在。

　こんな環境に、俺自身はいい加減、ちょっとウンザリしていた。

　すごいのは俺自身でなく、単に運がいいだけだと思われるのも癪しやくである。

　そう思っていた。────ついこの間までは。

　なんと、そんな俺の力が通じない例外が、ただ一つだけ存在したのだ。




「ダ、ダメですよ、音おと葉はさん！　その作戦はあまりにも……！」

「止めないで、黒ぴょん。わたしにはそれだけの覚悟がある」

「カッコいい風に言ってますけど、やってることは滅め茶ちや苦く茶ちやですよ!?」




　校門をくぐって玄関に入ると、靴箱の前からさっそくやかましい声が聞こえてきた。

　なにやらポツポツと人だかりまでできている。

　俄にわかにイヤな予感を覚えて近づいてみると、予想通りと言うかなんというか、見覚えのある少女の姿がそこにあった。

　人だかりの中心で涙目になっている、黒髪ロングの気弱そうな少女。

　七月という季節柄、半そでタイプの夏服を着ており、よく似合っている。

　っと、まあ。注目すべき点は当然そんなところではなく────。

「……黒くろ兎と。なにやってんだ、お前？」

「あっ、晴はる斗とさん！　お、音おと葉はさんを止めてくださいー！」

　黒髪の少女────黒くろ兎と良りようは、あわあわと慌てふためいた様子で俺にそう頼み込んできた。

　相変わらず、俺より年上にもかかわらず頼りない感じである。

　俺はやれやれと嘆たん息そくして、黒兎が指さすほうを見た。

　そこに、




　靴箱の前で巨大なバズーカ砲を構えてスタンバイする、淡色髪の少女がいた。




　……いやいやいやいや。

　なんだ、これは？

　どうして俺は朝から平和な学校で、女の子がバズーカ砲を構えている姿なんて目撃してんだ？　ランボーもコマンドーもこれにはビックリである。

　まあ正確に言えば、バズーカ砲は段ボール紙で作られたオモチャであり、特段に危険性がある代物とは思えなかったが……。

「お、音葉！　なーにやってんだ、お前えええええッ！」

　頭痛がした。登校早々、もう帰りたい気分だ。

　神かん崎ざき音葉。……このバズーカを構えている少女の名前である。

　ここ美み笠かさ木ぎ高が始まって以来の落ちこぼれであり、魔法の一切が使えない天然のアホの娘こ。

　その代わり、彼女は『魔力と意思疎通』が取れるという、特異な才能を持っていた。

　おかげで、魔法全般をことごとく乱すことができ、魔法によって完かん璧ぺき超人となりえている俺の唯一にして最大の天敵でもある。

　先日、魔法使いを管理する国家機関《異能局》から派遣されてきた黒兎により、こいつが「俺の友人である広ひろ瀬せ哲てつ史しに告白し、玉砕し、自暴自棄になって世界中の魔力を乱す」という予言を知った。

　世界を救うため、そしてなによりも「魔法なんかなくても俺はすごい！」と証明するため、俺はこいつの告白を成功させるよう手伝うことを決めたのだ。

　……が。

　やはり、こいつの行動は相変わらず逐一が意味不明で、俺の予想の範はん疇ちゆうなんかにはちっとも収まってくれない。

「あ、ししょー。おはよー」

「バズーカをこっちに向けながら普通に挨あい拶さつすんな！　つーか、バズーカってなに!?　なんでお前はそんなもんを構えて朝から学校の玄関で待機してんの!?」

　まくしたてるような俺の質問に、音おと葉はは「ふふん」とドヤ顔で鼻を鳴らした。

「おめでとうクラッカー！」

　……残念ながら、理解不能だった。

　この地球外アホの娘ことどう意思疎通を取ればいいのかと俺が悩んでいると、隣であわあわとしていた黒くろ兎とが耳打ちで事情を説明してくれる。

「あ、あのですね。……音葉さん、ついこの間、広ひろ瀬せさんの誕生日が今日だと知ったらしくて……。『どうしてもお祝いしたい。でも間近で話すと緊張して喋しやべれなくなるから、緊張しない程度の距離で遠くからお祝いする』……と」

　黒兎の説明で、大体の事情は察することができた。

「それで。そのバズーカクラッカーか……？」

　言われてみれば、段ボール製のバズーカはお祝い用の巨大クラッカーのようだった。ディスカウントショップとかでよく売られているパーティーグッズの一種である。

　確かに、遠距離からお祝いするにはこれ以上のものはないだろう。

　果たして、遠距離からのお祝いがお祝いとしての意味を成すのかは、はなはだ疑問ではあるが。












「これで広ひろ瀬せくんの好感度アップ！　一歩前進！」

　興奮気味にふんふんと鼻を鳴らす音おと葉はは気合充分。

　だが、こちらとしては頭が痛い以外の感想が思い浮かばない。

　学校の玄関口でバズーカクラッカーとか、好感度アップどころか、正気を疑われるレベルだ。やる側としても普通にお祝いするよりよっぽど緊張するわ。

　いや、そもそも普通の人間なら、まずこんなことを実行しようとは思わない。

　どうしてこいつは、女の子として大事な部分というか、人間として当たり前の常識がこうも欠如しているんだろう。

　それに、俺としてはもう一つ気になる部分があった。

「今日が哲てつ史しの誕生日？　ちょっと待て。あいつは確か冬生まれだぞ」

「……え？」

　俺の指摘に、自信満々でバズーカを構えていた音葉の表情がピシリと固まった。

　哲史の誕生日は、確か一月だったはずだ。

　あいつと同郷で幼おさな馴な染じみの俺が言うのだから、間違いなく当たっていると思う。

　思わぬ場面で発生した情報の食い違いに、黒くろ兎とが俺と音葉を見比べながら恐る恐る口を開く。

「お、音葉さん？　今日が広瀬さんの誕生日だというその情報は、一体どこから聞いたんですか？」

「そ、そんな……確かに間違いないはず……。たまたま職員室で見かけた身体測定の用紙に、七月が誕生日だって書いてあって……」

　個人情報を勝手に盗み見てんな！

　……と内心でつっこみつつ、俺は首をひねった。

　一月と七月。

　どう考えたって、季節的には真逆であり、間違えようがない。

　だがそこに、この音葉のアホ具合を加味してみると……なんとなくだが、真実が見えてきたような気がする。

「なあ、音葉。もしかしてお前、その用紙に書いてあった『１』と『７』を読み間違えたんじゃ……？」

　…………。

　…………。

　…………ゴトリ。

　あ、手元からバズーカが滑り落ちた。

　真っ白に燃え尽きて放心する音葉を俺が小脇に抱え上げ、黒兎がいそいそとバズーカクラッカーを回収する。

　最近はこういうのにも慣れた。俺たちは集まっていた衆目から逃げるように、足早に教室のほうへ退散する。

　まあ……お祝いしちゃう前に事実が判明して、まだよかったよな？




　そんなこんなで、このアホの娘こが想おもい人と結ばれる日は、まだまだ遠そうだ。





　○　●　○　●






「晴はる斗と。今年の夏休みは帰省する予定とかあるのか？」

　クラスの教室。

　四時限目の終業のチャイムが鳴り響くと、前の席に座っている哲てつ史しがこちらを振り返って、唐突にそんな質問を投げかけてきた。

「帰省？　……いや、するつもりはないけど」

「やっぱりか。加か奈なちゃん、きっと寂さびしがるぞー」

「うっせえ。帰るも帰らないも俺の勝手だ」

　現在、俺は美み笠かさ木ぎ高の男子寮で一人暮らしをしている。

　だが、長い休みに入るからと言って実家に帰るつもりはさらさらなかった。

「どうせ帰っても、やたらと『ゴルフを始めてみないか？』って勧誘してくる親父おやじに、呪のろいの言葉みたいに『休みなんだから庭の草むしりくらいしてよ』って繰り返すおふくろ、あとしつこく『遊んで！』ってせがんでくる妹しかいないし。こっちにいたほうがずっと気楽だからな」

「晴斗の家族って、驚くくらいに普通だよな。なんでこんなぶっ壊れたサラブレッドが突然変異で誕生したのか……世界の謎なぞの一つだよ」

　お得意の爽さわやかな笑顔にちょっと辛しん辣らつな物言いで、哲史は肩をすくめてみせる。

　こいつが俺をからかうのはいつものことだ。

　ムカつくけど、いちいち怒っていたらこっちの体力が持たないので、「うっせ」とぶっきらぼうに返しておく。

「じゃあ、他に予定は？　どこかに遊びに行くとか」

「べつに苦学生じゃないが、わざわざ遠出するほど金持ちでもないからな。たぶん寮の自室でゴロゴロしてるよ」

　美笠木高は、生徒のアルバイトを禁止している。

　そうでなくとも、誰かと遊ぶためにお金稼ぎをする気にもなれないし、結果としてそこに落ち着くのが妥だ当とうだろう。

　手をヒラヒラと振って答えた俺に、哲てつ史しはなぜか憐あわれみの籠こもった視線を投げかけてきた。

「そっか………………友達、いないもんな」

「ぶっ殺すぞ!?」

　人のウィークポイントを的確に抉えぐってきやがる！

　いやいや、本当に友達がいないわけじゃないぞ？

　ただ単に、周りが俺のレベルについてこれないだけだ。そうだ、そうに決まっている。泣いてない、泣いてないんだからな!?

「よろしい。そんな完かん璧ぺきで寂さびしい晴はる斗とのために、数少ない友人の僕から素敵なプレゼントを進呈しよう」

　っと。

　軽く涙目になっていた俺に、哲史がわざとかしこまった口調でそう言った。

「プレゼントぉ？　いらねえよ、そんなもん」

「まあまあ。話くらいは聞けって」

　哲史はぴっと人差し指をたてて、

「うちの親しん戚せきが経営する温泉旅館が、美み笠かさ木ぎ市の隣町にあるんだけどさ。夏休み中、そこに入っていた予約が一件、キャンセルになっちゃったらしいんだ。べつに今から他のお客を呼び込んでもいいんだけど、せっかくだからって僕のほうに声がかかってね。『格安で招いてやるから、友達を誘って温泉旅行を企画してみたらどうだ？』って」

　親戚が経営する温泉旅館。

　さらっと出てきたその単語に、俺は眉まゆをひそめる。

　哲史の実家……広ひろ瀬せ家は、古来より存在する魔ま導どうの名門。

　その格式高い家柄に違たがわず、超絶お金持ちである。身内縁者にそういった者がいてもおかしくはないのだろう。

　それにしてもこの不況のご時世で、親類縁者に「格安で招いてやる」とか軽く言えるなんて。お金持ちの考えというのは理解に苦しむところがある。

「それで、俺を誘おうってか？」

「うん。日程は終業式が終わって一週間後、ちょうど八月一日から。期間は二泊三日で定番な感じ。……嫌なら断ってくれていいんだけどね。僕としては話に乗ってくれたほうがありがたいかな。身内付き合いの手前、むこうからの厚意を蹴けるようなことはなるべくしたくないし。どうかな？」

　俺は口元に手を当てて少し考えてみる。

　うーん、悪い話ではないけど────。




「……ふっふっふ。話は聞かせてもらったぞ、晴斗ぉ！」




　そのとき、どこからともなく不気味な男の声が響いた。

　俺と哲てつ史しは目を丸くして周囲を見回す。

　だが、近くでこちらの話を聞いていたような人物の姿は、影も形もない。

「くくく……二人してどこを見ている？　おれはここだよ、ここ」

　ゴキゴキゴキィッ！

　ものすごく生々しい音がしたと思った瞬間、近くにあった壁の溝みたいなところから、一人の男子生徒が明らかに人体の骨格を無視した体勢で這はい出でてきた。

「うわあああああっ!?　気色悪ぅっ！」

「気色悪いとはなんだ!?　戦いくさ間ま流、かくれみの術を失礼な！」

「……どうでもいいけど。君はいつからそこに挟まってたんだい、鬼き竜りゆう？」

　哲史が壁の溝を眺めながら、心底呆あきれたように尋ねる。

　俺たちと同じＡ組のクラスメイトで、俺の中での鬱うつ陶とうしい奴やつランキング堂々一位の男子生徒────戦間鬼竜。

　彼は、思い出したようにカッコつけたポーズを取って、小さく笑った。

「もちろん。朝からさ」

「当然みたいに言うな！　なんで朝からそんなとこに詰まってんだよ!?」

「決まっているだろう。《イケメン討伐隊》の隊長として、おれには常日頃から貴様らイケメンがよからぬことを企たくらんでないか見張る義務があるからな」

「真面目まじめに授業を受けろ！」

　サムアップして爽さわやかに微笑ほほえむ（壁の隙すき間まに挟まっていた時点で爽やかさの欠片かけらもないが）戦間に、俺は頭痛を覚えながらもつっこむ。

　そう言えばこいつ、そんな変な団体の代表を務めていたんだっけか……。

「ってなわけで。用件だけを単刀直入に言わせてもらおう。その温泉旅館への旅……おれも混ぜろ」

「結局は一緒に遊びに行きたいだけかい！」

「勘違いをするな！　なにが楽しくて、お前らイケメンと旅行に行きたいなどと言うか。……いいか、晴はる斗と？　その旅行に、Ｂ組の音おと葉はちゃんと良りようちゃんも誘え」

「は？」

　戦間の提案に、俺は思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。

「音葉と黒くろ兎と？　……つーか、なんでさりげなくあいつらを下の名前呼びしてんだよ。お前、そこまで親しくないだろ。馴なれ馴なれしいぞ」

「うるせええええええッ！　お前だって音葉ちゃんを呼び捨てしてんじゃねえか！　お前だけ美少女と仲良しこよしで羨うらやましんだよ！　おれだって知り合いたい、もっと親密でみだらな関係に発展したいいいいぃぃぃぃ！」

　駄だ々だっ子このように騒ぎながら鼻息荒く迫ってくる戦いくさ間ま。

　ちょ、顔近い！　鼻息が俺の顔面に降りかかってくる！

　そんな俺たちを傍そばで眺めながら、哲てつ史しは苦笑いで「うーん」と考え込んでいた。

「鬼き竜りゆうの提案は楽しそうではあるんだけど。キャンセルになったのは一部屋だけだし、神かん崎ざきさんと黒くろ兎とさんも同じ部屋で寝ることになっちゃうんだよなぁ」

「むしろ大歓迎だ！」

「テメェは少し黙ってろ！」

「まあ、どうにかならないか向こうにも相談してみるよ。どちらにせよ、大前提として君はどうなんだい、晴はる斗と？　行くのか？　行かないのか？」

　哲史の質問に、俺は戦間を怒鳴りつけていた言葉を呑のんだ。

　……哲史は、音おと葉はの想おもい人だ。

　俺の最終的な目的は、こいつと音葉をくっつけることである。

　二人の距離を縮めさせるために、この温泉旅行は絶好の機会ではないか？

　戦間がついてくるということに若干の不安はあったが、利用できるものを利用しない手もない。俺は哲史に頷うなずいてみせた。

「まあ、女子と同室の問題が解消できるようだったらな」

「決まりだね。じゃあ、神崎さんと黒兎さんには君から伝えておいてくれ。こっちはこっちで、向こうに連絡しておくよ」

　哲史はニコニコと笑って、不意に視線を教室の前に投げかけた。

「────と、いうわけでー。もしよかったら君も一緒にどうかな？　峯みね岸ぎしさん？」

　ガツンッ。

　大きな音と共に、前のほうの席に座っていたポニーテールの女子が自分の机に頭を打ち付けた。

「な、な、なんでそこであたしに声をかけるのよッッ!?」

　強気そうな瞳ひとみに涙をにじませながら、ポニーテールの少女────峯岸紗さ季きがこちらにズンズンと歩いてくる。

「だって。さっきから君、こっちの話が気になってる感じだったじゃないか。四時限目が終わって昼休みになったってのに、執しつ拗ように教科書をトントン整理したりして」

「ト、トントンなんかしてないわよ!?　断じて、これっぽっちも！」

　躍やつ起きになって叫び返す峯岸だが、残念ながらその言葉の信ぴょう性は薄かった。

　確かに俺の目から見ても、彼女はずっと机の上で教科書をトントンしていた。あまりにトントンしすぎて、その音が耳について離れなくなったくらいだ。

　最初は彼女の存在をあまり意識していなかった俺も、繰り返されるエンドレストントンが原因で否いや応おうなしに峯みね岸ぎしに注目してしまった。

「……ふっ。まさかこの期に及んで、まだ新しいおっぱいに誘いをかけるとはな、哲てつ史し。もしかして男女比三対三のガチンコおっぱい乱交フェスティバルを開かい催さいしちまうつもりか？　この欲張りさんめッ。望むところだ！」

「どこ見てんのよ、ヘンタイ！」

「あばべッ」

　一人で勝手に盛り上がる戦いくさ間まの顔面に、峯岸の右ストレートが叩たたきこまれる。……まあ自業自得だな。

　峯岸紗さ季き。俺たちのクラスの委員長を務める少女だ。

　一見するとただのツンデレな彼女だが、その裏では『プロフェッサーＭ・Ｓ』と呼ばれる、オタク業界の重鎮である顔を持っている。ちなみに専門はＢＬである。

　先日、俺たちは音おと葉はと哲史のデート用のヒーローショーチケットを手に入れるため、峯岸に協力してもらい、その代償として彼女が非公式に活動している「漫画研究部」の手伝いをさせられるハメに陥っていた。

　その関係上、詳しい事情は話せていないものの、「俺が音葉と哲史をくっつけようとしている」という事情を彼女も知っている。

「まあ。俺としても、峯岸と一緒に行けるのは嬉うれしいかな」

　きっと、音葉と哲史をくっつけるためのサポートをしてくれるだろう。

　そう思って、俺はそんな言葉を軽く口にした。

　瞬間、峯岸が全身の毛を逆立てて跳びはねる。

「さ、桜さくら川がわ!?　うれ、うれうれうれ、うれしいって……!?」

　峯岸は真っ赤な顔をして、あわあわと俺を見る。

　なんだ？　なにをそんなに慌てているんだろう？

「うん。俺はお前と一緒に温泉旅行に行きたい」

「にゃふぁあああっ！」

　峯岸が大きくのけぞった。うわっ!?　持病の発作か何かか!?

「峯岸!?　大丈夫か!?」

「あ…………あんたがそこまで言うなら…………つ、ついていってあげないこともないけど…………」

　峯岸は胸を押さえながら息も絶え絶えにそう言って、

「で、でも！　勘違いしないでよねっ!?　べべべべべべべべべつにあたしのほうは嬉しくも楽しみでもなんともないんだから──────────────────────────っ!!」

　大声をあげて、その場から走り去っていってしまった。

　あとに残されたのは、ポカーンとする俺と、やれやれと嘆たん息そくする哲てつ史し、そして鼻血を噴いて倒れている戦いくさ間ま。

「……まったく。君という男は呆あきれるくらい主人公だね。軽くヒクわー」

「なんでヒクんだよッ!?」

　よくわからない理由で非難してくる哲史に、俺は軽いショックを受ける。

　なにはともあれ、俺たちの温泉旅行プランが始動したのだった。
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　その夜────。

　男子寮の自室で寝ていた俺は、突然妙な息苦しさに襲われた。

（なんだ？　胸元を強く圧迫されているような……？）

　疑問に思いながら、うっすらと目を開いてみる。

　すると、




『────おら！　いつまで寝ていやがるんだ、ハルト！　さっさと起きやがれ！』




　デデーン！　と。

　ウザいウサギの顔面が、目の前で待ち構えていた。

「ぎゃあああああああああああああああっ!?」

『ぬおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?』

　俺は堪たまらず絶叫して布団から飛び起きる。

　その拍子に吹っ飛ばされたウサギが、べしゃりと顔から畳たたみに落下した。

『いててて……。おいコラ、いきなりなにしやがんだ！　オレっちのプリティーなフェイスが潰つぶれたらどうしてくれる!?』

「レ、レレレレレレレッド!?　どうしてお前がここに……!?」

　布地が心なしか赤っぽく染まったウサギのぬいぐるみに、俺は目を白黒させる。

　こいつはウザッピー・レッド。音おと葉はがいつも持ち歩いているぬいぐるみ、ウザッピーに憑ひよう依いした、火属性の魔力である。

　魔力と意思疎通が取れる才能を持った音葉は、こんな不思議生物を生み出してしまうことまでできるのだ。

　ん？　レッドがここにいるということは───。

「……し、ししょー。このままだと潰れてしまいます……ぐふっ」

「うおおおおおおっ!?」

　背後から聞こえてきた苦しげな声に、俺はまたまた飛とび退のいた。

　レッドに驚いて咄とつ嗟さに壁際へ寄ったから気づかなかったが、たまたまそこにいたモノを壁とサンドイッチにしてしまっていたようだ。

「音おと葉は!?　大丈夫か!?」

　青い顔をしてぐってりとしている音葉に、俺は慌てて駆け寄る。

　どうりで壁にしては柔やわらかいと思った。助け起こした音葉の小柄にしては豊満な胸元にそれとなく目をやり……危うく鼻血が噴き出そうになって上を向く。

　いかん！　このアホの娘こに対してなんつーことを想像してんだ、俺は！

　なんとか煩悩を振り払い、音葉に向き直る。

　もちろん、胸元には極力視線をよこさないように努めて。

「しっかりしろ！　ちゃんと息はあるな!?」

「……こ、このわたしをここまで追いつめるとは……成長したな、息子よ……」

　あ、なんかアホなこと言ってるし、大丈夫っぽいぞ。

　俺は、「もう何も思い残すことはない……」みたいな穏やかな顔で目をつむる音葉に、ズビシッと軽いチョップを叩たたきこんだ。

「あぶしっ」

「……よーし。茶番はここまでだ。問題なく元気なら、夜中に女子の立ち入りが禁じられているこの男子寮にお前がいる理由────つーか、どうしてお前が俺の枕まくら元もとに立っていたのかの理由を教えてもらおうか？」

　とりあえず、暗くて見えにくいので部屋の明かりをつける。

　足元にいたレッドが『けッ』と喉のどを鳴らして俺の布団に寝っ転がった。

　相変わらずふてぶてしい態度の物体だ。日曜のお父さんだってここまで腹立つ寝っ転がり方はできないぞ。

『オレっちはやめろっつったんだけどな？　でも、音葉がどうしてもってよ。魔力同士の事情に介入するなんざ、人間の領分じゃねえだろうに』

「？　魔力同士の事情？」

「うん。わたし、ししょーに頼みたいことがあってきたの」

　そう言って、音葉は窓のほうを指さした。

　……なるほど。また風属性魔力の協力を得て、あそこから侵入したってわけか。

　夏ということもあり、窓を開けっぱなしで寝ていてよかった。春に起こった「窓ガラスぶち破りダイナミックお邪じや魔まします事件」はなんとか繰り返されずに済んだようだ。

「なんだよ、頼みたいことって。哲てつ史しへの告白サポートの件なら、ちゃんと手を打ってやっただろ。夏休みに温泉旅行」

「ううん。今日は広ひろ瀬せくんのことじゃないの。べつの事情でししょーに助けてほしくって────」




　ドンドンドンドンッ！




　そのときだった。

　音おと葉はの言葉を遮るように、廊ろう下か側から俺の部屋の扉が激しくノックされる。

「────晴はる斗とさま！　なにか悲鳴のようなものが聞こえましたが、ご無事ですの!?　まだ息をしているのなら返事をしてくださいまし！」

「ッ!?　ヤ、ヤバい！」

　聞こえてきた鬼気迫る少女の声に、俺は瞬間的に青ざめる。

　すぐに振り返って、音葉とレッドを両脇に抱え込んだ。

「ほわっ。し、ししょー？」

『おいハルト！　いきなりなんだ!?』

「いいからッ。お前ら、ちょっと隠れてろ！　見つかったらヤバいんだよ！」

「ヤバい？　なんで？」

「寮母が来た！　クソッ……春のときはたまたま外出してたからよかったけど。今回ばかりは確実にキリングされる！」

　早口にまくしたてた俺は、音葉とレッドを押し入れに放ほうり込んだ。

　レッドが文句を垂れていたが、聞く耳持たずに襖ふすまをピシャリと閉める。

　次の瞬間、寮室の扉が轟ごう音おんを立てて吹き飛んだ。

　……比ひ喩ゆ表現とかではなく、冗談抜きに吹き飛んで高々と宙を舞った。

「ひぃっ!?」

　思わず俺が悲鳴をあげるなか。

　廊下から、小柄な人影が室内に踏み込んでくる。




「────ああ！　晴斗さま！　ご無事でしたのね。ちゃんと返事をしてくださればよいのに」




　現れたのは、美しい銀髪をたなびかせる一人の少女。

　見た目は非常に若々しく、中学生くらいに思える。

　華きや奢しやな全身は黒のゴシックロリータ服に包まれており、顔だちも驚くほど端整。まるで西洋人形のようだった。

　現実離れした美しさのその少女の登場に、俺はゴクリと息を呑のみ込こむ。

「ウ、ウメさん。大丈夫、なんでもなくて────ぐえっ」

「イヤですわ、晴はる斗とさま。わたくしは『シャルロッテ』。断じてウメさんなどとダサくてセンスの欠片かけらもない名前ではないのですわ。常日頃から言っていますのに」

　ポッと頬ほおを赤らめながら、少女は俺の頭にアイアンクローをかました。

　小さな手のひらからは想像もできない怪力で、俺の額をギリギリと締めあげてくる。

「いてッ、いでででででで！　わ、悪かったよ、ウメさ────じゃなくて、シャルロッテさん！　もう呼び間違えないからこの手を離してくれえええええ!!」

「本当ですか？　約束ですわよ？　ウフフフフー♪」

　朗らかに笑いながら、少女はようやくアイアンクローを解除してくれた。

　……し、死ぬかと思った。この人は怒らせると相変わらず恐ろしい。

　山やま田だ梅うめ子こ────。

　それがこの銀髪少女の名前だった。

　少女と言っても、実年齢はそれほど若くないと思う。

　なにせ、彼女はこの男子寮の寮母を務める人物なのだ。実技教官の淡あわ島しま先生（二十四歳独身）が敬語で話している現場を見たという生徒の報告もあり、少なくとも二十代後半くらいの歳としではないかと推測される。

　ちなみに、本人は自分の古風な名前が気に入っていないらしく、しきりに『シャルロッテ』と名乗って北欧出身であることを自称している。

　まあ十中八九のところで嘘うそっぱちであり、あの銀髪もきっと髪染めで染めているだけなんだろう（本名が山田梅子で日本語ペラペラな北欧人がいたらイヤだ）。が、迂う闊かつにつっこむとさっきみたいに粛清されるので下手なことは言えない。

　怒らせると非常に怖いことと、小柄なのに尋常ならざる怪力の持ち主であることから、男子たちの間では《男子寮のキリングマシーン》という異名で密ひそかに恐れられていた。

　そして、なによりも厄介なのは……。

「それにしても、本当によかったですわ～。廊ろう下かにいたとき、なにやら卑しい雌豚の鳴き声が聞こえたような気がしたもので。まあわたくしの晴斗さまに限って、そんな逢あい引びきみたいな真ま似ねをするはずありませんものね♪」

　俺の胸にピッタリと寄り添ってくる、シャルロッテさんことウメさん。

　俺は反射的にギクリと身を震わせてしまった。

「……晴斗さま？　してませんわよね？」

「シャルロッテさん、目が怖い！　してないから！　本当にしてないから！　そんな目で見つめないでくれ！」

　殺し屋顔負けのウメさんの睨にらみに、俺は恐怖を禁じ得ない。

　……そう、この人は何な故ぜか、俺に惚ほれこんでいるのだ。

　しかも、猛烈に重い愛である。

　俺としてはそこまで好かれる覚えはないのだが……せいぜい、初対面のときに「人形みたいに可愛かわいらしいですね」と自然な賛辞を送ったくらいなのに。

　なにはともあれ、ウメさんに音おと葉はの存在を気づかれるのはマズい。

　薄汚い雌豚どもが愛いとしの晴はる斗とさまに夜よ這ばいができないようにするため────みたいな理由で、女子の夜中の男子寮立ち入りを全面禁止した人である。見つかったら最後、冗談抜きで音葉が『中に誰もいませんよ？』状態にされかねない。

「……ふーん？　ちょっと失礼しますわね？」

　ウメさんは懐ふところから折り畳み式の扇子を取り出し、上品に口元を隠しながら、俺の部屋に踏み込んでくる。

　まるで獲物を探す肉食獣の目だ。

「ほ、本当に何もないぞ!?　気のせいだって！」

「そうでしょうか？　なーにか臭におう気がするのですわー」

　マジで肉食獣か、この人は!?

　とにかく、俺はウメさんが押し入れを調べないことをひたすら願うしかなかった。確率としては天文学的な数値だ。お母さんが息子の部屋のエッチな本を探さないくらい薄い希望である。

　そして、案の定。




「────へくちっ」




　絶望に輪をかけるようにして、押し入れの中から愛らしいクシャミが響いた。

　瞬間的にウメさんの目がキラーンと鋭い光を放つ。

　俺はガクリと膝ひざを折った。

「そこぉ！　ですわっ！」

　折り畳まれた扇子が、ウメさんの手からものすごい勢いで投とう擲てきされる！

　扇子は矢のように押入れの襖ふすまを突き破り、中から「ブスリ」と痛々しい音が聞こえてきた。




『ぐああああああああああああああっ!!』




　レッドが逝った─────────────っ!!

　すかさず襖が開いて、音葉がゴロゴロと転がり出てくる。

　その手には、頭に扇子が突き刺さって白目を剥むいている哀れなウサギのぬいぐるみが抱かれていた。

「そんな、レッド……まさかわたしを庇かばって……!?　衛生兵、衛生兵ーっ!!」

「くだらない茶番はもういいから!?　べつにそのぬいぐるみがレッドの本体じゃねーだろ！　レッドは無事だろうから、早く逃げろ音おと葉は！」

　俺は迅速に音葉とウメさんの間に割って入る。

　目の前には、鬼の気き迫はくを湛たたえる銀髪少女の姿があった。

　あまりにも殺気が強すぎて、毛の一本一本がゾワゾワと逆立っているように見える。

「晴はる斗とさま……！　わたくしは信じていましたのにッ!!」

「お、落ち着け、ウメさん！　話せばわかる！」

「シャルロッテですわ！　もういい、もうイヤ！　言い訳なんて聞きたくない！　あなたを殺してわたくしも死にますわーっ!!」

「俺の部屋の備品を片手で持ち上げながら、そんな恐こわいこと言わないでください!?」

　足元にあったちゃぶ台を軽々と持ち上げて、こちらに振りかぶってくるウメさん。

　本当にビックリするくらいの怪力だ。あの小さな体のどこにそんな馬力が隠されているのか。

「ししょー！」

「なんだ!?　早く逃げろって！」

「押し入れでジッとしてたから、足がしびれました！　動けません！」

「このスカポンタンっ！」

　こいつはこいつで、間が悪すぎる！

　ここが弱肉強食の世界なら真っ先に切り捨てられるキャラだが、さすがにそうもいかない。俺は目の前のウメさんの殺気に気け圧おされながら、素早く背後に視線を配った。

　窓が開いたままになっている────いける！

「口を閉じてろ、音葉！　舌を噛かまないように！」

　スプリンターばりの瞬発力でダッシュした俺は、畳たたみでへたり込んでいる音葉を拾い上げる。

　そのまま、開きっぱなしの窓に勢いよく飛び込んだ。

　部屋は二階で足元も暗くてよく見えないが、細かく考えている暇ひまはない。

「逃とう避ひ行こうなんて絶対許しませんわ──────────────っ!!」

　間髪いれずにウメさんがちゃぶ台を投げ飛ばした。

　ガシャーン！　とガラスが割れる音がして、俺たちの背後でちゃぶ台が宙を舞う。……ああ、今年に入って二度も窓がおしゃかに。

　胸に湧わく悲しみをいったん忘れるように努め、音葉を抱えながら滞空する俺は迅速に魔法式を展開させた。

「────風よ！」

　俺を中心に暴風が巻き起こり、飛んできたちゃぶ台とガラス片を弾はじき飛とばす。

　暴風は俺たちを包み込み、すぐさま男子寮から離れるよう運んでくれた。

「くぅ、高等飛行魔法ですか……！　晴はる斗とさま！　どこまで逃げてもわたくしは必ず追いかけますわ！　わたくしの心は、常にあなたと共にーっ！」

　二階の窓から身を乗り出して恐こわいことを言うウメさんの声を聞きながら、俺はなるべく振り返らないように飛行を続けた。

　べつに本当の逃とう避ひ行こうってわけじゃないし、結局は男子寮に戻ることにはなるんだが……後先を考えると非常に憂ゆう鬱うつなので、今は思考停止しておくことにする。





　○　●　○　●






「それで。お前は結局、どうして俺を訪ねてきたんだよ？」

　男子寮から少し離れて、美み笠かさ木ぎ高の校門前。

　明かりが消えて星空のみに照らされる校舎をバックに、俺と音おと葉はは向き合っていた。

　手元に時計がないので今が何時かわからないが、学校に先生たちが残ってないことから少なくとも深夜過ぎであるには違いない。

　用事なら学校で済ませればいいはずだし、こんな時間帯にわざわざどうして？

　疑問に思う俺に、音葉はコクリと頷うなずいて抱いていたレッドを地面に降ろした。

「うん。たぶん、あまり人目についちゃいけないことだと思うから。────もういいよ、『うんでぃーねちゃん』。一緒にあそぼー」

　音葉が虚空を見つめながら告げた瞬間。

　ウメさんに攻撃されて白目を剥むいていたレッドの体が、ほのかに光り始めた。その色は濃い青色。音葉がなにをしようとしているのか、俺はすぐに理解した。

「用事って、魔力関係のことなのか……？」

　魔法に使われる魔力。

　一般的には目には見えないエネルギー……つまり無生物だと思われているが、この神かん崎ざき音葉という少女は世界でただ一人、魔力と意思疎通を取れる才能を有している。

　彼女は魔力を『精霊さん』と呼び、魔法を使うのではなく、魔力と遊ぶという形で予測不可能な現象を引き起こすのだ。

　その効果は魔力の気分次第であり、当の音葉にさえ制御は不可能。音葉が落ちこぼれかつ、危険だと言われている所以ゆえんだ。

　赤っぽかったウサギのぬいぐるみの布地が、徐々に青っぽく変化してきた。

　瞳ひとみに再び生気が宿り、ぬいぐるみがムクリと立ち上がる。

『────も、ももももも申し訳ないですぅ、オ、オトハさん。こ、こんなワタシのために、わ、わざわざお手数をかけてしまいまして……』

　ペコペコと低姿勢に頭を下げながら、音おと葉はに謝るぬいぐるみ。

　先ほどまでのふてぶてしいレッドとの違いに、俺は面めん喰くらってしまった。

「レ、レッド……じゃないよな？　べつの属性の魔力か？」

『あっ。ハ、ハルトさん。こ、この姿で顔を合わせるのは、お、お初になります。ワ、ワタシは水属性の魔力。オ、オトハさんからは「うんでぃーねちゃん」と呼ばれています。こ、この体ですし、べ、便宜的にはウザッピー・ブルーとでもお呼びください』

　やはり低い物腰で、ひたすらに頭を下げてくるウザッピー・ブルーとやら。

　なるほど、音葉がわざわざ遅い時間帯に訪ねてきた理由がわかった。

　このブルーと俺を引き合わせるため、余計な人目を避けようとしたのだろう。万能な魔法だが、さすがに「魔力に仮の体を与えて喋しやべらせる」なんて芸当はできないからな。常識的な一般人が目撃したら卒そつ倒とうしかねない。

「……あー。で、ブルー？　俺に用事があるのは、お前なのか？」

『は、ははははい。ワ、ワタシ、あなたにお頼みしたいことがあり、オ、オトハさんに仲介をお願いしたわけでして。な、なにぶん、しゃ、しゃべる体を得ないと、ふ、普通の人とはコンタクトが取れませんので……』

　口ごもりながらも、ブルーは『すみません、すみません』と謝り続ける。












　あまりに低姿勢すぎて若干やりづらくはあるが、偉そうなレッドよりはだいぶ好感が持てた。これでレッドのような性格だったら、ウメさんとの一件もあって話なんて聞いてやる気も起きなかっただろう。

　俺も男だ。好意的に頼ってくる相手を突っぱねるような真ま似ねはなるべくしたくない。

「まあ、そうだな。俺は完かん璧ぺきで最強だし、魔力と言えど頼りたい気持ちがわくのも仕方ない」

『へ？　……あ、はい』

「とりあえず話くらいは聞いてやるよ。大抵のことなら十秒で解決してやる。俺だからな」

『…………』

　なぜだろう。ブルーが俺から若干身を引いたように思えた。

　挙句の果てにはクルリと振り返って、音おと葉はに『ほ、本当に大丈夫なんでしょうか……？』とか耳打ちし始める。なぜだ、なにを疑うことがある？　俺を疑うなんて、重力の法則を疑うのと同じくらい無意味だろうに。

「だいじょーぶ。ししょーはサイキョー。なんでも一発」

『……え、えっと。な、なにやら盲目的で危ないセミナーに勧誘されているような気分なんですが……わ、わかりました。オ、オトハさんがそこまで言うなら信用します』

　ブルーは気を取り直すようにして、俺に向き直る。

『た、頼みと言いましても、そ、そこまで難しいことではないのですが……。ワ、ワタシが恋慕うあの方を……こ、ここに呼び出してほしいのですっ！』

　モジモジと頬ほおを染めながら、ブルーは思い切ったように言った。

　仕草としては実に乙女チックなのだが、ウザッピーのウザい見た目のせいでギャップが酷ひどいことになっている。つーか、そもそもこいつの性別が女であるのかどうかもよくわからないけど。

「は？　恋慕う相手？」

　俺は一瞬どういうことかわからず、音葉にアイコンタクトを送る。

　音葉はコクコクと首を振って頷うなずいてみせた。

「そう。うんでぃーねちゃんには、好きな人がいるの。でも、その人が最近姿を見せてくれなくなっちゃったらしくて、この子はすごく寂さびしい思いしてる。わたし、うんでぃーねちゃんを助けてあげたい。好きな人がいる者同士として」

　哲てつ史しに告白しようとする自分に重ねたのか。音葉は真剣な面持ちでそう言う。

　しかし、俺は未いまだに事情を呑のみ込こめないでいた。

「助けてあげたいって……。俺にどうしろって言うんだよ。そもそも相手は誰だ？」

「もちろん『精霊さん』だよ。ししょーがこの間、呼び出してた子。口下手な恥ずかしがり屋さんで、なかなか姿を見せてくれなくて、会えただけですっごいレア。────『ぼいどさま』を、ここに呼んでほしいの」

　音おと葉はの言葉に、ブルーがモジモジして『む、無属性の魔力のことです』と補足してくれた。

『ワ、ワタシたちは属性の壁を超えて、お、お互いに想おもいあっていました。し、しかし、や、やはり属性間の隔たりというものは存在します。ワ、ワタシに迷惑をかけないようにと……あ、あの方は、ワ、ワタシの前から姿を消してしまったんです……』

　悲しげに語られる、ブルーの割と重い話。

　それでも俺はピンとこない。なに？　魔力って恋とかするの？　属性を超えてって……そんな「人種の壁を超えて」みたいな。

　ゴチャゴチャと考えているうちに、音葉が「よいしょっ」と、どこからともなくウザッピーのぬいぐるみを取り出した。

「うわっ!?　なんだそれ!?　もう一体いんの!?」

「さあ、ししょー。お願いします。バッチコイ」

　まだ何も憑ひよう依いしてない状態のウザッピーのお腹なかをポンポンと叩たたく音葉と、緊張したように身を固めるブルー。

　俺だけ話についていけてない感じだが……要するに、無属性の魔力をここに呼び出してほしいということらしい。恋の橋渡し役をしろってわけだ。

「ったく……。まあべつに魔法を使うだけなら苦労もないけどさ」

　言いながら、俺は仕方なく手のひらをかざす。

　魔法式を展開。操るのは無属性の魔力。

　一般的には禁きん忌き指定さえされている危険でレアな属性だが、俺の手にかかれば発動も造作ない。

　見えざる波動が集い、大気がビリビリと振動し始めた。

　頃合いを見計らって、音葉の瞳ひとみがきゅぴーんっと輝く。

「見つけた！　ぼいどさま、お願いだから！　うんでぃーねちゃんのために！」

　ウザッピーを前に突き出して音葉が必死の声をあげた。

　直後、発動しようとしていた俺の魔法が安定性を失った。

　俺は「うおおっ!?」と驚いて制御を試みたが、まったく思うようにいかない。強力な衝撃波の塊として顕現していた魔法は、ぐにゃぐにゃと歪ゆがんで、音葉が掲かかげるウザッピーへと一直線に飛んでいった。

「ッ!?　音葉、あぶねえ！」

　魔法が暴走し、音葉に襲い掛かったのだと焦ったが、そうではなかった。

　衝撃波は音葉を吹き飛ばすようなことはせず、まるで吸い込まれるようにウザッピーのお腹へと入っていく。

　そして、ウザッピーの足元が心なしか透けて見えるようになった。




『……まったく。困った魔力だぜ、あんたはよぉ』




　耳に心地よいダンディな声が、ウザッピーの喉のどから奏でられる。

　足元の透けたそのウザッピーを、音おと葉ははそっとブルーの前に置いた。

　二匹のウザッピーが、互いに向かい合う形になる。

『ど、どうして！　あ、あなたはワタシから、に、逃げるようなことをしたのですか!?　ワ、ワタシはこんなにも、あ、あなたをお慕いしているのに……！』

『……前にも言ったはずさ。いけねえよ。オイラとあんたは別属性の魔力。オイラに近づけば、あんたが傷つく』

『そ、そんなもの！　ワ、ワタシは気にしません！』

　ブルーがワッと声を上げて、足元の透けたウザッピー（仮にウザッピー・クリアとでも呼んでおこうか）の胸に泣きつく。

　……なんだこれは？

　もう一度言おう。なんだ、これは？

　あまりにもシュールな光景に、俺は完全に白け切ってしまっていた。

　二匹のウザいウサギのぬいぐるみが繰り広げる、複雑な恋愛模様。もうギャップとかそれ以前の問題である。

『……あんたがよくても、オイラがイヤなのさ。あんたにはいつも笑っていてほしい。だが、オイラが隣にいちゃそれは叶かなわない。だから、ここでオサラバだ』

　激げき渋しぶな声のクリアが、辛つらそうな面持ちでブルーの腕を振り払う。

　ブルーは瞳ひとみに涙を浮かべるものの、うまく言葉を続けられないようだった。クリアが彼女に背を向けて歩き出す。二人の距離が離れ始める。

　そのときだった。

「────待って！」

　それまで状況を見守るだけだった音葉が、大きな声を張り上げた。

　らしくもない彼女の声量に、俺は目を丸くして驚く。

　不思議生物二匹も同じだったらしく、同時に振り返っていた。

『オ、オトハさん……？』

「……このままお別れなんてダメ。絶対にダメ」

　ハッキリと言った音葉は、二匹の体をひょいっと抱き上げる。

「ぼいどさま。ぼいどさまは、お互いに離れることが、本当にうんでぃーねちゃんのためになると思ってるの？　それで、うんでぃーねちゃんが笑ってくれると思ってるの？」

『……オトハさん。それは────』

「ううん。うんでぃーねちゃんだけじゃない。このままじゃきっと、あなただって笑えない。本当に別れるのがいいと思ってるなら、どうしてあなたはウザッピーの体に乗り移ったの？　わたしの誘いに応じて、うんでぃーねちゃんの前にもう一度姿を現したりしたの？」

『…………』

　畳みかける音おと葉はの質問に、クリアは静かに目を伏せて黙った。

　音葉は両手に抱いたブルーとクリアを交互に見やる。

「誰かを好きなこと、好きでい続けることって、すごい難しい。たくさんの問題があって、うまくいかなくて、とても辛つらいときもある。でも……諦あきらめるのだけはダメ。なにもやらないまま、終わるなんて寂さびしすぎるから。何かできることがあるなら、わたしも手伝う。できることは何でもやる。二人には頑張ってほしいの」

　拙つたないながらも真剣な言葉。本気の態度。

　……蚊か帳やの外だった俺も、少しだけ胸が熱くなってしまった。おそらく、今の音葉の言葉は、自分自身に向けたものでもあるのだろう。

　諦めたくない。応援してくれる人がいるから、できるまで頑張る。

　この俺が不覚にも魅せられてしまった────彼女の強い想おもいだ。

『……やれやれ。オトハさんには敵かなわないねぇ』

　浅く嘆たん息そくしたクリアが、ブルーのほうを真まっ直すぐに見つめる。

『……すまねえな。もうカッコつけるのはよすよ。オイラは、あんたと一緒にいたい。そりゃ、辛いこともたくさんあるだろう。それでも……我慢してくれるかい？』

『も、もちろんです！　ワタシは最初からそのつもりでいましたから！』

　涙を潤うるませたブルーが胸に飛びつく。

　今度は、クリアも振り払うようなことはしなかった。……うん。感動的な場面なんだろうが、やはりシュールだ。

　結局、最後までこの空気に乗り切れなかった俺に、二匹を地面に降ろした音葉がトコトコと近づいてきた。

　音葉は俺の隣に並び、二匹の様子を遠目に見守り始める。

「よかったね。本当に」

「あー……たぶん、よかったんだろうな。よくわからないけど」

「うん。ねえ、ししょー。わたしもあんな風に……広ひろ瀬せくんと仲良くなれるかな？」

　不意につぶやかれた一言に、俺はハッと振り返った。

　音葉は少し羨うらやましそうに、お互いを想い合う不思議生物たちを眺めている。

「……アホ。当たり前だろ。お前には俺がついてる。どんな障害だって、必ずぶっ壊してやるさ」

「うん」

　言ってやると、音おと葉はは嬉うれしそうに頷うなずいた。

　……夏休みに企画した、音葉と哲てつ史しの仲を近づかせるための温泉旅行。

　今度こそ、絶対に成功させる。

　音葉には気づかれないように、内心で決意を固め直す俺だった。






第二章　妹パニック






　哲史の提案がきっかけで企画された温泉旅行。

　その日は、あっという間にやってきた。

　たくさんの人で賑にぎわう夏休み。美み笠かさ木ぎ市の隣町にあたる駅の改札口を抜けた俺は、とりあえず荷物を地面に降ろして汗を拭ぬぐう。

「……いよいよですね」

　続いて改札を抜けてきた黒くろ兎とが、気分の悪そうな青い顔で話しかけてくる。

　今日の彼女は私服姿で、ノースリーブの白ワンピースに、つば広の帽子をかぶっている。控えめながらも清せい楚そな感じがして、とてもよく似合っていた。

「おう。ってか、どうした？　乗り物酔いでもしたのか？」

「ああ、いえ。なんと言いますか。道中、色々な危険があって少し疲れてしまって……今回も、こんなことがたくさんあるんだろうな……と」

　この先の苦労を察してか、黒兎の瞳ひとみにキラリと涙が光る。

　まあ……それも仕方がないだろう。

　そこまでネガティブになってしまうほどの恐怖体験を、彼女はこの旅の道中で、散々に味わったのだ。

『────ふがっ！　出せ、ここから出せ！　暗いよ狭せまいよ！　というか、まともに息ができなくて鬼き竜りゆう死んじゃうよっ！』

　俺が地面に降ろした荷物────汚らしい色のずだ袋みたいなものが、ジタバタと暴れて騒いでいた。

　周囲の通行人が何事かと目を見開いている。

「……黙れ。自業自得だ」

『あふんっ』

　容よう赦しやなく俺に踏みつけられて、暴れていたずだ袋……というか、その中に詰められていた戦いくさ間ま鬼竜は気色悪い声をあげた。

　どうしてこんな状態になっているのかと言うと、ここに来るまでの間で、こいつが黒くろ兎とに許されざるセクハラの数々を働いたからだ。

　鼻息荒く執しつ拗ように連絡先を聞こうとしてくるまではよかった。いきなりズボンに手をかけて「良りようちゃん、おいなりさん食べるかい？　もちろん、おれのおいなりさんだけどな」とドヤ顔で告げたところで、俺と哲てつ史しでふんじばったという経緯である。

　その間、黒兎は隅っこのほうで涙目になりながら、始終ガタガタと震えていた。

「一応、こいつに悪気はないんだ。ただ人一倍性欲が強いだけで」

「そのフォローはいかがなものでしょうか!?」

　ここに委員長キャラの峯みね岸ぎしがいれば、戦間を少しは抑え込んでくれたんだろうが……。彼女はいったん実家のほうに帰らなければならないということで、俺たちと合流するのは午後からの予定になっていた。

「本当に、気分が悪いなら無理して参加しなくていいぞ？　もしくは、戦間をここに放置するって手もあるが」

「その提案が少しの躊躇ためらいもなく出てくるのが怖いです！　……そ、それに。元はと言えば、晴はる斗とさんを巻き込んだのは私ですから。ちゃんと音おと葉はさんのサポートをしたいですし、こんなところで弱音を吐いているわけにもいきませんっ」

　黒兎は自分に気合を入れなおすように、両手でペチペチと頬ほおを叩たたいた。

　相変わらず健気けなげだ。いや、不ふ憫びんというべきだろうか……。

　この先の戦間の猛もう攻こうを考えると、彼女の精神が持つとはとても思えない。

「まあ、困ったときは俺に言えよ。本当に帰りたくなったらそれでもいいから」

「そ、そんなっ。私だって今回の温泉旅行を楽しみにしていたんです！　紗さ季きさんとも事前にいっぱい計画を練って────」

「え？　峯岸？」

　意味深な言葉に首をひねると、黒兎が顔を真っ赤にして両手で口をふさいだ。

　その拍子に舌を噛かんでしまったらしく、「ひゃんっ!?」と可愛かわいらしい悲鳴を上げる。

「だ、大丈夫か？」

「な、なんでもないれひゅ……」

　うずくまる黒くろ兎とを気遣っていると、改札口から残りの二人が抜けてきた。

「いや～、ごめんごめん。神かん崎ざきさんの誘導に手間取っちゃってさ」

　朗らかな笑顔で謝る哲てつ史し。

　その後ろには────顔にのぞき穴のない覆面を被かぶせられ、紐ひもで両手首を括くくられている、朗らかとは程遠い物体がノソノソとついてきていた。

「まったく。鬼き竜りゆうの持ち運びなら僕が引き受けたのに。神崎さんも相手が晴はる斗とならもっと安心して身を預けられるんじゃない？　完全に配役ミスだよこれ」

「……あ、ああ。すまん。ほら、黒兎へのケアもあるしな？」

　俺も引きつった笑みを浮かべて謝り返す。

　哲史は一本の紐を握にぎっており、それが彼の背後で手を縛られている物体と繋つながっている状態だった。もう完全に死刑囚を連行している処刑人にしか見えない。

　あの覆面を被った物体、もちろん音おと葉はだ。

　哲史の顔を見るだけで緊張し（というか心拍数が上がりすぎて気絶し）、触れられるだけで昇天してしまうであろう彼女を、どうやって哲史に関かかわらせるか？

　……考えた結果、ああやって距離を置かせるしかなかった。

　自分でも安直すぎるアイディアだったと反省はしている。

　っと、覆面で前が見えない音葉の首が、俺の声に反応してグリンと動いた。

　哲史の背後で、彼女は縛られた手を上げてビシッとサムズアップしてみせる。

（『順調！』じゃねーよっっっ!!）

　音葉のボディーランゲージによる報告を察し、俺は頭を抱えて内心でつっこむ。

　今が順調だというのなら、世界はもっと平和だったろうに。

「さあ、無事についたことだし。ひとまず旅館に行って荷物を置いてこようか。案内するよ。……あ、神崎さん。段差があるから足元気を付けてね」

　この異様な状態を特に気に掛けた様子もなく、哲史は音葉を誘導してあげながら歩き始める。

　どうやら「これはこれで面白い」と思っているらしい。面白いならなんでも許す、哲史はそういう人間だった。

　囚人のような音葉を連行する哲史と、戦いくさ間まの詰まったずだ袋を抱える俺、そして涙目で震えながらついてくる黒兎。……いつ通報されてもおかしくない集団だ。今まで通行人が驚くだけでスルーしてくれたのが奇跡である。

　こんなスタートで大丈夫なのか……？

　開始早々に大きな不安を抱きながらも、俺は哲てつ史しの案内に従うしかなかった。





　○　●　○　●






　風情のある温泉街の街並みを抜けて俺たちがやってきたのは、ひときわ巨大な建物。

　敷地内はとても広く、庭園は緑にあふれ、どう見ても学生には身に余る立派な高級旅館だった。

「────あらあら。ようこそいらっしゃいました」

　ロビーに入るなり、着物姿の中年の女性が出迎えてくれる。

　非常に温厚そうな彼女はこの旅館の女将おかみで、関係としては叔お母ばにあたるのだと、事前に哲史から説明を受けていた。

「どうも。お世話になります、叔母さん」

　哲史が人当たりのいい笑みを浮かべて頭を下げる。

　後ろにいた俺と黒くろ兎とも、慌てて哲史に倣ならって深々とお辞じ儀ぎをした。

「あらまー。可愛かわいいお友達さんたちだこと。ゆっくりしていってね？」

「い、いえ。わざわざこちらのために、二部屋も用意してもらったそうで……。本当にすみません」

「いいのよー。最初に誘ったのはこっちなんだから。それに、急ごしらえで用意できたのはちゃんとした客間じゃなくて、普段は使われていない空き部屋だしね。こちらこそごめんなさいだわ」

「そ、そんな。こちらの勝手な要望に応こたえていただけただけで充分です……」

　俺と黒兎は完全に恐縮してしまって、ペコペコとし続ける。

　もともと予約に空きができた部屋は一つだったが、男女一緒はやはりマズいということで、女将さんがもう一部屋べつに用意してくれたらしいのだ。

　客間ではないというが、本当にそれだけで充分すぎる待遇である。

「じゃあ、それぞれのお部屋にご案内するわね。……ところで、哲史ちゃん？　そちらの覆面を被かぶって両手を縛られている方は？」

「はい。友達です」

「あら、そうなの。いつも哲史ちゃんがお世話になっています。これからも仲良くしてあげてね～」

「ははは。そういうのは恥ずかしいから勘弁してくださいよ、叔母さん」

　覆面で前が見えず「？　？　？」とひたすらキョロキョロする音おと葉はを挟んで、爽さわやかに会話を交わす哲史と女将さん。

　……恐るべきかな、広ひろ瀬せ家。

　哲てつ史しの驚くべき柔軟性の高さは血筋だったのかと思い知らされる。両手が縛られた覆面を「友達です」って紹介されて、納得できないだろフツー。これがうちのおふくろだったら速攻でポリスに通報しているところだ。

「お嬢さんたちは客間、哲史ちゃんたちは空き部屋……で、よかったわよね？　さっきも言ったけど空き部屋のほうは普段から使われてないから、少し埃ほこりっぽいかもしれないけど我慢してね？」

　エレベーターに乗り込みながら、女将おかみさんが申し訳なさそうに告げる。

　俺と哲史は「いえいえ」と首を横に振った。ずだ袋に入って俺に担がれている戦いくさ間まも、布越しに声をくぐもらせながら『いえいえ』と言っている。

　俺たち男子ズは、日ごろから汚い男子寮暮らしに慣れきっているので、ある程度の覚悟はできていた。泊めてもらえるなら、たとえ物置だって文句は言うまい。

　赤い絨じゆう毯たんの敷かれた通路を進み、途中で女子メンバー用の客間にたどり着いた。

　音おと葉はと黒くろ兎ととは、いったんそこで別れることになる。

「それでは、また後で」

「ああ。とりあえず部屋に入ったら、その囚人モードの音葉を解放してやってくれ」

『…………』

「お前はこっちだ、そこの袋」

　イモ虫のように地面を這はいながら音葉たちの後に続こうとするずだ袋を、俺はすかさず足で踏みつける。……油断も隙すきもあったもんじゃない。

『イヤだ！　おれはただの袋だからあっちがいい！　あっちに置かれていたい！』と暴れる戦間を引きずって、俺たちはさらに奥に進んだ。

　それにしても遠いな。いったいどこまで行くんだ？

「さあ、着いたわ。ここがあなたたちのお部屋よ」

　一番奥の通路の突き当たりで、女将さんがようやく立ち止まってそう言った。

　その後ろにあるのは、




　────扉にビッシリとお札が貼はられた、完全にアレな雰囲気の部屋だった。




「…………」

「待てよ。君はこっちだぜ、晴はる斗と？」

　回れ右して音葉たちのところに戻ろうとする俺の肩を、哲史がガシッと掴つかんだ。

「イヤだ！　俺、あっちがいい！　ただの袋でいいから、あっちに置かれていたい！　おら、戦間！　その袋よこせ！」

「うおおっ!?　は、晴斗、貴様！　まさかおれから袋の座を奪う気か!?　さては置物となって女子部屋の匂においを思う存分にクンカクンカするつもりだな!?」

「お前と一緒にするな！　俺は純粋に置物になりたいだけだ！」

　戦いくさ間まをずだ袋から追い出して自分が中に入ろうとする俺を余よ所そに、哲てつ史しは女将おかみさんにお礼を言って部屋のカギを受け取っている。

　本気かッッッ!?　本気でこの明らかなるお化け屋敷に寝泊まりするつもりなのか、こいつは!?

「まあまあ。落ち着けよ。べつにこの部屋で過去に何かあった……ってわけじゃないさ。お札は単にお守りとして貼はられてるだけだそうだ。むしろ縁起がいいものだよ」

　仕事に戻る女将さんの後ろ姿を見送りながら、哲史がやれやれと肩を竦すくめた。

　戦間とずだ袋を奪い合っていた俺は、ピタリと動きを止める。

「そ、そうなのか？」

「叔お母ばさんは嘘うそをつくようなタイプの人間じゃないからね。それに、この部屋が危険なら、僕たちを寝泊まりさせようなんてそもそも思わないだろ？」

　哲史は肩を竦めて、

「それともあれか。もしかして晴はる斗と、ビビってる？　美み笠かさ木ぎ高創設以来の天才と称される、君ともあろう者が？」

「は、はあああああああああっ!?　ビ、ビビビビビビビビビビってなんかねえしぃ！　むしろ、お化けだろうが妖よう怪かいだろうが地縛霊の猫だろうがドンと来いだ！　十秒であの世に送り返してやる！」

　小馬鹿にされて頭にきた。舐なめられっぱなしではいられない。

　俺は哲史から部屋のカギを奪うと、カギ穴に差し込んでさっさと扉を開いた。

「ほ、ほら見ろ。部屋の中はべつになんとも────」




　────壁一面に、ビッシリとお札が貼り付けてあった。




「「あっちで置物になる!!」」

「まあ落ち着け。きっと妖怪の仕業だ」

　回れ右する俺と戦間を、哲史はニコニコと笑って部屋の中に押し込める。

　残念ながら、唯一の希望であったずだ袋も没収されてしまった。
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　俺たちは部屋に荷物を置くと、再びエレベーターに乗ってロビーへ降りた。

　これからみんなで温泉街を観光しに行こうという予定になっているのだ。

　まあその予定がなくとも、あんな不気味な部屋には一分一秒だって留とどまっていたくないが。今から夜のことを考えると憂ゆう鬱うつである。

「晴はる斗と……あの大量のお札が貼はってある理由って……なんなんだろうな」

「やめろ、戦いくさ間ま！　余計な想像を膨らませるな！　深く考えるな、心を無にしろ！」

「安心しろって。夜のトイレくらいはついていってやるから」

　意地悪く笑う哲てつ史しにからかわれながら、ロビーの中心へ。

　すると、そこにはすでに音おと葉はと黒くろ兎との姿があった。

「ししょー。ミネミネから連絡あった。予定よりも早くこっちにこれるって」

　自分のスマホをブンブンと振りながら、俺に駆け寄ってくる音葉。

　ちなみに、ミネミネとは峯みね岸ぎしのことだ。音葉は親しくなった相手にヘンなあだ名をつける癖がある。

「そうか。お前も覆面が外れてなによりだ」

「え？　────あ」

　音葉の瞳ひとみが視界の隅に哲史を捉とらえた。

　瞬間、ものすごいスピードで顔面を俺の腹に押し付ける。

　見事にヘッドバットをくらう形になり、俺は思わず「ぐふぅ！」と身を折った。

「お、お前な……！」

「ご、ごめんなふぁひ、ししょー……で、でも……」

　緊張のあまり、音葉は身を強こわ張ばらせている。

　哲史に視線を送ると、彼は苦笑いで肩をすくめてみせた。

「いいよいいよ。僕は少し離れておくから」

「ち、違うんだ、哲史！　こいつはお前を嫌ってるわけじゃなくて────」

「わかってるよ。大丈夫だから」

　哲史は特に気にした様子もなく、俺たちから身を引く。そのまま、懲りずに黒兎のほうへヨダレを垂らしながら迫る戦間を引きはがしにかかった。

　俺はガックリと肩を落として、腹に顔を押し付けてくる音葉を見下ろした。

「……ちょっとは慣れろよ」

「…………」

「哲史もああいう奴やつだから、あまり気にしたふうにはしてないけどな。お前から苦手にされている……くらいにはたぶん思ってるぞ？　このままじゃダメだろ」

「……ごめんなさい」

　音葉はシュンとして謝る。

　べつに謝ってほしいわけじゃない。

　ただ、少しくらいは哲史とまともにしゃべれるようになってほしいのだ。……とはいえ、こいつにとってはそれさえも高いハードルか。

「無理はしなくていい。でも、なるべくはガンバレ」

「うん。ありがとう、ししょー」

　少し心が落ち着いたのか、音おと葉はは俺から顔を離してプルプルと首を振った。

　俺も頷うなずいてみせる。大丈夫だ。この旅行はまだ始まったばかり。音葉が哲てつ史しに慣れるチャンスも、二人の仲がグッと縮まるチャンスも、たくさん転がっているはずだ。

　俺は音葉の頭にポンと手を置いて、哲史たちのほうへ向き直る。

「よし。行くか」




　……とか意気込んだまではいいものの。

　旅館から街に向かう最中、哲史と目が合いそうになるたびに音葉のヘッドバットが俺の腹に炸さく裂れつした。

　二人の仲を深められる前に、俺の腹筋が限界を迎えないか若干心配である。
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「わぁ……いい匂におい。おいしそうなお饅まん頭じゆう……」

　ふかしたての温泉饅頭を売っている店頭で、黒くろ兎とが足を止めて物欲しそうな顔をした。

「……太るぞ」

「ま、まだ買うとは言ってないじゃないですかっ!?　だ、だいたい、女性相手に太るとか……うううううぅぅぅぅ……晴はる斗とさんはデリカシーの欠片かけらもないです！」

　涙目で訴えてくる黒兎に、隣で様子を見ていた哲史が肩をすくめる。

「なんだ、晴斗。君らしくもないな。いつもの主人公属性全開なら、ここで何も言わずに女の子にお饅頭を買ってあげて────」

「へい、おばちゃん。饅頭一つくれ。……ん？　どうした、哲史。なんか言ったか？」

「…………すまない。ものすごく野や暮ぼなことを言ったみたいだ」

　哲史は「完全敗北」みたいな目をして、乾いた笑いを漏らす。

　ついでに音葉がヨダレを滝のように流して物欲しそうな目をしていたので、買う饅頭を一つ追加してやった。まったく、いやしい奴やつだ。

「は、晴斗さん？　そんな、悪いですよ！」

「いいから。買っちまったんだから受け取れよ。俺は食わないし」

「うい。いただきますっ」

「お前は少し遠慮しろ」

　はぐはぐと饅頭を頬ほお張ばる音葉と、ちょっと頬を赤らめて「ありがとうございます」と礼を言う黒くろ兎と。

　そんな二人を横目に、俺は人で溢あふれかえった温泉街を改めて見回す。

「そういや、戦いくさ間まはどうした？」

「鬼き竜りゆうかい？　────あそこにいるよ」

　答えた哲てつ史しが、十メートルほど先を指さす。

　そこに……電柱に隠れて息を荒げる、どう見てもヤバい変態がいた。

　ギラギラとした瞳ひとみで、通りを右往左往している一人の幼女を凝視している。

「ハァハァ……あの子、小さくてかわいいなぁ……。一人なのかな？　お父さんとお母さんは？　まさか迷子？　いかん、お兄さんがすぐに保護してあげなくては────！」

「おまわりさーん！　ここに幼女の誘拐を目もく論ろむ変態がッ！」

「ぎゃふんっ!?」

　俺に尻を蹴けられて、戦間は頭から地面に倒れ伏す。

　危ない危ない。もう少しで取り返しのつかない犯罪が起こるところだったぜ。

「あ、あのー……。あの子、やっぱり迷子でしょうか？」

　一仕事終えて汗を拭ぬぐう俺に、黒兎がおずおずと訊たずねてくる。

　言われてみれば、戦間が凝視していた女の子は、さっきから迷ったようにキョロキョロと周囲を見回していた。近くに両親らしき人間の姿もない。

　年齢は小学校の低学年くらいか？　黒髪ロングの、可愛かわいらしい感じの子である。

「むむむっ。それは大変。お姉さんが助けてあげなくては」

「どちらかと言えば迷子になる側のお前が、見み栄えを張ってお姉さんぶるな。……まあでも、さすがに放ほうっておくわけにもいかないか」

　音おと葉はにつっこみを入れつつ、俺は仕方なく迷子らしき幼女のほうへ近づいていく。

　何な故ぜか週二ペースくらいで行き倒れた幼女に遭遇し、助けていることが日常の俺にとって、特段に気後れするようなことでもない。戦間みたいに邪よこしまな思いがあるわけでもないしな。

「おい、お前。さっきからどうした？　迷子か？」

　キョロキョロしていた小さな後ろ姿に、自然な感じで声をかける。

　すると、幼女がビクビクッと身を震わせた。

　……少しフランクにいきすぎただろうか？　でも、わざとらしく優しい態度で話しかけても、それはそれで警戒されそうだしな……。

　ちょっと考えているうちに、幼女がこちらを振り返った。

　つぶらな双そう眸ぼうが、俺の姿を真まっ直すぐに捉とらえる。

「…………お兄さま？」

「え？」

「やっぱり！　会いたかったです、お兄さま──────────っ！」

「ぬわあああああああああああっ!?」

　幼女がいきなり歓声を上げて、俺の胸に飛びついてきた。

　ちょっと待て。わけがわからない。こんな黒髪ロングの幼女、妹に持った覚えはないぞ？

　……って、あれ？

　妹？　こいつは今、俺のことを『兄』と呼んだか？

「お、お前……もしかして加か奈なかッ!?」

「はい！　桜さくら川がわ晴はる斗との従順なる下げ僕ぼく妹いもうと、桜川加か奈なでございます！」

「そんな単語は生まれて初めて聞いたぞ!?」

　自ら下僕宣言をする幼女の顔を間近で見て、俺は確信した。

　桜川加奈。俺と血を分けた、正真正銘、実の妹だ。

　あとからやってきた音おと葉は、黒くろ兎と、戦いくさ間まの三人が、事情を呑のみ込こめない様子で疑問符を浮かべている。

　だが、その中に混じって、一人だけ予あらかじめ知っていたようにニコニコと笑う、性格の悪い友人がいた。

「やあ、加奈ちゃん。もう着いてたんだ。たぶん迷うだろうから、着いたら連絡してくれって言っておいたのに」












「あ、哲てつ史しさん。ごめんなさい。でも、加か奈なはお兄さまなら絶対に見つけてくれると信じていましたから！　これはもう運命なのです！」

「ちょっと待てええええええええッ!!　おいコラ、哲史！　どうして加奈がここにいるんだ!?　まさかお前の差し金なのか!?」

「おや。差し金とは人聞きが悪いね」

　哲史は首を横に傾かしげて、

「いや～。実は、晴はる斗とが帰省しないってことに合わせて、加奈ちゃんから『お兄ちゃんが帰ってきてくれない』って電話で泣きつかれてね。どうせならと思って、彼女もついでにこの温泉旅行に誘っておいたんだ」

「余計なことを──────────っ！」

「お兄さま────────────っ!!」

　目の前が真っ暗になった。

　この夏、どうして俺が帰省しなかったか？　その一番の理由は、この妹にある。

「お兄さま、お兄さま、お兄さま！　お・に・い・さ・ま!!」

「うるせえよッ!?　何回呼べば気が済むんだ！」

「それはもう、お兄さまを呼ぶことで加奈のお慕いしている心が伝わるのなら、この喉のどが張り裂けて血ち反へ吐どを吐くまで何度でも！」

「恐こえぇよ！　つーか、面倒くせぇよ！」

「か、加奈の献身をそんな冷たい言葉ではねのけるなんて……！　さすがはお兄さまですね！」

「なにがァ!?」

　……おわかりいただけただろうか？

　無意識に発動させている運命操作の影響で、俺は日ごろから『自分をわざとくさいくらいに持ち上げる周囲の態度』にうんざりしている。そして、この加奈に関しても例外ではない。

　むしろその究極系と言えた。

　とにかく俺を崇あがめ、奉り、持ち上げまくる。

　その過剰なまでの信頼と尊そん敬けいはこちらの胃をキリキリとさせるほどで、こいつから逃げるために、俺は美み笠かさ木ぎ高に入学して、寮生活を選んだ……という側面も決して少なくない。

　昔はもっと普通だったんだけどな。なにやら「最強の兄をとにかく妹が慕いまくる」という内容のライトノベルにハマったらしく、自分をそれに照らし合わせているようなのだ。

「そ、その子……晴斗さんの妹さんですか？」

「妹ちゃんがいるなんて聞いてないぞ、晴斗！　なんで今まで教えてくれなかったんだ!?　水臭いじゃないか、義に兄いさん！」

「誰が義に兄いさんだッ！」

　加か奈なをいやらしい目で眺めまわす戦いくさ間まの顔面に右ストレートを叩たたき込こみ、俺は困惑している黒くろ兎とに向き直る。

　すると、加奈がくわっと目を見開いて、抱きついてくる腕に力を込めた。

「お、お兄さま!?　この黒髪ロングの清せい楚そ系、加奈と若干キャラや髪型がかぶっている女性の方はッ!?　まさか浮気ですか!?　加奈がいない間にお兄さまは他の女とランデブーだったのですか!?」

「ち、ちちちちち違いますっ。わ、私はただのお友達で……！」

「こいつの言動をいちいち本気に取るな、黒兎。ただの戯言たわごとだ」

　両手で頬ほおを押さえる黒兎に白けた視線を送りつつ、俺は嘆たん息そくする。

「つーか。お前、いつの間に髪なんか染めたんだ？　おふくろに止められてただろ」

　黒髪ロングの加奈を見下ろしながら、少し疑問に思う。

　遠目に見たとき、相手が加奈だったと気づけなかった一番の理由がそれだ。元々は俺と同じ濃いめの茶髪で、長さもセミロングくらいだった。

　我が家の方針もあり、髪を必要以上に伸ばすのも染めるのも禁止されていたはずだが……。それに、俺が家を出て行ってから三か月ほどでこの変化は明らかにおかしい。

「それはっ！　お兄さまを慕う心があればなんとでもなります！」

「想おもい一つじゃ、そこまで髪はヌルヌルと伸びん。お前は呪のろいの日本人形か何かか」

　加奈の胡う散さん臭くさい答えに、俺は目を細める。

　試しに、不自然な黒髪にちょっと手を伸ばしてみて────。

　カポッ。

「ああああああああああああっ!?　ちょ、お兄ちゃん、勝手に外さないでよ!?　加奈がせっかくお小遣いで買ったのにっ!!」

「……やっぱり。コレ、ただのウィッグかよ」

　黒髪ロングのカツラの下には、見慣れたセミロングの茶髪があった。

「返して返して！　ソレ返してよぉ、お兄ちゃん！」

「ダメだ。ヘンな清楚系妹ゴッコにハマりやがって……これは兄ちゃんが没収です」

「そんなぁっ!!」

　先ほどまで恭しかった加奈の口調は、年相応の少女のものに戻っていた。

　どうやら、このカツラがスイッチになっているらしい。面倒くさいから永久に没収しておこう。

　腰元にすがりついてくる加奈に、それを苦笑いで眺めている黒兎や哲てつ史し。

　っと。その傍そばらで、




「────ゴ　ゴ　ゴ　ゴ　ゴ……！」




　……気き迫はくの効果音を自分の口で言いながらものすごい目でこちらを睨にらむ、小柄な少女の姿があった。

「お、音おと葉は？　どうした、お前？」

　思わずたじろぐ俺に、音葉が大おお股またで歩み寄ってくる。

　なんとなく敵意を察したのか、加か奈なも警戒するように俺にギュッと身を寄せた。

「ま、また女の子……！　お兄ちゃん！　こっちの人は!?　浮気相手!?　愛人!?　それとも内縁の妻!?」

「なんでそっち方面のドロドロした選択肢しかないんだよ!?　そもそも付き合ってる相手すらいないのに浮気も愛人もねーだろ！」

　俺がつっこんでる間に、音葉が加奈の前に立つ。

　二人の少女（というか幼女？）の視線がかち合い、バチバチと火花が散る。

「……わたしは、ししょーの一番弟子。ししょーを一番慕ってるのは、わたし」

「はぁ？　ちょっと待て。いきなりなんだそのアピール!?」

「むむっ。バカなこと言わないで！　お兄ちゃんを一番好きなのは加奈だもん！」

「加奈までなんだ!?　ねえ、状況についていけてないのは俺だけ!?　お前らの間だけで共通の言語でもあんの!?」

　こちらの困惑を余よ所そに、「ぐぎぎ……」と歯を食いしばる音葉と加奈。

　なんか、前にもこんなことあったよな……。あのときは黒くろ兎とと峯みね岸ぎしだったけど。

「はっはっは。やっぱりこうなったか。うん、僕の予想通りだね」

「……マジでブン殴るぞ、腹黒王子」

　なんにせよ、火種を投げこんでくれたこの親友をぶっ飛ばしてやりたい。
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　まったく想定していなかった妹の襲撃を受けてから、数十分後────。

　哲てつ史しの提案で、俺たちは天然温泉が売りだという銭湯にやってきていた。

　さすがは温泉街なだけあって、こういった店の数は半端なものではない。中でもここは哲史の叔お母ばである女将おかみさんのオススメらしかった。

　その頃になると、今まで別行動を取っていた峯岸も遅れて合流してきた。いったん実家に帰っていたということだが、随分と早い到着に俺は少し驚く。

「お前、実家のほうはもういいのか？　ほとんどトンボ返りみたいになってんじゃん」

「……うっさいわね。どうせこの旅行が終わればまた帰るんだから関係ないわよ。まったく……お父さんってば本当に心配性なんだから……」

　腕を組んでブツクサと文句を言う峯みね岸ぎし。

　どうやら、一度顔を見せるために実家に戻ったのは彼女の父親が多分に関係しているようだ。……そりゃ高校生の可愛かわいい一人娘が寮に入れば、親としては心配にもなるだろう。その娘がオタクたちから「プロフェッサー」と崇あがめられ、青春をＢＬに燃やしている事実を、お父さんが知らないことを切に願う。

「あびゃああああああああっ!?　知らない顔の愛人さんがまた一人追加されてる!?　どういうことですか、お兄さま！　加か奈なはこんなの聞いてません！」

「俺はお前が来ることを聞いてなかった」

　腰元に抱きついてくる黒髪ロングカツラの妹を、俺は鬱うつ陶とうしく思いながら睨にらみつける。

　そんな加奈の姿を見て、初対面の峯岸はちょっと怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「その子……あんたの妹なの？　それとも妹って設定なの？」

「設定ってなんだよ!?　俺はお前の目にどんなふうに映ってんのッ？」

「冗談よ。えっと────加奈ちゃん、でいいのかな？　あたしはあなたのお兄さんのお友達で、峯岸紗さ季きって言います。よろしくね」

「ぐっ……な、なんという大人の対応……。い、いいでしょう。加奈もお兄さまの従順なる妹として、ここは取り乱したことを謝罪します」

　峯岸のそつない挨あい拶さつに感化されて、清せい楚そ系妹を目指している加奈も渋々ながら大人しくなる。さすがは委員長、こういうのはお手のものだな。

　まあ相手は小学生だ。高校生として当たり前の対応とも言えるだろう。

　その当たり前を、どっかの誰かさんも見習ってほしいんだが────。

「……んで。さっきから、お前は何をしている？」

　抱きついてくる加奈の隣で、背中に顔面を押しつけてくる音おと葉はへ白けた声をあびせる。

「……広ひろ瀬せくんが近くにいて緊張してます。助けて、ししょー」

「うそつけ。哲てつ史しなら番台に料金の支払いをしに行っちまったじゃねえか。それに、セリフが完全に棒読みだ」

　みんな分の銭湯代を回収して番台と話している哲史の背中を眺めながら、俺はうんざりと肩を落とした。

　……本当に、一体どうしたというのだろうか。加奈が現れてからというもの、音葉の様子が少しおかしい。いや、おかしいのはいつものことなんだが。

「お、音葉さん！　お兄さまから離れてください！　お兄さまの背中は加奈だけのものです！」

「そんなことない。ししょーのお腹なかと背中は、わたし専用のモザイクフィルター。ししょーもそれを認めてくれてる」

「どういうことですかソレ!?　お、お兄さま！」

「ああもう、話がややこしくなるから余計なことを言うなッ。それに、お前のフィルターになるなんて認めたことは一度もないぞ」

「そ、そんな……。ご、ご無体な、ししょー」

　音おと葉はは青い顔をしてガクリと膝ひざを折る。自分が哲てつ史し用のフィルターであることを否ひ定ていしただけで、なんで俺はこんなにもショックを受けられているんだろうか？

「う、うううううぅぅぅぅ……！」

「……耐えるのよ、良りようちゃん。相手は音葉と小学生なんだから。それに、あたしたちにはまだ切り札もあるわ。そのために事前に広ひろ瀬せに話を通したんでしょう？」

「そうよそうよ！　晴はる斗とだけいっつもモテモテでズルいんだからっ」

　こちらが騒ぐ脇で、黒くろ兎とと峯みね岸ぎしがヒソヒソと話し込んでいた。……微妙なオカマキャラになって女子の会話に混ざろうとしている戦いくさ間まはとりあえずスルーしておこう。

　二人の不ふ審しんな会話内容に何事かと眉まゆをひそめていると、番台と話していた哲史がこちらに戻ってくる。

「はい、これ全員分のロッカーの鍵かぎ。更衣室は男が右で、女が左だから、くれぐれも間違えないようにー」

　特に戦間へ釘くぎを刺すように言いながら、哲史はメンバーに鍵を配る。

　女子陣が左の更衣室に向かい、俺と哲史で暴れる戦間を右に引きずるなか、一人だけ立ち止まっていた加か奈なが意を決したように口を開く。

「て、哲史さん！　加奈はまだ小学生だから……そっちに行ってもいいですか？」

「はァ!?」

　加奈の突飛な言動に、俺は思わず目を剥むく。

「アホか！　ダメに決まってんだろ！」

「いいじゃないですかっ。わ、わたしたち兄妹きようだいなんだし……やましいことなんて何もありません！」

「兄妹以外のやましい人間がここにいるんだよッ」

　俺たちに腕を掴つかまれながらヨダレを垂らしている戦間を見て、俺の兄心が「妹を守れ」と胸で騒いでいた。べつにこの変態がいなくても、小学生にもなった妹と一緒に風呂に入ろうとは思わないけど。

　哲史も顎あごに手を当てて頷うなずく。

「そうだね。ちゃんと女子更衣室に行っておいで」

「ふえっ。て、哲史さぁん！」

「大丈夫だよ、加奈ちゃん。君のお兄ちゃんと一緒にいたいって気持ちは、ちゃんと汲くんであげるつもりだ。峯岸さんにも話はしてあるし……君の分もちゃんと用意してくれているはずだよ」

「……あ？」

　不意の一言に、俺は訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「ちょっと待て。なんの話だ────」

「ささっ。こうしている時間ももったいないし、自慢の天然温泉とやらに浸つかろうじゃないか。ほら、加か奈なちゃんも僕を信じて。ね？」

　わざとらしく話を逸そらした哲てつ史しは、お得意の爽さわやかスマイルで加奈に笑いかける。

　大体の女性が一発で落ちるであろうその笑顔に、騒いでいた加奈も渋々ながらうなずく。そのまま踵きびすを返して、音おと葉はたちの後を追っていった。

　加奈の背中を見送る俺は、隣の哲史に「おい」とドスの利いた声を浴びせる。

「またなにか企たくらんでるだろ？」

「さあ。僕は知らないね～」

「おいコラ！」

　ひらひらと手を振って、男子更衣室のほうへ歩いていってしまう哲史。

　どうやら口を割るつもりは微み塵じんもないらしい。気がかりなことこの上ないが……ここで呆ぼう然ぜんと突っ立っていても仕方がないだろう。

　俺は一つ嘆たん息そくすると、戦いくさ間まを引きずって男子更衣室に入った。





　○　●　○　●






「……生き返るな」

「まあ。月並みな表現だけどね」

「ああ。おれの股こ間かんにもよく響くぜ」

「せっかく取れた疲れがドッと押し寄せてきそうだから、君は口を閉じていてくれ鬼き竜りゆう」

　三人そろって温泉に浸かる俺たちは、まったりと息を吐く。

　ここの温泉は露天風呂形式で、頭上に広がる青空がまた心地よい。加えて偶然にも俺たち以外の客の姿はなく、ほぼ貸切状態だった。

　ここ最近は音葉に付き合わされて振り回されっぱなしの毎日だったからな。この温泉でゆっくりと疲れを取っておこう。

　などと考えていると、左手にいた戦間がザパッと飛沫しぶきをあげて湯船から立った。

　彼はキョロキョロと周囲を見回す。

「それで。……女湯はどっちだ？」

「頼むから俺の安らぎのときを奪わないでくれ！」

　しまった！　まだ疲れる要因であるこいつがいたんだった！

「露天風呂の神髄とはすなわち覗のぞきナリ。もはやこれは真理だろう？」

「勝手な真理を打ち立てるなッ」

「無駄な努力はやめとけよー、鬼き竜りゆう。ここには晴はる斗とがいるんだぜ？　仮に男風呂と女風呂を隔てる仕切りが破壊されても、僕たちには何かしらの奇跡的な力が働いて、女の子たちの裸を見ることができない。どうせ晴斗だけ不可抗力で覗ける……って展開になるさ」

「お前はお前でなにを当たり前のように言ってるんだ哲てつ史し!?」

「だって。中学校のときの修学旅行が、まさにそうだったじゃないか」

　哲史に指摘されて、俺は「はて」と過去の記憶を探ってみる。

　……そう言えば。中学校の修学旅行で、何な故ぜか露天風呂の仕切りが倒れて、女子風呂との境界が破壊されたエピソードがあったな。そのとき風呂に浸つかっていた男子勢は全員仕切りに押しつぶされたが、たまたま遅れて風呂に入った俺だけが意図せず女子風呂を覗いてしまう展開になったのだった。

「なんだとッ!?　うらやまけしからんぞ、晴斗ぉ！　そのときに見た女子の裸の映像を、口頭でなまめかしく詳細に教えろ!!」

「べ、べべべべべべつに羨うらやましいことなんて何一つねえよ！　女子には悲鳴あげられるし、そもそも湯気でほとんど見えなかったし。つか、こぞって見ようとも思わねえ！」

「やれやれ。晴斗は相変わらずウブだね。そういう展開に巻き込まれることが日常のチートなんだから、いい加減に慣れないもんかな」

　そんなもの、慣れて堪たまるか。それに、俺は自分から女子の着替えや風呂を覗こうとしたことなどない。……そういう展開に頻繁に巻き込まれるのは確かだが。

　しかし、今日はそんな展開が起こることもないだろう。

　なにせ俺のチート性能が通じない音おと葉はがいるのだ。仕切りが倒れることも、穴が開くことも、透過することも絶対にありえない。ご都合主義の奇跡は起こりえないんだよ。

（……べ、べつにそんな奇跡、望んでねえしなッ）

　音葉のことを考えたせいで、一瞬だけ彼女のタオル一枚姿を想像してしまう。俺は慌てて湯船に顔を突っ込み、気の迷いとしか思えない妄想を振り払った。

　哲史は俺のほうを横目で見やりながら、ニヤリと不敵な笑みを浮かべる。

「晴斗く～ん？　君は今、なにを思い浮かべたのかな？」

「ぼブるぼぶぶはぁ!?」

　湯船に顔を突っ込んでいたので、危うく溺おぼれそうになった。

「な、な、な、なにも想像なんかしてねえええええええええ!!」

「取り乱しすぎだろ。中学生か、君は」

　哲史は浅く息を吐いて、

「ほら、鬼竜も戻って来いよ。風邪ひくぞ」

「イヤだ！　おれは女湯という新天地を見つけるまで帰らないぞ！」

「無駄に強固な意志だね。……そうじゃなくて、探しても無駄だって言ってるのさ。ここの露天風呂に、女湯なんて存在しないからね」

「「え？」」

　俺と戦いくさ間まが同時に振り返った瞬間。

　カラカラと。更衣室に繋つながる扉がスライドして、中から数人の人影が現れた。

「────さ、紗さ季きさん。やっぱりこんなのダメですよぉ」

「────まーた、良りようちゃんはそんなこと言って。いい？　遊園地のヒーローショーのときもそうだったけど、こういうのは度胸なのよ。奥手に相手のアプローチを待ってるだけじゃ、チャンスも何も逃げていくわ」

「────おおー。ミネミネ、カッコいい」

「────う、うぐぐ……音おと葉はさん……加か奈なと同じくらい小さいのに、なんでこんなに大きいの……!?　か、加奈だって高校生になれば！」

　ゾロゾロとやってきたのは、先ほど更衣室前で別れた見知った顔たち。

　……バスタオルをカッパのように肩からすっぽりとかぶった、女子メンバーズだった。

「なげなはぁっっっ!?」

　突然のできごとに堪たまらず錯さく乱らんした俺は、ひっくり返って再び湯船に沈む。

　戦間は自分の股こ間かんを押さえながら「くぅ……疼うずきやがる！」と叫び、哲てつ史しは平然とした様子で彼女たちに手を振った。

「やー。みんな、遅かったね」

「哲史いいいいいいいいっ！　どういうことだコラァ！」

「どうもなにも。ここの温泉は混浴だからね」

　混浴？　混浴だって？

　哲史に掴つかみかかりながら、俺は目をグルグルとさせる。

「ふ、ふんっ。なによ、顔なんか真っ赤にしちゃって。イヤラシイ」

　憎まれ口を叩たたきながらも、峯みね岸ぎしの顔だってリンゴのように真っ赤だった。

　気弱な黒くろ兎とはあわあわと音葉の背中に隠れて赤面し、音葉は音葉で「どったの、黒ぴょん？」と呑のん気きに首を傾かしげている。加奈は……妹だしべつにどうでもいいや。

　とにかく、バスタオルで体のラインは隠れているとはいえ、マジで何を考えているんだろうか？

「お、お、お前らもなぁ。一応、俺たちは年頃の男女なんだぞ!?　混浴とかマズいだろフツーに。もっと貞操観念とか危機感を────」

「うひはぁ！　もう我慢ならんっっっ!!」

　そのとき、股間を押さえていた戦間が耐えかねたように咆ほう哮こうした。

　己の欲望を解き放った野獣は、指をワキワキとさせながら女子メンバーに駆け寄る。

「せっかくだからみんなで洗いっこしようぜ！　主に胸や股こ間かんを重点的に────」

「せっかくだけど、あんたはそこで寝てなさい」

「おぐぅッ!?」

　容よう赦しやのない峯みね岸ぎしの前まえ蹴げりが、戦いくさ間まの股間にクリーンヒットした。

　戦間は泡を吹いて床に倒れ伏す。

　……うわぁ、あれは痛い。問答無用の一撃必殺である。

　ともあれ、一番の危険は排はい除じよされた。俺は気を取り直して、極力女子メンバーから視線を外しながら叫びかける。

「もういいだろ！　お前らはさっさと更衣室に戻れ！　俺たちもすぐに出るから！」

「おいおい、晴はる斗と。せっかくいいお湯なのに、追い返すなんてかわいそうだろ。みんなも入っておいでよ。あ、タオルを巻いたままの入浴はマナー違反だからちゃんと外してね」

「哲てつ史しぃ!?!?」

　正気を疑うような哲史の言葉に、俺は大きく目を剥むく。

　女子四人は顔を見合わせると、恥ずかしそうに頬ほおを赤らめて頷うなずき合った。

　それから、自分たちの裸体を隠しているバスタオルに手を掛ける。

　……本気か!?

　一体全体どうなっているんだ。俺の運命に干渉するチート魔法は、音おと葉はの存在があるので無効化されているはず。それなのに、なんでこんなあり得ない展開になっている？

　俺が考えているうちに、音葉たちは勢いよくバスタオルを取り払った。

「うわあああああああっ!!　────あれ？」

　あらわになったのは、肌色一面のドリームワールド…………ではなく。

　それぞれに水着を着用した、女子メンバーの姿だった。

「ははは。バカだな、晴斗。本気で裸なわけないじゃないか。ちゃんと事前に峯岸さんに話をして、全員分の水着を用意してもらったのさ───って、晴斗？　晴斗おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

「…………ぶくぶくぶく…………」

　急に魂が抜けたようになって、俺は湯船に沈ちん没ぼつした。







「ふうぅぅぅぅ……加か奈な、すっごく負けた気がするよ……こんぷれっくすだよ……」

　お湯に顔の下半分を沈めて、加奈が拗すねたようにブクブクと泡を立てる。

　なんとか復活を果たした俺は、そんな彼女を呆あきれかえって眺める。

「まだ小学二年生のくせに、なに言ってんだよ。百年早いわ」

「百年たったら加か奈な、おばあちゃんだよぉ！」

「言葉のあやだ。……いや、そうでもないか」

「うわああああん！　お兄ちゃんのイジワル！」

　わんわんと泣きわめきながら、俺の右腕にすがりついてくる。

　今のこいつは、黒髪ロングのカツラを取り、普通の妹モードに戻っている。さすがに温泉の中まではかぶってこれなかったらしい。少し安心した。

　加奈の小さな肢体を包むのは、ワンピースタイプの可愛かわいらしいピンクの水着。当たり前だが、まだ小学校低学年なので色気の欠片かけらもない。それが本人は大変不服のようだった。

（比べる相手が悪すぎるだろ……）

　俺は嘆たん息そくしつつ、視線を後ろに向ける。

　そこには、俺の体にくっつくかくっつかないかの距離で、背中合わせに座ってる二人の少女がいた。

「あの……距離、近すぎませんかね？」

　思ったことを口に出すと、その二人────黒くろ兎とと峯みね岸ぎしが同時にビクンと跳びはねる。

「バ、バカっ。こっち向かないでよ！」

「えぶッ。む、無む茶ちや苦く茶ちやな……！」

　峯岸は羞しゆう恥ちに耐えかねたように、振り向こうとした俺の顔を押さえた。

　着ている水着はビキニタイプで、かなり露出が多めだった。元々背が高く、スタイルもよいので、ビックリするくらい似合っている。

　なによりもその破壊力抜群の胸元は、視覚情報だけで軽く戦いくさ間ま千人くらいを殺せるんじゃないだろうか。奴やつが股こ間かんのダメージで気絶していて本当によかったと思う。

「恥ずかしいなら混浴温泉なんかに入ってくんなよ。つーか、もっと距離を取れよ」

「う、うっさいのよ！　恥ずかしくなんかないし！　あんたなんか、道端に転がっている石ころについたシミと同じようなもんだし！」

「そこは普通に石ころでいいだろ!?　なんでわざわざシミに降こう格かくした？」

「うっさいうっさい！　あんまりうっさいと、今度の同人誌で温泉を舞台に広ひろ瀬せとカップリングするわよっ」

「究極の脅おどしキタ────────っ！」

　土下座でもなんでもするので、それだけは勘弁してください。

　今回の混浴騒動。哲てつ史しからの提案を了承し、わざわざ全員分の水着まで用意したらしい峯岸だったが、いざ本番になってみると俺以上に恥ずかしがっているようだった。

　恥ずかしいなら混浴温泉なんて入らなければいいし、哲史から提案された時点で誘いに乗った意味がわからない。謎なぞだ。

「いいからあっち向いて！　バカ、バカ！　えっち！」

「お、押すなって。────おぶッ」

　峯みね岸ぎしに突き飛ばされ、俺はバランスを崩し湯船に沈んだ。本日、何回目の沈ちん没ぼつになるだろうか。

「わわっ。大丈夫、お兄ちゃん？」

「え、あ……ご、ごめん……」

「ぶはっ。……お、お前な……」

　湯船から浮き上がった俺は、峯岸に文句の一つでも言ってやろうかと思った。

　だが、目の前にあったのは峯岸の顔ではなく、ふるんと柔やわらかそうな二つの白桃だった。

「…………ッッッ！」

　時間が、凍りつく。

　真っ赤な顔で口をパクパクしている黒くろ兎との涙ぐんだ双そう眸ぼうが、こちらを見下ろしている。どうやら突き飛ばされたときに、彼女の目の前にきてしまったようだ。

　……と、なると。花柄の可愛かわいらしいビキニに包まれた、この白桃の正体は────。

「は、はりゅ、はりゅとさん……」

「お、おう」

「は、は、は、はずかしいので……すこしはなれてくれると……さいわいです……」

　消え入りそうな涙声で、抵抗することすらなく懇こん願がんする。












　俺はすぐにハッとして、慌てて黒くろ兎とから離れた。

「わ、悪い！」

「…………」

　俺が離れたことで、黒兎はようやく動きを取り戻して胸元を庇かばう。

　峯みね岸ぎしほど立派ではないが、彼女のものも充分に大きくて魅力的だった。

「……い、いいです……わざとではないようですし……そ、それに、相手が晴はる斗とさんなら────」

「え？」

「っ！　な、なんでもないです！」

　黒兎は高速でブンブンと腕を振ると、後ろを向いてしまった。

　峯岸と加か奈なのジト目が、痛いほど背中に突き刺さってくる。

「……サイテー」

「お、お前が突き飛ばしたせいだッ。俺に非はない……たぶん」

「やっぱりお兄ちゃんは大きいほうがいいんだ……。いいもん！　加奈は加奈の力で、必ずお兄ちゃんを貧乳属性に目覚めさせてみせる！　両親の墓前に誓って!!」

「俺たちの両親は死んでないし、そんなくだらないことを墓前に誓うな」

　再び右腕に飛びついてくる加奈の頭をぺしっと叩たたく。

　予想はできていたが、せっかく温泉で癒いやされている疲れがまた溜たまってきた。

　さらに追い打ちを掛けるように、左腕にふにょんっと柔やわらかい物が当たった。

「っ。お、音おと葉は……？」

「…………」

　無言でうつむく音葉が、珍しく不機嫌そうに抱き着いてきていた。

　彼女が着ている水着もやはりビキニタイプ。背が低い割に胸が大きいことは知っていたが、俺の左腕を挟んでくる双丘は言葉では説明不可能なほどのボリュームを持っている。

　瞬間的に頭がクラクラした。

　もはや叫んだり焦ったりすることも忘れて、俺は呆ぼう然ぜん自失して音葉を見つめる。

　黒兎も峯岸も、予想外な音葉の行動に驚いて言葉を失っていた。

「か、加奈が決意を固めたそばから……！　でも、音葉さんなんかには負けないんだからっ。お兄ちゃん、こっちに戻ってきてーっ！」

　一人だけ賑にぎやかな加奈が、右腕に悲しいほど真っ平らな胸を擦り付けてきたが、彼女のやかましい声さえ俺の耳には入ってこなかった。

（バカッ。なにやってんだよ、お前……！）

　頭が冷静になってくると、最初に湧わき上がったのは怒りだった。

　俺だって健全な男子だ。可愛かわいい女の子にこんなにピッタリとくっつかれたら、恥ずかしいし、ちょっとだけ嬉うれしいと思ってしまう。

　おそらく、相手が音おと葉はじゃなかったら、そういういわゆる「普通のラブコメっぽい」反応を返していた。

　先ほどの黒くろ兎とや峯みね岸ぎしとのやり取りも同じで、今までずっとそうだったから。

　だけど今は……驚きとか羞しゆう恥ちとか嬉しさの前に、俺の中で大きなショックが先行してしまっていた。

「いやはや。晴はる斗とだけまたハーレム展開か。鬼き竜りゆうじゃないけど、嫉しつ妬としちゃうよ」

　俺たちから少し離れたところで湯に浸つかっていた哲てつ史しが、茶ちや化かすように言った。

　……お得意の、いつものからかいだ。本気で嫉妬しているわけではないだろうし、この状況を「面白い」と思って眺めているのだと思う。

　それでもあいつは、音葉の想おもい人だ。

　好きな相手なのである。その相手の前で他の男にひっつくなんてもってのほかだし、仮に気にされなかったとしても絶対にやるべきではない。

　またハーレム展開。自分で言うのもなんだが、哲史の指摘どおりかもしれない。

　その展開に、音葉は含まれないはずだった。絶対に都合よく含まれないようになっているはずだったのだ。……それが何な故ぜ？

　俺は音葉を見つめながら、無言で訴えかける。

　音葉は俺の視線に気づくと、ちょっと戸惑ったような表情をして、叱しかられるのを恐れる子供みたいに素早く目を伏せた。

　その行動に、俺の苛いら立だちがますます募つのっていく。

　気まずい空気が流れ、事情を知らない哲史や加か奈なも「？」と疑問符を浮かべ始める。

　そのとき、峯岸がポンと手を打った。

「そ、そうだ、広ひろ瀬せっ。この次の予定はどうするの？」

「うん？　ああ、そうだね」

　峯岸の咄とつ嗟さの話題転換のおかげで、俺たちのどことなくおかしい様子を気にし始めていた哲史が振り返る。

「無難に温泉街めぐりかな。まだ面白そうなところもたくさんあるしさ」

　哲史はポリポリと頭を掻かいて、

「本当はもう一つ行きたいところがあったんだけど。道のりが大変そうだし、まだ小さい加奈ちゃんとかもいるから、やめとこう。危険がないとも限らない」

「き、危険ですか？」

　不安そうに訊たずね返す黒兎に、哲史はうなずく。

「ほら。ここからでも見えるだろ？　あそこにそびえる大きな山。あの山の頂上に、『なんでも願いを叶かなえてくれる不思議な神社』みたいな物があるらしいんだ。道は舗装されてなくて安定しないから、近隣住民も滅めつ多たに立ち入らないそうな」

　言って、哲てつ史しは露天風呂の景色から見える遠くの山を指さす。

　緑が多いこの近辺でもひときわ大きな山だった。

　俺は遥はるか先に臨めるそれを見上げながら、胡う散さん臭くさそうに目を細める。

「また……お前が好みそうな話題だな」

「面白そうだろ？　魔法が一般化したこのご時世、都市伝説とかの怪しい噂うわさやスポットも極端に減ってきたからね。僕としては興味の湧わくところだ」

「どうせデマに決まってる。その『なんでも願いを叶かなえてくれる神社』が本当に存在するなら、今ごろ観光客で大変なことになってるっつーの。舗装されてない未開の地ってのが、余計に胡散臭いし」

「やれやれ、晴はる斗とは夢がないなぁ。まっ、安心してくれよ。さっきも言ったように、行くつもりはないさ。君や鬼き竜りゆうだけならまだしも、女の子を巻き込むのは気が引ける」

　哲史はそう言うと、湯船から立ち上がった。

「じゃあ、僕はそろそろ出るよ。あとはごゆっくり～」

「あ、おい。て、哲史────」

　呼び止める声も聞かず、哲史は鬼竜を引きずって男子更衣室へ戻って行ってしまった。

「あ────」

　同時に、音おと葉はがハッとしたように声をあげる。

　しかし、そのときにはすでに哲史の姿はない。

　せっかくの混浴温泉……哲史との距離を縮められるチャンスを、音葉は棒に振ってしまった。よりにもよって、くだらない俺のドタバタなんかに混ざるために。

「……わたしも、出る」

　暗く沈んだ声をあげた音葉は、哲史に続いて立ち上がる。

　俺は軽くお説教をしてやろうかと口を開きかけたが、音葉の表情を見て黙りこむしかなかった。……あんな顔をされて、さすがに追い打ちをかける気にはなれない。

　音葉が更衣室に戻ると、残された俺たちの間に微妙な空気が流れた。

　黒くろ兎とと峯みね岸ぎしも顔を見合わせて、複雑そうな顔をしている。唯一、元気な加か奈なは「え？　あれ？　みんな、どうしたの？」とキョロキョロしていた。

「お兄ちゃん？　ねえってば」

「加奈ちゃん。お風呂から出たら、お姉さんがアイス買ってあげるわ」

「アイス!?　ほ、本当、峯岸さん？」

「ええ。その代わり……あ、あたしのことはこれから『紗さ季きお義ね姉えちゃん』って呼んでね？」

「あれれぇ!?　お、おかしいよ、加奈の中で今『姉』の字が『義あ姉ね』に変換された気がするよっ。あれだよね、仲良くなりたいから呼び方を変えてって意味だよね!?　べつに他意はないよね!?」












　それよりも、お兄ちゃんは小学二年生のお前が『姉』と『義あ姉ね』の使い分けができているのが怖いんだけど。

　峯みね岸ぎしのトラップ（？）に警戒心をあらわにした加か奈なだが、結局はアイスの誘惑に負けて、「紗さ季きお姉ちゃん、加奈、ストロベリーとチョコチップの二段重ねがいい！」と背中に抱きついていた。うちの妹はプロフェッサーにすっかり餌え付づけされてしまったようだ。

　二人がじゃれ合いながら更衣室に戻るのを見送ると、最後に残った黒くろ兎とが気づかわしげに俺のほうを見やる。

「は、晴はる斗とさん。大丈夫ですか？」

「……ごめん、黒兎。せっかくの旅行なのに、なんかヘンな空気にしちまって。お前や峯岸にまで気を遣わせて……なにやってんだろうな、俺」

「平気ですよ。紗季さんも気にしてないと思います」

　黒兎は浅く息を吐いて、

「これは私の勝手な憶測なんですけど……。きっと音おと葉はさんは、焦っちゃったんだと思います」

「？　焦った？」

「はい。加か奈なちゃんに、晴はる斗とさんが取られそうになってしまって」

　飛び出た発言に、俺はたまらず顔をしかめた。

「取られそうってなんだよ。加奈は妹だし、小学生だぞ。それに、あいつの想おもい人は哲てつ史しだってのに」

「そうですね。その想いは音おと葉はさんの中でも揺らいでないと思います。だけど────」

　黒くろ兎とはちょっと悩むように、お湯の表面に映る自分の顔を見つめた。

「今までずっと、傍そばにあったもの。安心して身を預けられていたものが……急に誰かに奪われそうになる。それはすごく恐こわいことです。加奈ちゃんは晴斗さんに対する好意や行動が特に顕著ですから、音葉さんも反射的にああいう感じになったのではないかと」

「……わからねえよ。音葉は俺のチート魔法がきかないはずなのに」

　ご都合主義が作用したところで、興味や関心を持たれない。

　どんなにおあつらえ向きの展開になっても、俺のことなんか軽くスルーする。

　それが、神かん崎ざき音葉だったはずだ。この俺が倒せない、世界でただ一人の相手。

　妹の加奈が積極的にじゃれてきたからって、その根本的な原理が崩れるとはとても思えない。

　考え込む俺に、黒兎は少し寂さびしげな表情をして首を振った。

「ちがいます、晴斗さん。音葉さんには今でも変わらず、あなたの魔法はきいてないです。すごく……認めてしまうのはすごく悔くやしいですけど……彼女の中にある感情はとても複雑で、私や紗さ季きさんとはまったくべつの────」

「黒兎？」

「……私たちも戻りましょうか。みなさんを待たせてしまうのも申し訳ないですし」

　話を打ち切るように、黒兎は立ち上がった。

　一人で残る気にもなれず、俺も仕方なく後に従う。

　更衣室に戻って着替える間も、黒兎が最後に言いかけた言葉が頭の中でずっとグルグルしていた。考えても考えても、絶対に抜け出せない迷路のように。

　やっぱり、音葉が関かかわると俺の調子は乱されっぱなしだった。







　露天風呂の騒動のあとで、みんなのところに戻るのはちょっと気が引けた。

　特に、一番の大きな問題は音葉だ。

　どんな顔であいつに会えばいいだろう？

　どんな話しかけ方をすれば、さっきの気まずさを解消できる？

　というか、俺は今まで、どんなふうにあいつと接していた？

　思考は混迷を極め、更衣室で十分ほど悩んで悩んで悩んで……ようやく覚悟を決めて戻ったのだが。

　それらの必死な悩みは、すべて杞き憂ゆうとして覆くつがえされる結果になった。




「────ふにゃらああああっ。おおう、ようやくもどってきました、ししょっ」




　尋常じゃないくらい顔を真っ赤にした音おと葉はが、銭湯の隣にある和菓子屋の前でブンブンと手を振ってきた。

　和菓子屋の風情のある休憩椅い子すの上では、他メンバーがそれぞれグロッキー状態で倒れ伏していた。戦いくさ間まなどは白目を剥むいて、「我々の業界ではご褒ほう美びです……うへへ」と気持ちの悪いうわ言を呟つぶやいている始末だ。

「……人違いデス」

「待て、晴はる斗と。僕らは君をずっと待っていたんだ。さすがはヒーロー、いいところに遅れてやってくる」

　振り返って逃げようとした俺に、椅子から立ち上がった哲てつ史しが高速で掴つかみかかってきた。

　自分だけエスケープ……とはいかないらしい。

「事情を説明しろ。その内容によっては本気で逃げる」

「そう言うなよ。もう君以外の希望が残されてないんだから」

　哲史は光のない目で、引きつった笑いを浮かべる。

「いや～……経緯を最初から説明しますと。温泉からでたあと、みんなを待ってたら神かん崎ざきさんが戻ってきてさ。君や女子メンバーがいないせいで緊張してたから、なにか飲み物でも奢おごってあげようと思ったんだ」

「……それで？」

「試しに甘酒なんかを与えたら、一口で酷ひどい絡み酒が発動した」

「ベタベタかッ」

　なんというお約束！

　しかし、普通のお約束といかないのが、音葉という存在だ。

　女の子がお酒を飲んで酔っ払ったら、可愛かわいくなっていつもより大胆な行動を取っちゃう……みたいなのが王道的展開だろう（俺の経験則参照）。

　だが、よりにもよってこいつは────。

「ういっく。かなたん、かわうぃうぃねっ。うりうりっ」

「みぎゃあああああああっ!!　この人、面倒くさいよ！　お酒くさいよぉ！　助けて、お兄ちゃん!!」

　近くにいた加か奈なにガッチリと組みつく音葉の姿は、新人女性社員に絡む中間管理職のオッサンサラリーマンを彷ほう彿ふつとさせた。

　どこから持ってきたのか、頭にネクタイまで巻いている。……と思ったら、隣でオロオロとしているノータイでサラリーマン風のおじさんがいらっしゃった。迷惑だからすぐに返してあげなさい。

「黒くろ兎とさんや峯みね岸ぎしさんと協力して、なんとか止めようと努力したんだけどね。全員、見事に返り討ちさ。……ちなみに鬼き竜りゆうは自業自得だから。酔った神かん崎ざきさんに『エッチな展開キタコレ！』って突っ込んでいって、今の社会構造がどうのこうの～みたいな説教を延々と受けるハメになってたよ」

　哲てつ史しが顎あごをしゃくった先に、真っ白に燃え尽きたような黒兎と峯岸の姿があった。加か奈なも含めた総勢六人がかりでこれとは……末すえ恐おそろしい。

「無理だ！　俺にだってどうにもならん！」

「────うおーい、ししょー！　チミもこっちにきて、一緒にのみたまえ。ふたりで人生についてかたろうではないか、かたろうではないかっ」

　うわ、こっちにきた！

　すでに半死正体の加奈を放ほうり捨てた音おと葉はは、冗談みたいな千鳥足でこちらに接近してくる。とばっちりを恐れてか、後ろにいた哲史がそろそろと立ち去っていく気配を感じた。

　ほぼ倒れ込む形で目の前にやってきた音葉は、さっそく俺の肩に腕を回した。

「いっやっ。世の中というのは、うまくいかないもんだね、ししょー」

「……はぁ」

「それもこれも、ぜんぶ不景気がわるいっ。いくら働けど、われわれの努力はむくわれず、低賃金でこき使われるのれす。ういっく」

「……はぁ」

「がんばってるのに認められない、ベストをつくしてるのに実らない。このサンジョーをどうお考えれす、ししょー？　まったく国家はなにをやっとるのかね」

　引っつかれたせいでさっきから背中にマシュマロのような感触がぽよんぽよんっと当たるのだが、驚くくらいに嬉うれしいとは思えない。

　すべて耳を左から右に通り抜ける、中身のあるようでない会話のせいだ。

「えーと……音葉サン？　ちょっと飲み過ぎなのでは……」

「そうれす！　われわれは、社会のあらなみに呑のまれてはいけないのれす！　さすがはししょー、よくわかっていらっしゃる！」

「お前は社会以前に酒に飲まれてるけどな!?」

「さあ、いまこそ立ち上がれ、ぜんこくの若人よ！　このくさった社会に革新を！　グレイトでエキセントリックな革新をーっ」

　拳こぶしを振り上げた音葉は、少し遠い目をして空をあおいだ。

「そうすれば……わたしもししょーに頼らず……広ひろ瀬せくんとも……なんでも一人でうまくやれるように……このよくわからない気持ちもスッキリ……わたしのねがい……かな……って……」

「……音おと葉は？」

　ほとんど囁ささやくようになった音葉の声に、俺は振り返る。

　すると、彼女の首はすでに落ちていた。俺の背中にもたれかかる形でスースーと小さな寝息を立て始める。

「……眠ったみたいだね」

「……ああ」

「神かん崎ざきさんもこんな状態だし、今日はもう旅館に戻ろうか。部屋でトランプとかやったりするのも、それはそれで楽しいだろうからね」

「なあ、哲てつ史し。お前……こんな音葉に、うんざりしてるか？」

　本当はこんなこと確認すべきじゃない。

　でも、音葉のうわ言のような言葉を聞いて、哲史に訊たずねないではいられなかった。

「うんざり？　してないよ。むしろ、一緒にいて飽きないさ」

「……それだけか？」

　俺は目を細めて、さらに踏み込む。

　こちらの様子のおかしさに気づいたのか、哲史が振り返った。その表情は何かを察したようで、同時に何も察することができていないようにも見える。

「どういう意味の『それだけ』かはわからないけど。神崎さんは僕にとって、大切な友達だよ。うんざりなんかするわけがない」

「…………そっか」

　これ以上は意味のない質問になると思った。

　……遠い。今のままでは遠すぎる。

　音葉の想おもいが届く可能性────俺が目指している、理想的なゴールは。

　チート魔法がない俺では、その道のりを辿たどるだけでここまで困難なのかと、改めて思い知らされた。

　学校で一番になるより、強敵たちと戦って勝つより、誰からも認められて絶賛されるより。ただ一人の少女の恋こい路じを応援して、ただ一人の少年と結ばせてやる単純なことのほうが、よっぽど難しい。

　誰が誰を好きで、想い慕うなんて、言葉にすると簡単なはずなのに。

　その想いのベクトルは、どうしてか俺の思い通り真まっ直すぐにはいってくれないのだ。

「とにかく行こうぜ、晴はる斗と。神崎さんは君に任せても大丈夫かい？」

「……ん。おう。お前はあそこでへたばってる他の奴やつらを頼む」

　うかない声で返事をした俺に、哲てつ史しは「りょーかい」と苦笑いで返して、和菓子屋の休憩椅い子すへと歩いていった。

　音おと葉はをちゃんと背中に担ぎなおした俺は、晴れ渡った空を仰ぐ。

　ただただ深いため息だけが、虚むなしく空気に溶けて消えた。






幕間　大人たちの戦場






　晴はる斗とたちが和菓子屋の前で騒ぎを起こしていた、ちょうど同じころ────。

　そこから五百メートルほど離れた喫茶店の一席で、それとはまたべつの者たちの戦いが繰り広げられていた。




「────なるほど。桜さくら川がわ晴斗と神かん崎ざき音葉は旅館に戻ったか。下手に騒ぎが大きくならなくてよかった。んで、お前は泥でい酔すいした神崎音葉に奪われたネクタイを返してもらったのか？　……え？　そのまま持っていかれた？　まあ……ドンマイ。カミさんに新しいやつ買ってもらえ。……おう。おう。わかった。そのまま遠巻きに監視を続けてくれ」

　湯気のたつコーヒーカップを片手に、異能局『魔的事象対策課』課長、赤あか木ぎ太た一いちは小型無線機の電源を切った。

　そのまま熱いコーヒーに口をつける。独特の渋みが口内に広がり、思わず顔をしかめる。逆立てた髪に無精ひげの風ふう貌ぼうが、余計に厳いかつい感じになった。

「……ってな感じだそうです。見張りに立てた部下たちにはそのまま監視を続行させましたが、我々はどうします？　────神かん崎ざき紅くれ葉は局長？」

　赤あか木ぎが語りかけた、席の向かい側。

　そこに、淡色の髪をしたスーツ姿の麗人が、巨大パフェをもしゃもしゃと咀そ嚼しやくしながら仏頂面でこちらを睨にらんでいた。

「……気に食わん」

「はい？」

「気に食わない、と言ったのだ」

　その麗人────神かん崎ざき音おと葉はの実母であり、異能局の現局長でもある神崎紅くれ葉はは、ゴクリと口に含んだ分のパフェを嚥えん下げする。

「おのれぇ……桜さくら川がわ晴はる斗とめぇ……。我が愛いとしの娘に、ジュースと偽って酒を飲ませるとは。さては酔わせた勢いに乗じて襲う気だなッ？　許さん、ママはそんなの絶対に許さんぞ！」

「落ち着いてください、局長。オレの話、ちゃんと聞いてました？」

　机をバンバンと叩たたいて激げき昂こうする紅葉を、赤木は疲れ切った表情で宥なだめる。

　……よりにもよって異能局の重役二人が、こんな寂さびれた喫茶店にふきだまっている理由。それはひとえに、桜川晴斗と神崎音葉がこの地に温泉旅行へきているからだった。

　今から二か月ほど前、異能局は神崎音葉の危険性を恐れて、捕縛するため動いた。それらすべての計画を、桜川晴斗という少年一人に覆くつがえされたのだ。

　その結果、桜川晴斗が神崎音葉の近くにいる限り強硬手段を取ることは不可能、むしろ刺激するほうが危ないかもしれない……という意見が局内で強くなった。












　局長である紅くれ葉はだけは最後まで反対していたが、当分の間は「遠目に監視」が無難だと決定したのである。元々、この件の責任者だった赤あか木ぎは、矢面に立って彼らの動向を観察することを義務付けられた。

　そこまではいい。仕事なのだから文句は言うまい。

　ただ一つだけ非常に頭が痛いのは、他の業務で忙しいであろうこの局長親バカが、自分の任務にいそいそとついてきたことである。

「バカモノ！　落ち着いてなどいられるかッ。自分の娘が男に連れられて、温泉旅館だぞ？　おまけに酒まで飲まされてるのだぞッ？　桜さくら川がわ晴はる斗と、やっぱりコロス！」

「酒っつっても甘酒ですけどね。それに、飲ませたのは桜川じゃないですよ」

　赤木はコーヒーカップを机に置きながら、やれやれと浅い息を吐く。

「どうしてそこまで桜川を敵視するんですか。むしろ、警戒するのは音おと葉はちゃんの想おもい人である広ひろ瀬せ哲てつ史しでしょうよ。彼に告白して失敗した結果、音葉ちゃんは世界を滅ぼすんですから。ちなみに、甘酒を勧めたのも彼です」

「広瀬？　ふん、あの魔ま導どうの名門の御曹司か。まあ奴やつのほうも充分に危険人物ではあるが……やはり、一番に警戒すべきは桜川晴斗だ。あいつだけは本当に気に食わん。娘を愛してやまない母親の勘が、そう告げている」

「……それって、単に局長が桜川を嫌いなだけでは？」

　神かん崎ざき音葉が告白に失敗して、世界を滅ぼす。

　異能局の予言装置《リース》が告げたその内容に、まず局側が要注意人物と定めたのは、神崎音葉の現在の想い人であるらしい広瀬哲史だった。

　だが、この紅葉だけは、もう一人の少年────桜川晴斗の存在をやけに気にかけている。

　確かに、神崎音葉に並ぶ危険性として赤木も彼を警戒していた。しかし、紅葉の場合は違うのだ。娘に近づく一人の男として、とことん毛嫌いしている。

「広瀬哲史や他の男共は、いざとなれば埋めるでも消滅させるでも好きにできる！　だが奴は……桜川に音葉を奪われたら……わたしは、わたしはァ……!!」

「お、落ち着いてください、局長！　ほら、甘い物でも食べて！」

　昂たかぶった感情を今にも爆発させてしまいそうな紅葉を、赤木は慌てふためきながら宥なだめる。……まるで巨大な爆弾を抱え込まされている気分だった。

（まあ、最初から世界の安全を名目に、神崎音葉を過剰保護しようとしていた人だし。娘のことになると我を忘れるのは仕方がないのかもしれないが……部下としちゃ堪たまったもんじゃないな）

　そのことに関して半ば諦あきらめている赤木は、紅葉に対してとやかく言うつもりもなかった。中間管理職という立場上、気苦労には慣れている。

　なにはともあれ、この親バカを穏おん便びんに、なおかつ自然な流れで、仕事場に帰してやるのが今一番にやるべきことだろう。

「広ひろ瀬せでも桜さくら川がわでも、どっちでもいいですから。音おと葉はちゃんの貞操は、ちゃんと俺たちが責任もって守りますって。局長は早く本部に帰って、自分の仕事をしてください。みんな困ってるんですから」

「イヤだ！　今回の旅行が無事に終わるまで、わたしは局に戻るつもりはないぞ！」

「誰か、この救えない親バカをどうにかしてくれ……」

　赤あか木ぎは目を伏せて、誰にともなく助けを求める。

　……局長の名誉のため言っておくが、普段はこんなダメな感じの大人じゃないのだ。仕事ができて部下からの信頼も厚いクールビューティー。ただし、娘のことが関かかわらなければの注釈がつく。

「とにかく、監視を続けるぞ。わたしは行く」

「行くって。どこにですか？」

「もちろん、間近で娘の様子を見張りにだ」

「……勘弁してください。オレたちの顔は割れてるんですから。監視してることがバレたら、また音葉ちゃんに怒られますよ？」

「うぐっ……」

　紅くれ葉はは痛いところを突かれたように顔をしかめる。

　どうやら原動力として働くのが娘ならば、抑止力として働くのもまた娘であるらしい。

「バ、バレなければいい話だッ。わたしにはその自信がある！」

　しかし結局は、ワガママを押し切る形で先に出て行ってしまった。

　赤木は首を振って立ち上がる。机の上を見ると、自分のコーヒー代と紅葉の巨大パフェ代が一緒になった伝票が置き去りになっていた。

　暗あん澹たんたる気持ちで、赤木はその伝票をクシャッと握にぎりしめた。
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　室内の扉を抜けると、刺すような太陽の日差しと、息苦しいほどの熱気が一斉に押し寄せてきた。

　赤木は手をひさしにしながら目を細める。

　……桜川などの若者たちは、この暑さの中を平然と暴れまわっているが、今年で二十八になる自分にはちょっとキツい。できればエアコンのよくきいた部屋で、部下の報告を待つだけにしたかった。

「────遅いぞ、赤あか木ぎ！　なにをモタモタやっているか！　わたしに続けっ」

　十数メートル離れたところで、紅くれ葉はがそわそわと足踏みしながら叫びかけてきた。

　この人は自分よりも年上なのに元気だな……と呆あきれ半分に近づいていく。

「局長。本当にご自分で追うんですか？」

「当たり前だ。わたしがこうしている間にも、音おと葉はが薄汚い男共の毒どく牙がにかかってないか心配で心配で…………ええい、早く行くぞ！」

「そんな可能性は微み塵じんも存在しないと思いますがね。……と言ったところで、無駄なのはわかっていますが」

　小走りに進む紅葉の背中を追いながら、赤木は無線で部下たちに桜さくら川がわたちの監視を中断するよう命令しておいた。

　万が一にも若い局員にこんなところを見られては、局長の威厳もなにもあったものじゃない。

「待ってください、局長。そんなに急がんでも彼らは逃げたりしませんよ。ただ、旅館に戻るだけです」

「旅館に戻る!?　おのれ……酔った音葉を布団に連れ込んで、あんなことやこんなことをするつもりなのか……！」

「どこまで思考を飛躍させれば気が済むんですか。あと、大きな声でそういう内容を騒ぐのは勘弁してください」

　道行く人々が、落ち着きのない子供のような麗人をもの珍しそうに見送っている。

　赤木としては、この中に異能局関連の人間が混ざってないことをただ願うばかりだった。

「────むっ。止まれ！」

　そのとき、先行していた紅葉が唐突に額を押さえつけてきた。

　赤木は突然のことに少し仰のけ反ぞって、足を止める。

「ちょ、局長……」

「静かにしろ。……捕ほ捉そくしたぞ」

　近くの電柱にコソコソと隠れながら、紅葉が前方に注意深く視線を注ぐ。

　確かに、そこには見覚えのある高校生の一団があった。

　疲れた顔で歩く桜川晴はる斗とと、寝息を立てながら彼におぶさっている神かん崎ざき音葉。それに、赤木にとっての直属の部下である黒くろ兎との姿なども見受けられる。

　彼らは賑にぎやかに会話を交わしながら、自分たちの泊まっている旅館に戻る最中らしかった。

「報告に間違いはないようですね。音葉ちゃんの力が暴走しているような兆候も見られないし、そこまで必死になって監視する必要も────」

「音葉がッ。わたしの可愛かわいい音葉が、あの忌々しいチート野郎におぶさっている！　あれか、背中に当たる胸の感触を楽しんでいるやつか！　よし、殺そう」

　人の話も聞かずに突貫しようとする紅くれ葉はを、赤あか木ぎは素早く羽交い絞めにした。

「離せッ。今日こそわたしは奴やつを亡き者にするのだ！」

「冗談は度の過ぎた親バカ具合だけにとどめてください！　あなたと桜さくら川がわがこんなところでドンパチ始めたら、また大惨事になるでしょ！」

　先日の一件の際、高速道路が完かん膚ぷなきまでに破壊されたことを思い出し、赤木は身震いした。

　桜川は魔法使いとして規格外の化物だが、この局長だって大概だ。こう見えて彼女は世界最高峰クラスの魔法の使い手なのである。

「この街がどうなろうと知ったことか！　わたしは娘のためならこの地域一帯くらい滅ぼしてみせるぞーっ！」

「地域の皆さまの前でなにとち狂ったこと叫んでるんですか!?　本当に落ち着いて！　今のオレたち、完全にただの不ふ審しん者しやですよ！　こんな場面を知り合いの誰かにでも目撃されたら────」

　言って、赤木の表情は凍りついた。

　なにげなく振り返った、視線の先。

　騒ぐ紅葉に注目を始めた野や次じ馬うまの中に、明るい栗くり色いろの髪の女性の姿があった。

　まるで保育士のような優しげな顔つきの彼女は、赤木の顔を見た瞬間、何かに気づいたようにハッと息を呑のむ。最悪なことに、相手もこちらの顔をバッチリ覚えていたようだ。

「あああ、ああああああああ、あああああああああああなたは……!?」

「……ああ、いや。そ、その節はどうも……」

　冷汗を流しながら頭を下げるのが、やっとだった。

　彼女は美み笠かさ木ぎ高の実技教官で、神かん崎ざき音おと葉はのクラス担任。名前は確か────淡あわ島しま沙さ友ゆ里り子こと言っただろうか。

　音葉を退学させようと美笠木高に出向いた際、彼女だけが最後まで猛反発を続けていたことから、赤木もその顔はよく覚えている。

　しかし、よりにもよって最悪のタイミングだ。

　どうして彼女がここに？　もしかして、自分の生徒をまだ異能局が監視しようとしていると知って、わざわざ止めに来たのだろうか？

「ど、どうしてあなたがここに？　せっかく夏休みを利用して、近場の温泉街に遊びにきていたのに……また何かよからぬことを企たくらんでいるんですかッ？」

　あ、違った。

　思いっきりプライベートだったようだ。

「そ、そんなことしてませんって。落ち着いてください」

　暴れる紅くれ葉はをガッチリとホールドしながらも、赤あか木ぎはさりげなく横にズレる。

　沙さ友ゆ里り子こはおそらく、桜さくら川がわたちがこの温泉街に来ていることを知らない。

　自分たちが彼らをストーキングしていると知れたら、また面倒くさくなりそうだ。なので、体を使って彼らの存在を沙友里子の視線から隠しておく必要があった。

「信じられませんっ。異能局のお偉いさんだか知らないですけど、私はあなたのことこれっぽっちも信用してませんから！　というか、その腕の中でジタバタしている女の人はなんなんですか!?」

「……え。あ、いや、これは」

「離せ離せ！　お前の思い通りにはさせんぞ、赤木！」

「局長!?　ここでピンポイントに誤解のみを招くようなセリフを叫ばないでください！」

「ま、まままままさか誘拐ですかっ!?　くっ……卑劣な。させませんよ！　この淡あわ島しま沙友里子、美み笠かさ木ぎ高の実技教官の名にかけて、悪事は絶対に見逃さないのですーっ」

　こちらを完全に悪役と認識している沙友里子は、半ば暴走気味に勘違いして、魔法式を展開させながらステテテテっと駆けてくる。

　この大衆の面前で魔法戦をしようとする人間の、どこが正義だろうか。赤木はうんざりとため息を吐つく。

　……目立つのはマズい。

　……ここで暴れるのはすごくマズい。

　いったい、いったいどうすれば穏おん便びんに事を済ませられる……!?




「────だああああああああああっ!!　もう面倒くせぇッッッ!!」




「にゃばッ!?」

「ぐふぅッ!?」

　瞬間、やけくそ気味に叫んだ赤木が、紅葉の首を絞め落とし、駆けてくる沙友里子の小さな額にチョップを叩たたきこんだ。

　ズデーン！　と、悩みのタネだった二人が一斉に倒れる。

「……はぁはぁ……中間管理職なめんな……」

　息を切らせながら汗を拭ぬぐうと、




「「「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」」」」」




　野や次じ馬うまたちが、唐突に拍手喝かつ采さいした。

「なになに、今の？」

「ドラマの撮影とかじゃね？　手並みがすげえ鮮やかだったし」

「昼下がりの温泉街……もつれる男女の三角関係……最後は男が柔道とプロレスの複合で力技解決か。ふむ、斬ざん新しんだな」

　そこで赤あか木ぎはようやくハッとした。

　……やっちまった。

　日頃のストレスが積み重なり、中間管理職の怒りがつい爆発してしまった。あとで二人には謝らなければなるまい。局長の紅くれ葉はが許してくれるかどうかは……うん、恐こわいので考えるのはやめておこう。

「ははは……みなさん、どうもどうも……」

　幸いにも、周囲の野や次じ馬うまたちは今のやり取りを見世物であると勝手に勘違いしてくれている。大きな騒ぎにならなかっただけでも儲もうけものとプラスに考えるべきか。

　赤木は野次馬たちに引きつった愛想笑いを浮かべながら、さっさと気絶した紅葉と沙さ友ゆ里り子こを両脇に担ぎ上げた。

　……なんでもいい。早く帰りたい。

　自分の部下に似て苦労人である彼の胸の中は、そんな思いでいっぱいだった。
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「……そんなこんなで、オレたちの事情は以上です。焦っていたとはいえ、手荒な真ま似ねをしてしまって本当に申し訳ありませんでした」

　場所は戻って、先ほど待機していた喫茶店。

　近場で落ち着けるような場所がここくらいしかなかったのだ。気絶した女性二人を担いで再度来店した赤木を、店員は胡う散さん臭くさそうな目で見ていたが、ありがたいことに追い返されることはなかった。

　赤木は今、一人の女性と向かい合うようにして席に座っている。

　美み笠かさ木ぎ高の実技教官、淡あわ島しま沙友里子は、ちょっと赤くなった額をさすりながら「むー」と不機嫌そうな声をあげた。

「事情は理解しました。生徒を監視というのは教師として引っかかるところですが……以前のような滅め茶ちや苦く茶ちやな手段ではないので、まあよしとしましょう」

「はい……」

「しかし。騒ぎを治めるためとはいえ、女性に対して脳天チョップとはいかがなものでしょう？」

「すみませんでしたッ」

　赤木はガツンッと額を机に叩たたきつけ、誠心誠意の謝罪をした。

「いや、もうその部分は言い訳しません。今度、必ずなにかお詫わびをさせていただきます。本当に、本当に申し訳ありませんでした……」

　普段はやる気がなく、若い女性の部下にセクハラ発言の多い赤あか木ぎだが、こう見えても少し硬派な部分がある。

　彼のポリシーとして手荒な真ま似ねは極力避けるし、相手が女性に限っては傷つけるようなことを一度もしたことがない。その妙に誠実で真面目まじめな性格だからこそ、部下たちも彼を信頼し尊そん敬けいしていた。

　赤木の大げさな謝罪に、仏頂面だった沙さ友ゆ里り子こも思わずクスリと笑う。

「いいですよ。元はと言えば、私が一方的に勘違いして襲おうとした結果ですし」

「し、しかし────」

「それよりも！　私は一つ、あなたがた異能局に確認しておくことがあるのですっ」

　表情を引き締め直した沙友里子は、赤木のすぐ隣に視線を移した。

　そこには、未いまだに気絶したままの紅くれ葉はが、穏やかな寝息を立てながらソファに寝かされていた。

「異能局局長で、音おと葉はさんのお母さまである、神かん崎ざき紅葉さん。彼女が娘さんの身を案じた上で、美み笠かさ木ぎ高を退学させるなんていう強硬手段に出てしまったことは理解しました。ですが、そんなことはやっぱり教師として看過できません」

「…………」

　断固として語る沙友里子の言葉を、赤木は黙って聞く。

「私は教育者として、音葉さんの保護者である紅葉さんと話し合っていく必要があると思いました。……ですが、それはあくまで個人同士のお話。私が一番に心配してるのは、今後の異能局全体の対応です」

　沙友里子はコップに入ったお冷をグッと飲み干し、

「今は様子見で済んでいるかもしれません。だけどこの先、音葉さんの力が暴走してしまうような兆候が現れたら？　あなたたちはまた『世界の安全のため』と称して、音葉さんをどこかへ閉じ込めようとするんですかッ？」

　熱のこもってきた沙友里子の言葉に、赤木は顔をしかめる。

　正直に言えば……答えは『イエス』だった。

　それは赤木や紅葉の意思も関係ない。この国の魔法使いを管理する異能局が下すであろう最善の判断だ。以前の赤木もそれに納得し、従って動いた。

　だが────。

「……させませんよ」

　ポツリとつぶやく赤木の一言に、畳みかけていた沙友里子が目を丸くした。

「え……？」

「情けない話ですけどね。オレ自身、神かん崎ざき音おと葉はという少女を止める具体的な方法は思い浮かびません。それこそ、檻おりに閉じ込めて封じるくらいしか」

「そ、それは……！」

「そんな情けないオレに。あの生意気なガキンチョは言ったんです」




　────そうだ、初めから失敗なんてありえねえ。異能局の奴やつらのやることも大きなお世話だ。

　────全部を全部、十秒でぶっ壊して、力ずくで解決する!!




「いや、もうね。これまでの人生で、あそこまで惨めな気分になったのは初めてでしたよ。しかも、あいつはその宣言通り、オレたち異能局の決定を覆くつがえしてみせた。……それはきっと、若さゆえの力ってやつなんでしょう。ですが、若さを言い訳にして、そういう気持ちを忘れようとしている自分がいるのもまた事実です」

　よりにもよって、社会の荒波を知り尽くしたはずの中間管理職自分が、苦労なんてまるで知らないであろう高校生に気づかされた。

　それを悔くやしくも思うし、同じくらい嬉うれしくも思う。

「オレには桜さくら川がわほどの力も自信もありません。異能局の判断を一人で覆せるとも。ですが……理不尽で巨大な歯車に挟まって抵抗する、一つの小石くらいではありたい。たとえ砕かれ、意味もなく消えるのだとしても。諦あきらめるのだけはイヤだと、桜川を見て無駄な対抗意識が湧わいちまったんです」

　赤あか木ぎは自分のコップのお冷をあおる。

「────つーのは。少しカッコつけすぎですかね？」

　らしくもなく熱く語ってしまった。それだけ、桜川晴はる斗とが自分の胸に灯ともしていった火は大きかったのだ。

　いい大人がなにをムキになっているんだか……と内心で自じ嘲ちようしつつ、赤木は苦笑いを浮かべて誤ご魔ま化かした。

「…………」

　っと。

　向かい側に座っているはずの沙さ友ゆ里り子こから反応が返ってこない。

　不思議に思って視線を送ってみると、

「……あり？」

　何な故ぜだか、そこには熱に浮かされたようにポーッとこちらを見つめる、沙友里子の姿があった。

「ど、どうしました？　どこか体調でも悪くなって……？」

「……精せい悍かんな見た目に……気を遣ってくれる優しさ……」

「は？」

「女性に対しては紳士で、しかも胸には少年のような熱い思いを秘めている……。これは、これこそがもしかして、私の追い求めていた理想の人────!?」

　直後、沙さ友ゆ里り子この目がカッと見開かれた。

「あ、赤あか木ぎさんっ！」

「うおおっ!?」

　いきなり身を乗り出してきた沙友里子に、赤木は仰のけ反ぞって驚く。

「し、失礼な質問とは重々承知していますがっ。今現在、お付き合いをしている女性などはいらっしゃいますでしょうか……!?」

「はい？　ちょっと、なんですかいきなり？」

「答えてください！　特定の女性とのお付き合いは!?」

「……あ、その。い、いませんけど……」

　気き迫はくに押されて答えると、沙友里子の目はますます興奮を帯びたようになった。

「────さき。連絡先をっ！　交換しましょう!!」

　颯さつ爽そうとスカートのポケットからスマホを取り出すと、グイグイと赤木の顔に押し付けてくる。

「いたたたっ。淡あわ島しまさん、ちょ、携帯がオレの顔に食い込んでます！」

「そんな他人行ぎよう儀ぎな！　私のことは『沙友里子』とお呼びください！」

「い、一体なんの話で……」

「どこに住んでいますか!?　お昼はいつもどうしてますか!?　もしご迷惑でなければ、私がお弁当を作って毎日お届けにあがります！　いえ、いっそのこと同どう棲せいという手も────！」

「重い!?　なんかよくわからないが、ものすごく重いぞこの人！」

　淡島沙友里子、二十四歳独身。

　生来の面倒見の良さから数々のダメ男に騙だまされ続けた彼女にとって、この出会いはまさしく神のおぼしめしだった。目の前に現れた運命の獲物を逃がす気なんて、毛頭ないのである。

　沙友里子の猛もう攻こうに、恐怖さえ覚える赤木。

　さらに、追い打ちをかけて、

「────ううっ。こ、ここはどこだ？　そうだ、私は音おと葉はと桜さくら川がわ晴はる斗との追跡をしていた最中で……」

　わざわざ面倒くさいときを狙ねらいすましたかのように、紅くれ葉はがパッチリと目を開けた。

「赤木！　二人はどうした!?　状況を報告しろーっ」

「ぐええッ。きょ、局長！　首を絞めるのはやめてください。いえ、さっきの仕返しと考えれば文句も言えないんですが……」

「赤あか木ぎさん！　あなたさっき、私にお詫わびがしたいと言っていたじゃないですかッ？　それなら、今こそその誠意を！　私にあなたの連絡先を！」

「なんか新手の脅おどしみたいになってますよ、淡あわ島しまさん!?　ふ、二人とも、本当に落ち着いて……！」

「赤木ぃっ！　状況報告っ!!」

「赤木さんっ！　連絡先っ!!」

　二人の女性に引っ張りだこにされて、赤木は死んだ目で振り回されるがままになる。

　必死になって自分を取り合う美人たち。こんな状況が現実に起こって、果たして本当に嬉うれしいのだろうか。

　……答えは全力でノーだ。

　またべつの意味でも、赤木は桜さくら川がわ晴はる斗とと想おもいの共有をできたような気がしてしまった。




　異能局『魔的事象対策課』課長、赤木太た一いち。

　彼の苦難もまた、まだまだ始まりを告げたばかりなのであった────。






第三章　あいつのために






　────目覚めると、そこはウサギの国であった。




　……というか、ウサギのウザい顔面そのものであった。

「うわああああああああああっ!?」

　なんだかデジャブを感じさせる展開に、俺は布団から跳ね起きる。

「ま、またかレッド!?　今度は一体なんだ!?」

『────お、おおお落ち着いてください、は、晴斗さん。ワ、ワタシは火属性魔力のレッドではありません。み、水属性魔力、ブ、ブルーでございます』

　俺の上から吹き飛ばされたウサギのぬいぐるみは、難なく畳たたみに着地して振り返る。

　よく見れば、心なしか布地が青っぽい。その挙動不ふ審しんな口調と恭しい態度で、俺はすぐに少し前の出で来き事ごとを思い出した。

「ブ、ブルー？　この間、俺に恋の相談をしにきた？」

『そ、その節はお世話になりました。……で、ですが、す、少し声のトーンを落としていただけると、あ、ありがたいです。ほ、他の方々が、お、起きてしまわれるので』

　ヒソヒソとブルーに言われて、俺は自分が寝ていたのが美み笠かさ木ぎ高の寮室でなかったことに改めて気づいた。

　壁にお札がビッシリと貼はられた不気味な部屋。哲てつ史しの叔お母ばさんが経営する、隣町の温泉旅館の一室だ。

　俺の両脇には、お行ぎよう儀ぎよく布団をかぶっている哲史と、グースカといびきを掻かきながら腹を出している戦いくさ間まの姿があった。

「ん……どうした、晴はる斗とー？　髪の長い女の霊でも出現したかい？」

　っと、俺の絶叫に反応してか、哲史が寝ぼけた声をだしてモゴモゴと動いた。

　俺は哲史とブルーを見比べてハッとする。

「な、なんでもない。ただ悪い夢を見ただけだ」

「そうなのー？　まったく、晴斗は相変わらず人騒がせだなぁ……」

　囁ささやくように言った哲史は、一つ寝返りを打って大人しくなった。

　俺は汗を拭ぬぐって、やれやれと息を吐つく。

　……危なかった。動いてしゃべるぬいぐるみなんて見られたら大騒ぎだ。

　以前、音おと葉はが異能局にさらわれそうになった際、動くレッドの姿を哲史たちには目撃されていた。しかし、あとで俺が魔法を使い彼らのその部分の記憶を消しておいたのだ。やはり、騒ぎのタネは一つでも減らしておきたかった。

　また急に起きられても困るので、俺はブルーの体を抱き上げて廊ろう下かに出る。

　スマホで確認すると、まだ早朝の四時。

　部屋が通路の突き当たりにある寂さびれた場所であることも相まって、さすがに通行人の姿はなかった。

　ここなら少しくらい大きな声でしゃべっても問題ないだろう。

『も、申し訳ありません。い、いろいろとお気遣いを』

「気にすんなよ。ただ、今度からコンタクトを図るときは、もっと事前に予告しておいてもらえると助かる。……つか、音葉はどうした？　一緒じゃないのか？」

　俺は人気のない廊下をキョロキョロしながらブルーに訊たずねた。

　レッドやブルーなどの魔力は、音葉の力があって、初めて俺たち一般人との会話が可能になる。このウザッピーの体を与え、憑ひよう依いさせたのも、間違いなくあいつしかいない。

　ブルーは恐縮したように身を震わせた。

『は、はい。こ、この体は、昨晩のうちに音葉さんから借り受けたものでして。こ、こんな朝早くに、つ、付き合っていただくのは、さ、さすがに気が引けたもので……』

　俺に対しては気が引けないのかよ。

　とか内心で不満を垂れつつも、口には出さなかった。前にも言ったが、このブルーはレッドと違って可愛かわいげがある。少しくらいの迷惑なら大目に見てやるつもりだ。

「わかった。音おと葉ははいないんだな。なら、お前は一人でこんなところまでなにしにきた？」

『そ、その。こ、この間のお礼を、あ、改めてさせていただこうと思いまして』

　ブルーはピョンと俺の腕から飛び降りると、床に額をつけて深々と頭を下げた。

『あ、あなたのおかげで、ワ、ワタシはあの方と再び想おもいを通わせることができました。ほ、本当にありがとうございましたっ！　こ、このご恩は一生涯忘れません』

　予想外の深い感謝に、俺は思わずたじろいでしまった。

　正直、そんな大層なことをしたつもりはない。単に魔力を呼び寄せただけで、あとは隅っこで傍ぼう観かんしていただけだ。

「れ、礼なら音葉に言ってやれよ。最終的にお前たちを結びつけたのは、あいつの言葉だ。俺なんかほとんどなにもしてない」

『も、もちろん、お、音葉さんにも多大な恩義を感じております。で、ですが、ワ、ワタシが再びあの方と巡り合えたのは、は、晴はる斗とさんがいなければ決して叶かなわないことでした』

　ブルーは顔を上げる。ぬいぐるみの造りのせいでコミカルな顔面だが、こちらを見つめる目は真剣そのものだった。

『あ、あの方────む、無属性魔力とは、ほ、本来が忍ぶ者。ワ、ワタシたち魔力同士でさえ、か、隠れられてしまえばもう見つける術すべはないのです』

「……珍しい属性であるとは思うけど、そこまでか？」

『は、はい。は、晴斗さんがあの方を見つけ、お、音葉さんがあの方の心を動かしてくれた。お、お二人でなければ、そ、それは決して成しえなかったこと。さ、桜さくら川がわ晴斗さん、あ、あなたはやはり、ワ、ワタシたちをまとめあげる《精霊王》と呼ぶに差し支えない存在なのです』

　ブルーはグッと胸に手を当てて、

『こ、この際なので、しょ、正直に申し上げますと……。ワ、ワタシやレッドなどは最初、あ、あなたにあまりいい印象を抱いてはいませんでした。ぜ、全属性を巧みに操る天才、ワ、ワタシたち魔力のことなど考えもせず、い、一方的に行使する魔法使いの筆頭だと』

　俺は渋い顔をしてうなずく。

　確かにそれは事実だ。音葉と出会わなければ、俺は魔力に意思があることなんて知らずに生きただろうし、こうして話を聞いてやる機会も絶対になかった。

『し、しかし、お、音葉さんがあなたを引き合わせてくれて、そ、その印象は変わりました。あ、あなたは、ま、魔力であるワタシを助けてくれた。レッドも、な、なんだかんだ言いつつも、あ、あなたのことを好いています』

　ブルーの目が、なにかを懇こん願がんするように俺へ訴えかけてくる。

『あ、あなたはとても優しく、た、頼りになる人です。あ、あなたにしかできないことが、こ、この世界にはたくさんある。そ、そんなあなただからこそ────こ、今度は音葉さんを助けてあげてください』

「……音おと葉はを？」

　ブルーはコクコクと首を縦に振った。

『こ、ここ最近の音葉さんは、げ、元気がないように思えます。い、いくら失敗しても、ぜ、絶対に諦あきらめない、さ、最後まで頑張る……その気概が揺らいでいるように見えるのです』

　俺は大きく目を見開いた。

「ブルー……それって……」

『す、すみません。あ、あくまでワタシ個人が感じたことでしかないのですが……。い、今の音葉さんは何かに迷っています。い、今の自分の在り方に自信がなくなってきて、こ、このままでいいのかと立ち止まってしまっています』

　ブルーの言葉の意味は、細かく理解はできなかった。

　ただ、最近の音葉が少しおかしいのは、なんとなくわかる。特に昨日の露天風呂での一件……あれは未いまだに俺の中で引っかかり続けていた。

「そう……かもな。あいつは、俺の気づかないところで何かに悩んじまってるのかもしれない」

『あ、あなたが負い目に感じることではありません、は、晴はる斗とさん。た、ただ、こんなときだからこそ力になってあげてほしいのです。う、うまくいかなくてイライラすることもあるでしょうが、お、音葉さんを、み、見捨てないであげてくださいっ』

　ブルーの気持ちは充分に伝わってきた。

　少し諦めかけていた昨日の気持ちが、また晴れてくる。やろう、頑張ろう、あいつのために。そう前向きに思えた。

「任せとけよ。俺を誰だと思ってる？」

『は、はいっ。音葉さんのサイキョーのししょー……ですよね？』

　俺とブルーは一緒に笑った。

　まさか魔力から元気づけられるとは思わなかった。これも音葉と出会わなければ絶対に経験しなかったことだろう。

　場の空気が和やかになった、そのとき。




　────バァンッ！




「晴斗おおおおおおおおおっ!!　なにやらお前と女の子が楽しげに談笑している声が聞こえたような気がするぞ!?　しかも、声のオクターブやデシベル数から検証した結果、おれの脳内女の子図鑑には登録されていないパターンであると判明した！　また新しいヒロイン追加かッ？　さっそくおれにも紹介を────！」

「だらっしゃあああああああああああっ!!」

「はいでるべるぐ!?」

　扉を押し開け部屋から出てくるなり気持ち悪いことを騒ぎ始めた変態を、俺の魔法式が素早く焼き払う。

　もはやお決まりの黒焦げとなった戦いくさ間まを見下ろしながら、俺はパンパンと手を払った。

「……とりあえず戻るか。誰かが騒ぎを聞きつけてくる前に」

『は、はい……』

　こちらを見るブルーの瞳ひとみが「ヤダ、やっぱりこの人コワイ」と怯おびえているようにも思えたが、たぶん気のせいだろう。





　○　●　○　●






　よく晴れ渡った、夏休みの温泉旅行二日目。

　俺たち男子勢は欠伸あくびをかみ殺しながら、旅館の一階にある食堂へと向かう。

　基本的にこの旅館は、朝は一階の食堂で洋風バイキング、夜は和風の食事が部屋に運ばれる形式になっていた。

「昨晩は男だけで寂さびしく食事をとったけど、今日は女子メンバー側の希望もあってね。あっちの部屋で一緒に夕食をとれるように、叔お母ばさんに交渉しておいたよ」……とは、今朝の哲てつ史しの談。

　戦間は女子部屋に立ち入れることで狂喜乱舞していたが、俺としては複雑なところであった。妹の加か奈なの存在のせいで、一緒にいるとものすごく疲れそうだ。

（それでも。音おと葉はと哲史が一緒にいられる機会が増えるんだ。俺も参加して、ちゃんとフォローしてやらないとな）

　早朝のブルーとのやり取りを思い出し、気合を入れなおす。

　食堂の扉をくぐると、ちょうど左手側の机に女子メンバーが集まっているのを見つけた。

「あ、お兄ちゃん。こっちだよ────ふあああああああああああっ……」

　手を振りながら、加奈が大きな欠伸をする。

　今日は黒髪ロングのカツラを被かぶっておらず、本来の茶髪も寝癖でボサボサだった。四六時中元気だけが取り柄のこいつが、ここまでオフモードなのも珍しい。

「おはようございます……」

「……ん。おはよ」

「…………」

　他のメンバーも、それぞれが眠たげな顔をしていた。

　黒くろ兎とは目を擦こすりながら眠気に耐えていて、峯みね岸ぎしは寝起きで非常に不機嫌そう、音おと葉はに至っては隣に置いてある大型観葉植物に寄りかかってグースカピーと漫画みたいな寝息を立てている始末だ。

「……どうした、お前ら」

　今朝方のブルーの訪問で、俺たち男子も安眠快眠とはいっていないが、こちらの惨状に比べれば断然にマシである。

「んーとねー。みんなで夜遅くまで起きて、いっぱいお話ししたのー」

　眠気のせいで歳とし本来のあどけなさが出てしまっている加か奈なが、大きな欠伸あくびをしつつそう説明した。

　俺は、どさくさに紛れて音葉の寝顔を写メろうとしていた戦いくさ間まの頭をズビシッと叩たたきつつ、哲てつ史しと顔を見合わせる。

「夜更かしかよ。加奈や音葉ならともかく……黒兎と峯岸はらしくねえな」

　規則正しく暮らしてそうな二人が、旅行とはいえ夜更かしなんてあまり想像できない。

「そうでもないよー？　むしろ、途中からは良りようお姉ちゃんと紗さ季きお姉ちゃんでデッドヒートだったもん。加奈、自分なんてまだまだだって思い知ったよー。認めるのは悔くやしいけど、二人のどっちかにならお兄ちゃんの半分くらいは譲ってあげてもいいかなーって」

「は？　いったい何の話だ？」

「うん。恋バ────なふっ」

「ほーら、加奈ちゃん！　このハンバーグおいしいわよ!?　たっくさん食べて、大きくなってね！」

「甘いデザートもありますよっ。とってもおいしいですよーっ」

　なにかを言いかけた加奈の口に、必死の形相の黒兎と峯岸がポイポイ食べ物を詰め始めた。加奈は「むぐぐぐっ」と手をジタバタさせる。

「……ぶふっ……くくく……」

「おいコラ。お前はお前でなにツボにハマってんだ、哲史」

「い、いや、なんでも……ただ、本当に二人を誘ってよかったなって……ぷひっ……ごほっ、げほっげほっ」

　笑いすぎてむせてやがる。

　なにが面白いのかは知らないが、こいつはこいつでとても満足そうだった。

「どいつもこいつも……。もういい、俺は飯を食うぞ」

　クルリと背を向けて、バイキングの料理や取り皿が置いてある場所に行こうとしたとき。

　不意に、加奈が俺の袖そでを引っ張って、顔を近づけてきた。

「お兄ちゃんっ、お兄ちゃんっ」

　口に詰められていた食べ物をようやく呑のみ込こんだ加奈は、何な故ぜか哲史に背を向けるようにしてヒソヒソと話しかけてくる。

「加か奈な、昨日の晩に聞いちゃったよっ」

「……聞いたって？」

「音おと葉はさんのこと！」

　加奈の目がキラキラと輝き、観葉植物を抱き枕まくらみたいにしている音葉を盗み見る。

「最初はお兄ちゃんのことを『ししょー』とか呼んで馴なれ馴なれしく引っ付くし、加奈もライバル心メラメラだったけど……。音葉さんの好きな人って、お兄ちゃんじゃなくて哲てつ史しさんだったんだねっ」

「なッ!?」

　俺は目を見開いて、すぐに後ろを振り向く。

　すると、黒くろ兎とと峯みね岸ぎしが申し訳なさそうな顔をしてションボリと目を伏せていた。

「お、教えたのか？　こいつに？」

「す、すみません。話の流れでつい……」

「お、音葉自身もべつに教えていいって言ったし。なら問題ないかなって……」

　ああくそ、なんて余計なことをしてくれたんだ。

　音葉も音葉だ。話していい相手といけない相手の見分けくらいつけてほしい。

　俺の知る中で、加奈は『そういう秘密』を教えちゃいけない人間の筆頭だった。

「加奈、感動したよ！　お兄ちゃんは音葉さんと哲史さんを結ばせるため、恋のキューピッドとして頑張ってるんだねっ」

「声がデカい！　興奮を抑えろ！」

　俺は慌てて加奈の頭を押さえつつ、哲史を振り返る。

　幸いなことに、ちょうど哲史は戦いくさ間まと一緒にバイキングの皿を取りに行っており、こちらのやり取りには気づいていないようだった。

「おーい、晴はる斗と。食べないのかい？」

「あ、ああ。すぐに行く」

　声をかけてきた哲史になんとか誤ご魔ま化かしを入れつつ、俺は加奈の首根っこを掴つかんでグッと引き寄せた。

「わっ、顔近い」

「顔を赤らめるな、気色悪いわ。兄妹きようだいだろうが。……いいか、加奈？　今のことに関してはくれぐれも────」

「うんっ。ちゃんと哲史さんには黙ってる。加奈もそれくらいはわかってるよ」

　ちがう。そうじゃない。

　哲史に余計なことを言わないのは当然として、俺が釘くぎを刺したいのはもっとべつのことだった。さっきからイヤな予感が胸にひしめいている。

　そして、その予感は見事に的中してしまった。

「加か奈な、お兄ちゃんを手伝うよ！　音おと葉はさんのししょー二号として、バッチリ二人の恋こい路じをサポートしちゃう！　キューピッド加奈、ここに降臨って感じで！」

　……ああ、やっぱりだ。

　加奈は気合充分で、「そうと決まれば今後に備えてエネルギー補給だーっ」と、バイキングの台まで新しい料理を取りに行ってしまった。

　俺は引きつった顔でその後ろ姿を見送る。隣で黒くろ兎とと峯みね岸ぎしが両手を合わせてひたすらに謝っていた。

（マ、マジですか……？）

　今朝のことで気合を入れなおしてから、たった三時間足らず。

　キューピッド加奈の降臨により、早くも事態に暗雲が垂れ込めつつあった。





　○　●　○　●






　今日は昨日と遊ぶ場所を変えて、旅館から少し離れた自然公園に行く流れになった。

　ロビーに出ると、わざわざ見送りに来てくれた女将おかみさんが、哲てつ史しに少し大きめのプラスチック製クーラーボックスを手渡す。

「哲史ちゃんこれ、頼まれてたもの。ちゃんと人数分用意しておいたわ」

「ありがとうございます、叔お母ばさん」

「……？　哲史、なんなんだその荷物は？」

　クーラーボックスを横目で見ながら俺が訊たずねると、哲史は軽くウインクして「お楽しみさ」と言った。

「みんな、いっぱい楽しんできてね～。それと、夕方ごろから急な雨が降るそうだから。雲行きが怪しくなったらすぐに戻ってくるのよ？」

「了解しました。じゃあ、いってきます」

　自然公園には、近くのバス停からバスに乗っていけるらしかった。

　旅館付近の停留所で五分ほど待ち、やってきたバスにみんなで乗り込む。

　そこで、さっそく────。

「あーっと！　大変だよ、哲史さん！　バスの席が全部埋まっちゃってるーっ！」

　出入り口のステップを上るなり、加奈が耳に痛い大声をあげた。

「大変大変！　タイヘンだよーっ。音葉さん、背が低いから吊つり革かわに掴つかまれないよー！」

「……？　わたしより加奈のほうが小さいよ？」

「うにゅっ。……お、音葉さんはちょっと黙っててッ。このキューピッド加奈にお任せなんだよっ。────いや～、困った～。これは誰かが音葉さんの支えになってあげる必要がありそうだね～。（チラッ、チラッ）」

　空気が読めずに自分の身長と加か奈なの身長を手で計っている音おと葉はを叱しかりつけながら、自称キューピッドは哲てつ史しにわざとくさい横目を送っている。

（チラッ、チラッ。チラチラチラッ）

「……え、えっと？　これは反応してあげたほうがいいのかな、晴はる斗と？」

「…………」

「加奈ちゃん！　哲史なんかに頼らなくても、おれが椅い子すになってやるぜ。さあ、女性陣はみんなおれの空気椅子の上に乗れ！」

「じゃあ、さっそくこの瓦かわら二十枚を頼むわ。（ズシンッ）」

「いぎゃああああああああああああっ!?」

「そ、そんなものどこから持ってきたんですか、紗さ季きさん!?　か、加奈ちゃんも、他の人たちに迷惑になりますから。あまり大声で騒がないように……」

　渋い顔をしている乗客たちに、黒くろ兎とがひたすら謝る。それでも加奈は「えーっ。キューピッドなのにー」とブツクサ不服を漏らしていた。

　俺は頭を押さえながら、そんな妹を眺める。

　……危き惧ぐはしていたが、やっぱりこうなるか。

　べつに、加奈の提案自体が悪いわけではない。

　音葉のぼんやりしたキャラもあり、危なっかしいから助けてやってくれ……という話の流れは自然だ。現に、俺もこの温泉街にくる最中、電車の中で使った手である。

　ただ、出で来きの悪いこの妹の場合は、あまりに不自然すぎた。

　演技をすれば全米が震しん撼かんし、「まるでライオンキングそのものだわ！」と称賛される兄の俺とは、大違いなのである。（※反応にはチート魔法がきくかどうかの個人差があります）

　これ以上、加奈が余計なことをしなければいいが……。

　不安に思いつつも、フォローの意味も含めて俺は哲史に向き直った。

「すまん、哲史。加奈の言う通り危なっかしいから、音葉の面倒を見てやってくれないか」

「────のほふれふれっ!?」

　ゴチンッ。

　俺が哲史に頼んだ瞬間、音葉が掴つかまっていた手すりに盛大に頭をぶつけた。

「か、神かん崎ざきさんッ？　大丈夫かい？」

「うひっ。ひ、ひろしぇくん……かおが、おかおが近ひ……！」

　顔を覗のぞき込こんでくる哲史に驚き、音葉は赤面しながら鮮やかなブリッジを決めていた。避け方が無駄に芸術的だな、おい。

　呆あきれながらも、俺は音葉のその初う心ぶな反応に少し安心する。

　やっぱり音葉は哲史を一番に意識している。露天風呂のときは加奈と張り合って彼を蔑ないがしろにしているように思えてしまったが、それは俺の杞き憂ゆうだったようだ。

「晴はる斗と……さ、さすがにこの反応は僕でも応こたえるぞ……」

「っ。て、哲てつ史し。大丈夫だ、ちょっと緊張してるだけだから。な、音おと葉は？」

　片かた膝ひざをつきかけている哲史に、俺は全力でフォローをする。

　音葉も身をのけぞらせながら、同意を示すように精一杯コクコクとうなずいた。

「それならいいんだけど……」

「ほら、音葉。お前、手すりだとさっきみたいに頭ぶつけそうだから、哲史に掴つかまらせてもらえよ。ハードル高いようだったら、服の裾すそとか袖そでとかでいいから」

「う、うい」

　音葉はガチガチに緊張しながら、ロボットのようなぎこちない動きで哲史の後ろに回る。

「裾かい？　わかった。いいよ、好きに掴まってくれて」

「で、では。ご、ご遠慮なく、い、いいいいかせて、もらいマッスル」

　緊張でまともな日本語をしゃべることもままならない音葉は、意を決したようにくわっと両目を見開いた。

　彼女の両手が哲史の脇に伸びる────。




「────残ざん悔かい拳けんっ」

「あべしィっ!?」




　強烈な突きが、哲史の脇腹に叩たたきこまれた！

「なにやってんのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　俺はその場でしゃがみこみながら、頭を抱えて絶叫する。

　音葉からの奥義（？）を見事にくらった哲史は、吊つり革かわに掴まりながら白目を剥むいてヒクヒクと全身を痙けい攣れんさせている。

「なんで相手の体に掴まるのに、人体を破壊する必殺技を繰り出すことになってんだ!?　いや、破壊はされてねえけど！　お前じゃあの極地には至れないけども！」

「お、お前はもう……し、死んでいる……」

「殺しちゃダメだろ!?」

　いくら緊張があったからといって、照れ隠しに人体破壊の技を繰り出してくる女の子なんてイヤだ。

「……ほらほら～。さらにもう一枚追加いくわよ？　いい声で鳴いてね、あたしの漫画資料のために！」

「おうふっ。瓦かわら追加一枚いただきました！　ありがとうございます、紗さ季きサマ!!」

「ねーねー、良りようお姉ちゃん。紗季お姉ちゃんたちはさっきからなにをしてるの？　戦いくさ間まお兄ちゃんはどうしてあんなに嬉うれしそうなの？」

「み、見ちゃいけません、加か奈なちゃんっ。小学生にはまだ早い世界の事情なんですっ!!」

　黒くろ兎とたちは黒兎たちで、べつの意味で大騒ぎしていた。




　その後、バスの運転手さんに揃そろってこっぴどく怒られたのは言うまでもない。





　○　●　○　●






「わぁ～。お兄ちゃん、湖だよ湖！　おっきぃ～」

「ふおおおおっ。すごい、ししょー。空が鏡みたいにうつってる」

「……あんまりはしゃぎすぎるなよ。落ちるぞ」

「あははは……。二人とも、お元気ですねぇ」

　木製の柵さくから身を乗り出して叫ぶ音おと葉はと加奈を、俺と黒兎は少し疲れた苦笑いで見守る。

　自然公園は、中央に大きな湖のある、それなりに広大な場所だった。

　右を見れば緑一面の丘陵がどこまでも続いており、アスレチックなどの遊具も所々に散見される。

　客層としては主に家族連れ、それと若いカップルなども多く見受けられるだろうか。

「なんか、こうしていると俺たちも家族になったみたいだな。やかましい娘二人に振り回される両親、みたいな？」

「ええっ!?　は、晴はる斗とさん……!?　つつつつつつまりそれは……私と晴斗さんのポジションは、ふ、ふふふ夫婦、ということに────」

「────鉄てつ山ざん靠こう！」

「ひゃああああああああっ！」

　そのとき、俺たちの間に滑り込むようにして、峯みね岸ぎしが黒兎に背中からのタックルを仕掛けた。

　吹っ飛ばされてべシャッと倒れる黒兎を眺めながら、俺は白けた表情をする。……どいつもこいつも、今日は拳けん法ぽうの技でも競う日なのだろうか？

「ふぅ……。危なかったわ。あたしが少し離れている間に、目を盗んで抜け駆けなんて反則よ、良りようちゃん？　二人で立てた協定違反だわ」

「ご、ごめんなひゃい……」

「……どうでもいいけど、お前らは今までどこに行ってたんだよ？」

　峯岸に訊たずねると、彼女はつんとした表情で後ろに顎あごをしゃくってみせた。

　あちら側から、バドミントンのラケットを両手に持った哲てつ史しと、なにやら大荷物を背負ってヒーヒー言っている戦いくさ間まが近づいてくる。

「待たせたね。入用なものを色々と借りてきたよ～」

「紗さ季きサマ！　この鬼き竜りゆう、紗季サマに命じられるがままに頑張って重い物を運びました！　褒めてください！　ご褒ほう美びにいっぱいいっぱい踏みつけてくださいいいいいいいっ!!」

「そうね。ならその荷物を持ったまま、しばらくそこで電柱のように押し黙ってなさい」

「あふうううっ。この鬼畜な状態で待て、ですかッ？　はい、喜んでぇ！」

　なんか知らないうちに、戦間が峯みね岸ぎしのパシリくんみたいになっていた。

「さすがに不ふ憫びんだろ……。よしてやれよ」

「なんだと、晴はる斗とッ!?　貴様、紗季サマがおれに与えてくださったご褒美を奪う気なのか!?　イケメンは我々の業界の悦えつ楽らくでさえ横からかっさらっていくというのかあああああああああっ!!」

「……いや、やっぱ今のナシ。そこで大人しく電柱になっててくれ」

　本人がとても幸せそうなので放ほうっておくことにする。

「つーか、戦間が背負ってる物って？」

「バーベキュー用のコンロだそうよ。広ひろ瀬せが食材を用意したんだって」

　峯岸の説明に、哲てつ史しは叔お母ばさんから手渡されたクーラーボックスを持ち上げてニッと爽さわやかな笑みを浮かべた。

　あの荷物は、そういうことだったか……。

「お、お肉……っ!?　お肉っ、お肉っ。じゅるり」

「音おと葉はさん!?　め、目の色が変わってます！　ちょっとコワイですぅ！」

「音葉は貧乏だからな……。肉と聞いて興奮するのも仕方ない」

「はははっ。肉はたくさんあるから焦らなくても大丈夫だよ～。いっぱい食べてね、神かん崎ざきさん？」

「あ、あうっ……」

　哲史に笑いかけられた音葉が、急に我に返ったように俺の背中に隠れた。

「や、やっぱり……食欲なくなったかも。しょ、小食なもので」

「現金な奴やつめ」

　今さら乙女アピールしても遅すぎるぞ？　ヨダレ垂らしているところをバッチリ哲史に見られてたしな。

「まあ、お昼にはまだ時間があるし、ひとまずは適当に遊ぼう。動き回れる土地だけは広すぎるくらいにあることだしね？」

　哲史は自然公園を見回しながら、そう言った。







「じゃあ、行くわよーっ」

　元気のいい掛け声とともに、峯みね岸ぎしがバドミントンのラケットを胸の高さで振るった。

　その拍子にスカートがフワリとめくれ上がって、白くて健康的な太ふと腿ももがのぞく。文科系の部長とは思えない、実に鮮やかなサービスだった。

　俺は少し目を細めながら、鋭く飛んでくるシャトルに向かってラケットを振りかぶる。

（……速い。やるな、峯岸。だが────まだまだだねッ！）

　俺のラケットが空気を斬きり裂き、返すシャトルで隕いん石せきが如ごとく大地を割る！

　────はずだったのだが。

「だらっしゃああああああああっ!!」

「さムらいドらィぶっ!?」

　背後の音おと葉はのラケットが唸うなりをあげ、俺のケツにクリーンヒットした！

　ケツバットならぬケツラケットをくらって悶もん絶ぜつする俺の横で、飛んできたシャトルがポテリと地面に落ちる。

「……はい、１－０」

「ちょっと待てえええええええええっ！」

　ヒリヒリとするケツの痛みに耐えながら、俺は淡々と審判をこなす哲てつ史しに叫ぶ。

「なんで俺が音葉とペアなんだ!?　チーム決めの再編成を要求する！」

　ラケットをブンブンと振るって、コート内にいるメンバー編成に異議を唱えた。

　対面にいるのは黒くろ兎とと峯岸のペア。そしてこちらの俺と音葉のペアだ。加か奈なはコートの脇で「お兄ちゃん、ナイスケツラケット！」とか叫び、戦いくさ間まは通りかかった美人のお姉さん集団にダラダラとヨダレを垂らして気持ち悪がられている真っ最中だった。

「その要請は却下する」

「なんでだッ！」

「だって、真面目まじめに晴はる斗とが相手だと、みんなつまらないじゃないか。君の場合、バドミントンじゃなくてバドミントヌになるし」

「バドミントヌってなに!?　初めて聞いたよ、その単語!?」

「バドミントンに似た何かさ」

　哲史はからかうように笑って、

「だから、晴斗は神かん崎ざきさんとペアでちょうどいいんだ。自分でもよくできたと思うくらい、フェアな采さい配はいだよ」

「……だったら、俺が審判をやる。お前が音葉とやれ」

「残念ながら、数年前の事故で肘ひじをダメにしてしまってね……。二度とラケットが振るえない体になってしまったんだ」

「バレバレの嘘うそをつくんじゃねえッ！」

　自分がケツラケットされたくないだけだろ！

　音おと葉はと哲てつ史しをペアにさせるのは割と本気の提案だったのだが、冗談めかして流されてしまった。なかなかうまくいかないものだ。

「ふんっ。なに、桜さくら川がわ？　負けた理由に音葉を立てるの？　男らしくないわね」

「さ、紗さ季きさん。そんな言い方をしなくても……」

　っと、これみよがしに峯みね岸ぎしが煽あおってきた。

　ドヤ顔の彼女はいつになくご満悦そうである。

　そう言えば、こいつは学校の成績で俺の二番手だったか。相当に悔くやしがっていた記憶があるし、遊びとはいえ俺を負かせることができるのはやはり嬉うれしいのだろう。

　しかし、俺も男だ。

　あれだけ好き勝手に言われて黙ってなんかいられないし、なにより負けるなんて絶対にありえない。

「……いいぜ。そこまで言うならこの勝負、お互いに勝ったときの条件をつけよう。そのほうが燃えるだろ？」

「あら、あんたにしては面白い提案ね。なら────そっちが勝ったら、良りようちゃんがバニーガールのコスプレであんたにご奉仕してあげるっていうのはどう？」

「なんで私なんですかッ!?　完全にもらい事故ですよね!?　ねえ!?」

「わかった。なら、お前が勝ったら、バニーガールのコスプレをした黒くろ兎とを漫画の専属アシスタントとして好きなだけ貸してやるよ」

「そちらの条件もどうして私だけが被害をこうむる感じに!?　そして、そのバニーガール縛りは一体なんなんですか!?」

「安心して黒ぴょん。わたしのサーブは百式まである」

「どこにも安心できる要素がありませんッ!?」

　一人で涙目になる黒兎。

　……いや、さすがにみんな悪ノリだから。そんな局地的爆撃みたいな罰ゲームは課さないから安心してくれ。







　結局、試合は音葉の奇跡的な逆ファインプレイの連続で、俺たちの惨敗だった。

　俺は罰ゲームとして、しばらく峯岸のＢでＬな漫画のデッサンモデルになることを約束させられた。死にたい。







　スポーツでひと汗流すと、時刻はすっかり昼過ぎを迎えていた。

　キャンプの許されているエリアで、俺たちは適当にあいている場所を探してバーベキュー用のコンロ一式を広げる。

「……ぐすッ、ぐすッ。お姉さま方に一ミリたりとも相手にしてもらえなかった……」

「ドンマイ、おにりゅう。きっといいことあるよ」

「お、音おと葉はちゃん……？　こんな惨めなおれのことを気遣ってくれるのかい────？」

「命はみんな平等。アメンボだって生きてる」

「それって慰めになってないよね!?　くぅ、しかし何な故ぜだ……!?　優しい言葉をかけられるよりも、おれの股またぐらが疼うずきやがるぜッ」

「くだらないこと言ってる暇ひまがあるなら、お前らもこっちにきて手伝え！」

　音葉と戦いくさ間まにつっこみ倒す俺の横で、哲てつ史しがコンロの電源をカチカチやりながら困り顔をしていた。

「あれ？　火が付かないな」

「ねえ、コンロの準備はまだなのー？　お野菜、一通り洗っちゃったんだけど」

「こっちもお肉を串くしに刺し終わりました」

「ねえねえ見て見て、お兄ちゃん！　加か奈な専用、ゴージャス串～。持つところがないくらいにお肉をいっぱい刺してみたよっ」

「食べ物で遊ぶんじゃありません。いつもおふくろに怒られてるだろ。……んで、コンロのほうはダメそうなのか、哲史？」

「うーん。接触が悪いみたいだね。新しいやつに交換してもらう必要があるかもしれない」

　もともと公園側が無料で貸し出している機材だ。多少の不良があるのは仕方がないことだろう。

「あのクソ重い機材をまた取りに行くのか……。いっそのこと、魔法で焼いちまうか？」

　面倒に思って、俺は指の先にシュボッと火を起こしてみせた。

「わあああっ。すごい、お兄ちゃん！　魔法だよ、魔法！」

「おおー。さすが、ししょー。まさにガスだね」

「音葉は美み笠かさ木ぎ高の生徒だろうがッ。魔法式さえ使えれば、このくらいの火は誰だって起こせるっつーの」

　大げさにはしゃぐ加奈に、俺は半眼でそう説明してやった。

「ほえ？　そうなの？」

「そうだよ。べつにすごいことでもなんでもない」

「そっかー。加奈、超絶ウルトラスーパーすごいお兄ちゃんだからこそできることだと思っちゃった」

「お前の中で魔法の概念はどんだけしょぼいんだよ……」

「……？　ねえ、加奈ちゃん。加奈ちゃんはお兄さんと違って、魔法は使えないの？」

　峯みね岸ぎしが不思議そうな顔をして首をひねった。

「うん。加か奈な、そういうのはからっきしだよ。お父さんもお母さんも魔法は使えないし、魔法使いの才能があるのはお兄ちゃんだけ」

「へ、へぇ。そうなんだ。……桜さくら川がわ、それなのにあんたって────」

「まるで珍獣を眺めるような目でこっち見んなッ」

　そう、魔法が一般社会に流通したとはいえ、すべての人間が魔法使いになれたわけではないのだ。

　むしろ、その才能があるのは一ひと握にぎりの者とさえ言える。

　魔法を扱える才能とは、基本的に血筋によって遺伝されるものだった。

　俺のような一般家庭出の人間は、本当に珍しい例なのである。それも生まれついて全属性を扱えるという滅め茶ちや苦く茶ちやなおまけつき。峯岸が怪け訝げんに思うのもまあ無理はない。

「だからね！　お兄ちゃんは加奈の一番の自慢で、憧あこがれの存在なの！」

　ピョンと跳ねた加奈が、俺の腰元に抱き着いてくる。

「暑苦しい。ひっついてくんな」

「えー。加奈がこんなにお兄ちゃんを慕ってるんだから、お兄ちゃんももっと加奈を溺でき愛あいしてよー。もっとシスコンっちゃいなよー」

「どんな日本語だッ。お前が調子に乗るから、死んでも甘やかしてなんかやらん」

「ふふふっ。お二人はとても仲良しさんのご兄妹きようだいなんですね」

　黒くろ兎とがくすぐったそうに笑って言う。

　一方で、

「────じぃっ……」

「お、音おと葉はさんっ。な、なに？　加奈になにか文句でもあるのっ!?」

　一歩退ひいたところで、音葉が昼ドラの登場人物さながらの湿っぽい目で、こちらをジトーッと見つめていた。

「べつに。なんでもないですが？」

「なぜにいきなり敬語!?　ふ、不満があること見え見えだよぅっ」

「べつに。ただ、加奈よりもわたしのほうがししょーをすごいと思っている、それだけですが？　わたしはししょーの一番弟子ですから、それが何か？」

　口を尖とがらせて、ブツクサと独り言のようにつぶやく音葉。

　この間のように張り合ってくっついてこそこなかったが、加奈の行動に明らかな不満を抱いている様子だ。

　……俺は、昨日の黒兎の言葉をフッと思い出す。

『────きっと音葉さんは、焦っちゃったんだと思います。加奈ちゃんに、晴はる斗とさんが取られそうになってしまって』

　音おと葉はの俺に対する執着……と言っていいのだろうか。

　とにかく、その執着の原因が、師匠である俺を加か奈なに取られそうになっていることだとして。それは、好きな人との関かかわりのチャンスを蔑ないがしろにしてまで、気持ちを入れる価値があることなのだろうか？

　俺の中で、また苛いら立だちみたいなものが募つのり始めた。

　この旅行中、音葉は哲てつ史しとの距離を未いまだに縮められていない。それはいいんだ。相応に頑張って、努力して、それでも叶かなわない結果であれば。

　でも、今回の音葉はそうじゃない。

　俺の中にある苛立ちの正体が、自分でもハッキリとわかった気がする。

　それは────俺の取り合いなんていう展開に力を注ぐ暇ひまがあったら、そのぶんをもっと頑張れよ……と。

　いつものように全力を出し切れていない、音葉の中途半端さに対しての苛立ち。

　そして、自分でもうんざりしていたはずの俺という枠組みに、なぜか他の人間と同じように収まってしまっている今のあいつに対しての苛立ちだった。

「────おっ。ちょっと待ってくれ。……うん、いけるみたいだ。みんな、コンロがちゃんと動き始めたぞ」

　そのとき、バーベキュー用のコンロとひたすら戦っていた哲史が、明るい声をあげた。

　見ると、今までうんともすんとも言わなかったコンロが、鈍い音を立てて動いていた。中に詰められた炭が、ほんのりと赤みを帯び始めている。

「よかった。これですぐにでも食事に移れるね。……待たせちゃってごめんね、神かん崎ざきさん。お腹なか空すいたでしょ？」

「あ……。う、うい」

　不意に哲史に話しかけられて、音葉は焦ったようにうなずいた。

　こちらに向けられていた湿っぽい視線も解除される。

「ヒャッハー！　肉だ、お肉だよーっ」

「ちゃんとお野菜も食べなきゃダメですよ、加奈ちゃん？」

「……おれはリアル肉よりも、女子という肉にありつきたかったです……」

「あんたはいつまでヘコんでんのよ。面倒くさいから、パーッと食べてパーッと忘れちゃいなさい」

　周囲の騒がしさに流され、俺の音葉に対する苛立ちも徐々に薄れていった。

　しかし、俺の中で一つだけ絶対にやらなきゃいけないと思うことができた。




　もしも、俺のことがあいつの頑張りの障害になっているなら。

　俺が原因で、あいつが哲史のことに集中できていないなら。




　音おと葉はの恋を成就させるため、あいつを俺から遠ざけよう────と。





　○　●　○　●






「それじゃあ。これから湖のボートに乗るペアを、クジで決めたいと思います。とりあえず二人乗りが二組、三人乗りが一組で考えているので、こっちで用意した割り箸ばしを順番に引いてくれ」

　食事を終えたあと、「湖のボートにみんなで乗ろう」と提案した哲てつ史しが、ペア決めの説明を簡単にした。

　彼の右手には合計七本の割り箸……人数分のクジが握にぎられている。このイベントのためにわざわざ用意したらしい。

「うおおおっ。お兄ちゃんと一緒になるぞー！」

「おれは女の子とペアになれればそれでいい！　万が一にも晴はる斗とや哲史と一緒になったら、このまま湖に身を投げだす覚悟がある！　頼む、神よおおおおおおおおッ!!」

　拳こぶしを振り上げて騒ぐ、やかましい二人。

　黒くろ兎とや峯みね岸ぎしも口には出さなかったが、なにやら全身から近寄りがたい気き迫はくのようなものを発していた。……今は話しかけないほうがよさそうである。

「ししょー。わたしも広ひろ瀬せくんと一緒になれるよう頑張る」

　っと。音葉が袖そでを引っ張ってきて、ヒソヒソと意気込みを語った。

　だが俺は、

「…………」

　彼女の顔を一いち瞥べつだけして、すぐに目を逸そらす。

　こちらの不自然な反応に、音葉は疑問と不安がない交ぜになったような表情で首を傾かしげた。

「ししょー……？」

「それで、哲史。クジを引く順番はどうするんだ？」

　無視。今度は明らかにわかるようにそうした。

　背後で音葉が困惑している気配を感じる。……チクリと胸が痛んだ。それでも、仕方がないんだ。

　俺と馴なれ合あって、こいつが目的を見失ってしまっては意味がない。

「確率に差が出るわけでもないし、べつに誰からでもいいよ。ほら、言いだしっぺの君から引けば？」

　答えた哲史が、グイッと右手を俺のほうへ差し出してくる。

　ペア決めのクジ。それぞれがそれぞれの思惑を持ち、息を呑のんで俺に注目した。

　俺は肩の力を抜きながら、浅い息を吐く。

「わかった。そうさせてもらう」

　差し出されたクジに手を伸ばす。

　伸ばしながら、哲てつ史しにバレないように手のひらに魔力を込め、ひたすらに祈った。

　……運命操作でも、チート能力でも、神様のえこひいきでもなんでもいい。

　このクジに、音おと葉はと哲史をペアにさせるための力を。

　そして、俺と音葉がペアになることのない運命を。

　今まで俺は、自分の運命を意図的に操ろうなんてしたことはなかった。

　だから、初めてそれをする。やり方なんて正直よくわからないけど。それでもあいつのために、《万物を統べし精霊王スピリツト・クラウン》と呼ばれる俺自身の力を信じて。

　その結果────。

「よーし、みんな引き終わったかな？　それじゃあ、確認してみよう」

　全員にクジを引かせ終わり、手元に残った一本を眺めながら、哲史がそう切り出す。

　俺は恐る恐る自分の手元に目を落とし、クジの先に塗られたマーカーの色を確認する。

　────赤色。

　奇くしくもそれは……隣に立つ音葉のクジと、まったく同じ色をしていた。







「ししょー、ごめんなさい……」

　湖の中央に浮かぶ手て漕こぎボート。

　向かい合うようにして座る音葉が、しょんぼりとして謝る。

「……お前が謝ることじゃねえよ。こればっかりは本当に運だからな。哲史と一緒になれなかったのは、しゃあない」

「ししょー……」

「だから、次は頑張れ。余計なことには気を遣わず、お前なりに全力で」

「…………」

　投げかけた励ましの言葉。

　それがいつもの純粋な激励の言葉と違い、どこか刺とげ々とげしくなってしまったのを、言った俺自身も感じていた。

　音葉は未いまだに俺の態度の変化に困惑しているのか、少し怯おびえたようにして押し黙った。途中、何度か口を開きかけるものの、俺の仏頂面に気け圧おされて結局は口を閉じる。

（音葉に八つ当たりとか、アホか俺は……）

　だが、俺は俺で、ひどい自己嫌悪に陥っていた。

　音おと葉はのために距離を置こう。そう思ったのは確かだ。しかし、わざわざ険悪な空気を作る必要なんてないということも、ちゃんとわかっているつもりだった。

　それなのにこんな態度になってしまっているのは、情けないことに自分の無力さを再認識してしまったからだ。

　音葉が全力を出せるようにするため、俺も全力で頑張る。

　頑張ってクジに挑んだ結果が────このザマだった。

　世界は俺にとって都合よく回る。ただし、神かん崎ざき音葉という例外を除いて。

　その定理は、俺がプライドを捨てて魔法や神様に頼っても、どうしたって覆くつがえらない。

　早い話、それらに対しての憤りで、音葉に八つ当たりしているのである。

「…………」

「…………」

　空気が重くのしかかってくるような、息苦しい沈黙が流れる。

　……何か言ってやらなければ。この空気を作ってしまった張本人の俺のほうから。

　罪悪感と責任感に背中を押されて、とりあえず口を開いてみたのだが。

　────ゴチンッ！

「うおおおっ」

「わひっ？」

　突然、船体に真横から何かがぶつかってきた。

　ボートが大きく傾いて、音葉が前に倒れながら「おぶっ」と船底に顔面をぶつける。どうすればそんなお手本みたいな倒れ方ができるんだとつっこみたかったが、今にもひっくり返りそうなボートに揺られて俺もそれどころではない。

　オールを使ってなんとか船体を安定させ、何事かと衝撃が伝わってきた方向に向きなおってみると、

「────ふひーっ、ふひーっ！　ここは美少女の花園じゃあああああっ！　神様、巡り合わせをありがとう！　おれ、頑張ってこの美しい二輪の花を摘んでみせるよ！　夢にまで見た３Ｐいいいいいいいいいいいいいいぃぃぃぃぃぃぃ!!」

「ひゃああああああっ！　また迫ってきたよ、紗さ季きお姉ちゃん!?　加か奈な、こんなところで死にたくないよぅ！」

「さっさとくたばりなさい、このエロ原人！　あんまり調子こいてると今度の投稿作の題材にするわよ!?　さ、桜さくら川がわぁ、さっさと助けなさいよぉ！」

　べつのボートの上でドタバタと騒ぐ、顔なじみの三人の姿があった。

　クジで三人組になった峯みね岸ぎし、加奈、戦いくさ間まである。

　戦間は今、もはや獣そのものと化した形相で、隅っこのほうで抱き合って震えている少女二人に迫り寄っていた。しかし、その顔面はすでにボコボコであり、張り手や靴の跡などが所々に残っている。

「このっ、このっ！　いい加減にしつこいのよ！　諦あきらめなさいっ」

「否！　密室同然の湖上、この不肖戦いくさ間ま、死んでも諦めはしないのだッ。何度蹴けられたって立ち上がる！　むしろそれがご褒ほう美びとなり、さらなる性欲の糧かてとなるぅ！」

「この人、絶対にお医者さんに行ったほうがいいよ!?」

「なに？　二人はお医者さんゴッコをご所望か？　よかろう、先生が隅々まで診察してやる！　もちろん全裸でな！」

「「言ってなあああああああああああい!!」」

　さっそくズボンを脱ごうとする戦間に、峯みね岸ぎしと加か奈なの悲鳴が響く。

　……頭痛がしすぎて軽く吐きそうだった。

　クジで組み合わせが決まったとき、イヤな予感はしていたんだ。でも、黒くろ兎とと違って峯岸は気が強いし、戦間の猛もう攻こうも簡単にあしらえるだろう。そう思っていた。

　だが、追い詰められた変態童貞のエロエロ活力は、俺たちの予想を遥はるかに上回っていたようである。

「……音おと葉は」

「うい」

　音葉に素早くアイコンタクトを送り、俺は峯岸たちのボートに自分たちのボートを寄せた。

　音葉がちょいちょいと手招きをして、震えていた二人をこちらに乗り移らせる。元々が四人乗りのボートなので、人が増えても沈むなんてことはなかった。……湖上のボート乗り移りは危険だから、良い子は絶対に真ま似ねしないように。

　救出作業を始めていると、さっそく一匹の飢えた獣がギラリと目を血走らせる。

「晴はる斗とおおおおおおぉぉぉぉ……！　やはりおれの見果てぬハーレムロードに立ちふさがるのは、いつだって貴様なのだな……!?」

「……戦間。とりあえず落ち着け。頼むから」

「黙れぃ！　よもやおれから３Ｐの機会を奪い、音葉ちゃんを含めた４Ｐにしゃれ込もうとはッ。しかも、実の妹である加奈ちゃんもいるだなんて！　実にうらやまけしからんっ！　今日という今日は貴様を倒し、そのポジションにおれが立つ！　いざ尋常に勝負しろ、はる────」

「────いいんだな？」

　ゾワリと。俺の狂気じみた微笑ほほえみに、戦間が全身の毛を逆立てた。

　……だから言ったのだ。頼むから落ち着け、と。

「俺は今、ひっじょおおおおおおに虫の居所が悪い……。ちょっとのストレスで爆発しそうなくらいにだ。なるべくなら穏おん便びんに済ませたかったけどな」

「は、晴はる斗ときゅん？　ちょ、顔がマジで恐こわいよ？　少年漫画なら自主規制かかるレベルだよ、うん」

「でも……お前がその気なら、仕方がねえなッ……!!」

　戦いくさ間まの頭上に曇どん天てんが集い、ゴロゴロと雷鳴をとどろかせ始めた。

　圧倒的な気き迫はくに、音おと葉はたちまでが青ざめている。

　怒りの標的に据えられた戦間は、もう泣き笑いみたいな表情をするしかないようだ。

「よし、晴斗。ハーレム王の座はお前に譲ろう。俺は一人で大人しくナイスなボートを楽しむから────」

「もう遅いわああああああああああああああああああッ!!」

「あばびいいいいいいいいッ!?」

　ピシャーンッ！　と雷光が閃ひらめき、戦間は強烈な落雷に打たれる。

　合掌する音葉が「おにりゅう、ないすぼーと」と慰めにならない哀あい悼とうの言葉を捧ささげていた。
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　天から降り注ぎ、鮮烈な光と轟ごう音おんをまき散らす落雷。

　そこから少し距離を置いたところで────向かい合う形でボートに乗る黒くろ兎と良りようと広ひろ瀬せ哲てつ史しは、それぞれの表情で驚き、そして呆あきれていた。

「あわわわわわ……」

「……うん、まあね。薄々こんなことになるんじゃないかって予感はあったよ。面白そうだから放ほうっておいたけど」

　苦笑いで恐ろしいことを言う哲史に、良は目を白黒させる。

「ん？　僕、なにかおかしいこと言ったかな？」

「そ、その……面白そうって言葉であの状況を片づけるのは少々無理があると言いますか……予想ができていたなら事前に止めたほうがよかったのではと……」

「なるほど。黒兎さんはそう考えるタイプなのか。勉強になるよ」

　なにが勉強になるのかわからなかったが、この広瀬哲史という少年も相当な物好きで変人なのではないかと、良は思わずにはいられなかった。

　そんな困惑の視線に気づいたのか、哲史は微笑を湛たたえて手をヒラヒラと振る。

「こんなときに、非常識な反応しかできない人間でごめんね。引いちゃった？」

「い、いえ。そんなことは……」

　良りようは目を泳がせながら、ゴニョゴニョと不ふ明めい瞭りような返事をする。

　そしてすぐに、シンとした沈黙が訪れた。

（き、気まずいです……！）

　正直、この広ひろ瀬せ哲てつ史しという少年とどう絡めばいいのか、良りようにはわからなかった。

　そもそも晴はる斗と以外の男子と仲良くなった経験がない。加えて、思ったことが表情にでる晴斗とは違い、彼は笑顔の裏で何を考えているのか皆目見当のつかない人種であった。

　お互いがお互いの腹の探り合いみたいになって、さっきから会話がまるで続かない。

　基本的に単純で素直、駆け引きが苦手な良にとって、こういう空気はとても苦痛だった。

（で、ですが。広瀬さんは音おと葉はさんの想おもい人。なにか探りを入れたり、音葉さんをフォローしたりできれば……）

　沈黙に耐えながらも、必死に思考を巡らせる。

　音葉に失恋をさせない────紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、本もとを正せば晴斗を巻き込んだのは自分だった。

　ならば、ここでなにかしらの成果をあげておきたいとも思う。さすがに晴斗一人に重荷を押し付けるわけにもいかない。

　どんな話題を振れば、彼の音葉に対する想いを測れる？

　どんなフォローをすれば、彼の音葉に対する好感度を上げられる？

　グルグルグルグルと。

　難しく思考を巡らせていた直後、

「ねえ、黒くろ兎とさん。君にこんなことを訊きくのは少し酷かもしれないけど────あの二人のこと、どう思ってる？」

　良はハッとして顔をあげた。

　哲史の視線は、離れたボートの上でギャーギャーと騒ぎ合っている晴斗と音葉に注がれていた。

「ど、どう……とは？」

「うーん。色々な観点から君の見解を聞いてみたい気もするけど。ここは一つの意味にしぼった質問にしてみようか。────晴斗と神かん崎ざきさん、お似合いだとは思わないか？」

　瞬間、全身に大きな衝撃が走った。

　思わず言葉を失う良に、哲史は膝ひざの上で頬ほお杖づえをついてニコニコと笑みを浮かべる。

「ごめんよ。君は晴斗のこと、好きなんだよね？」

「ひあっ!?　い、いいいいいいきなり何を……いえ、そ、そうではなく……!?」

　自分でもみるみるうちに顔が赤くなっていくのがわかった。

　胸に秘めていた想いをズバリ言い当てられてしまったこと。そしてなにより、音葉の想い人である哲史が、いきなりそんな質問をしてきたこと。

　どれから処理をすればいいのか、良の思考は完全にパニックに陥っていた。

　そんな良を見る哲史の顔は、年齢的には年下であるとは思えないくらいに穏やかで落ち着いている。

「無理に隠さなくたってヘーキ、ヘーキ。晴はる斗とに対してわかりやすすぎる好意を抱いている子は、なにも君だけじゃないから。峯みね岸ぎしさんも、僕が晴斗の横でこれまで見てきた女の子たちみんな、君と同じ。晴斗の自然な魅力に惹ひかれて、いつの間にか恋い慕っている。神様のイタズラか、裏でヘンな力でも働いているのか。どうやら、晴斗の周囲は当然のごとくそういうふうになる運命らしい」

　淡々と告げられる哲てつ史しの言葉に、良りようは目を見開いて息を呑のんだ。

　みんな同じ。彼の一言に、らしくもなく反発の想おもいが芽生える。

「そんな……そんな言い方って……」

「気分を害したかな？　勘違いしないでほしいんだけど……君の想い自体を否ひ定ていするわけじゃない。君たちは君たちの意思で、晴斗のことが本気で好きなんだ。それはそれでいいんだよ。……だけど、僕が言いたいのはそういうことじゃなくてさ」

　晴斗の周囲は全部が全部、過程が欠如している────と。

　哲史は湖の水面を見つめながら、遠い目をして言った。

「そうだね。神様のイタズラってのは、僕の晴斗に対する嫉しつ妬との比ひ喩ゆ表現とでも思ってくれればいい」

「し、嫉妬……？」

「意外かな？　僕だって健全な男子だよ。そりゃ鬼き竜りゆうたちと同じように、モテモテで完かん璧ぺきな晴斗に嫉妬もするさ。それだけ、桜さくら川がわ晴斗っていう僕の幼おさな馴な染じみは、魅力と才能にあふれすぎている」

　哲史は爽さわやかな笑顔を少しだけ曇らせて、

「だから僕は傍ぼう観かんする側になると決めた。晴斗と競っても無駄とわかったから、いっそのこと観察対象として全力で楽しんでやろうと思った。そうでもしなきゃ、僕自身があいつを嫌いになりそうだった」

「広ひろ瀬せさん……」

　懺ざん悔げのような彼の言葉に、良も表情を曇らせる。

　……あまり親しい間柄でない自分にどうして打ち明けたのかはわからないが、きっと今の言葉は彼の本心だ。

　晴斗を友人として好きであると同時に、彼の才能に嫉妬する。

　隣にいたいのに、その存在は遠くて、あまりに非常識。

　凡人である良にもその気持ちと葛かつ藤とうはよくわかる。そして、その悩みに関して良よりもずっと先輩である彼は、「非常識を楽しむ」ことで晴斗の友人で在り続けることを選んだのだろう。

「……ごめんごめん。なんか僕自身の悩みを聞いてもらう形になってるけど。本題はそこじゃないんだ。今の話は、僕の中で一応の決着はついてるし」

　っと。

　暗い顔で黙り込む良りように、笑顔を取り戻した哲てつ史しがやれやれと首を振った。

「僕が言いたいのは、魅力的すぎる晴はる斗とが、普通は起こるであろう障害をすべて吹き飛ばしてしまっているってこと。あいつはいつも、なんの苦労をすることもなく、みんなに好かれて、走ってもいないのにいつの間にかゴールに立っているんだ。晴斗を好きになる過程の欠如────そういう意味で黒くろ兎とさん、君はみんなと同じなのさ」

「……否ひ定ていはできません。自分でも……わかっているつもりですから」

　晴斗のチート魔法。晴斗のことが気になるのは、その魔法の影響を自分が受けているからではないか？　……と良自身も感じているところはある。

　素直に応じた良に、哲史はゆっくりとうなずいてみせた。

「うん。でも、それは晴斗のほうにある問題だから、君はあまり気にしなくていいと思う。さっきも言ったけど、君の想おもいは本物だよ」

　哲史は良の瞳ひとみをのぞき込むようにして、

「そこで最初の質問に戻る。僕は、晴斗のことが好きな君にじゃなくて、客観的に晴斗を『観察』している君に訊ききたかったんだ。……晴斗と神かん崎ざきさん、あの二人の関係をどう思う？　君はきっと今一番に、晴斗と神崎さんを見ている人だから。二人を見守る同じ立場の人間として、僕は君の意見が聞きたい」

　良は困惑する。

　二人の関係性を客観的に『観察』して、どう思うか。

　その質問内容が彼の口からでる今の状況は、自分や晴斗、そして音おと葉はにとって、かなり都合が悪い。……そう言えば晴斗が以前、「哲史がヘンな勘違いをし始めている」とボヤいていることがあったか。

「ひ、広ひろ瀬せさん。その前に、一つだけお伝えしなければならないことが。晴斗さんは音葉さんのことを────」

「ああ、そういうフォローはいいよ。晴斗の言い分は、僕も晴斗の口から聞いている。……それに、君と晴斗が裏でコソコソとやって、僕と神崎さんを近づけさせようとしていることも、なんとなーく察してるしね」

「っっっ!!?」

　不意の一言に、良はお尻を浮かせて跳びあがる。

　哲史は口の前に人差し指を当てて、「しーっ」といたずらっぽく笑った。

「晴斗のニブチンは気づかれてないとか思ってるだろうけど。……二人には内緒だぜ？　晴斗の目標や、神崎さんの頑張りを、二人がやり切る前に否定したくはない。僕は彼らが友達として大好きだからさ」

「それじゃあ……あなたは……」

「うん。神かん崎ざきさんが僕を慕ってくれているのも当然気づいてるさ。彼女は僕を前にすると、緊張でガチガチになっちゃうようだけど」

　とたん、哲てつ史しの笑みが崩れて、真剣な表情になる。

「今の僕の想おもい、君だけにはハッキリ教えておこうと思う。『神崎さんのことは友達として好き』。それ以上でもそれ以下でもない」

　茶ちや化かしも誤ご魔ま化かしもなく、彼が本気でそう言っているのは、良りようの目から見ても明らかだった。

　絶望で目の前が真っ暗になる。自分たちが今まで裏でやってたこと、彼は全部察したうえで、眺めていたのだろうか？　音おと葉ははただの友達でしかないと、すでに答えを出しているのにもかかわらず。

　激しくなる動どう悸きをおさえながら、良はなんとか平静を保とうと努力する。

　哲史は少し申し訳なさそうな顔をして「……とは宣言したものの」と続けた。

「僕の中でもまだ確定的な答えとは言いい難がたいんだ。神崎さんは抜けているけど面白い子だし、女の子としての魅力もたくさんある。僕の心が変わらないとは断言できない。それに、神崎さんのことをもっと知りたいと思う自分がいる。それが今の僕のすべて。不確定で判然としない心の部分も含めてね」

　自分の中にある想いを、客観的に言葉にする────。

　本当はとても難しいことを、彼は平然と良に言ってのけた。

　この少年はきっととても理知的で賢くて、自分という人間をよく知っているのだろう。だからこそ、そんなことができる。

　だが、良にとってはとても冷たく間違っていることのようにも思えた。

（……自分の心を客観視するなんて、感情を否ひ定ていしているのとほとんど同じです）

　悩みも、葛かつ藤とうも、『こういうもんなんじゃないかな？』と答えを出して納得する。

　良も、晴はる斗とに対しての想いをそういうふうに片づけられれば、きっと楽だと思う。すべてはチート魔法のせいだから、と。……でも、やっぱりそんな諦あきらめたかのように見切りをつけてしまうのは哀かなしい。

　複雑な顔をする良を気に留める様子もなく、哲史は軽く首を振ってみせた。

「だけどね。神崎さんが気になっている一方で、彼女の相手になるべきは僕じゃないだろうとも強く思う。それこそ、未来はまだ不確定。互いが互いを必要としていることを、まだ気づけていない。だけど、彼らには確かな絆きずなを感じて────」

「……その相手が晴斗さん。ということですか？」

「ご名答。それが今の僕のベストアンサー。魅力的すぎる晴斗に対して、神崎さんには確かに『過程』が存在する。二人はその過程を進んでいる最中だと、僕には思えるんだよ」

　話を聞き終え、良りようは哲てつ史しの言いたかったことを理解した。

　音おと葉はのことは気になっている。もっと親しくなって、友達以上の感情が芽生えるかもしれない。

　だけどそれ以上に、今は晴はる斗とのほうが音葉に相応ふさわしいと思えてしまう。

　……本来は胸のうちにモヤモヤさせて葛かつ藤とうさせるべき問題を、他人に対して簡単に口に出してしまえる彼を、良はやはり変わっていると思った。

　同時に、好ましいとは言えない感情を抱いてしまう。

「……私のほうも謝らせてもらいます。ごめんなさい、だけど私────あなたのその考え方がどうしても好きにはなれません」

　自分でも驚くくらいに、らしくない発言だと思った。

　基本的に気弱で争いごとなんて大嫌いだ。それでも、彼には伝えておかなければと思った。同じく晴斗と音葉を見守る側の人間として、ハッキリと。

　良の返事を聞き、哲史は満足そうに微笑ほほえむ。

「へぇ。……と、言うと？」

「私も音葉さんが好きです。好きだからこそ、彼女には幸せになってほしい。だから……好きにはなれないあなたの言葉を真実であると信じて、今は希望を捨てないでおこうと思います」

「うん、そうしてくれ。僕は神かん崎ざきさんに興味がある。その言葉に偽りがないことは、誓って真実であると宣言しよう」

　広ひろ瀬せ哲史────晴斗が『腹黒王子』と呼ぶ少年は、ケタケタと愉快そうな笑い声を上げた。

「でも、二人のことをどう思う？　っていう僕の質問に対する答えは、君のほうから教えてくれないのかな？」

「そんなの決まっています。音葉さんが諦あきらめないなら、私も諦めない。それが答えです」

「なるほど。……うん、わかった。今日はとてもいい収穫があったよ」

「収穫……？」

　首をひねる良に、哲史は突然ずいっと顔を近づけてきた。

　良は驚いて、反射的に身を引いてしまう。

「な、ななななななんですか……!?」

「黒くろ兎と良さん。今日、僕は君という同じ立場に立つ人間と腹を割って話し合えたことを、とても嬉うれしく思う。同時に、晴斗や神崎さんと同じくらいに、君に対して興味が湧わいたよ」

「は、はい？」

　一瞬、耳を疑った。

　哲史の興きよう味み津しん々しんの目が、いたずらっぽい輝きを帯びてこちらに向けられている。

「君は僕と同じでありながら、性質的には正反対。晴はる斗とや神かん崎ざきさんから一歩退ひいて楽しむ僕に対して、君は首を突っ込んで巻き込まれるタイプだ。それに、君は『僕と神崎さんをくっつけよう』と努力しているようだけど、僕は『晴斗と神崎さんのほうがお似合い』だと思っている」

「…………っ」

　つらつらと語られる哲てつ史しの分析に、良りようはひたすら舌を巻く。

　人見知りの激しい自分だが、人をキライに思うことなんて滅めつ多たにない。

　滅多にないのに、この彼にだけは明確な苦手意識を抱いてしまった。あの戦いくさ間ま鬼き竜りゆうという少年だって、目の前の彼よりは何千倍もマシだろう。

「か、かかかかか勝手に人を分析しないでくださいッ。そういうの、とっても趣味が悪いと思います！」

「はははっ。悪い悪い。晴斗との付き合いの中で、面白いと思う物を探すのと、それがどうして面白いのかを考察するのが僕の癖になっちゃってさ。今日ここで、とても面白い君を知れたのは僥ぎよう倖こうだ」

「しゅ、趣味以前に性格が悪いですっ！」

「ああうん。よく言われる。まあ性分だから大目に見てねって感じで」

　腹を割って話した影響か、哲史の口調は晴斗などの親しい相手に向けるようなフランクなものへと変わっていた。

「同じ立場の人間同士、そして違う目的を持つライバルとして、これからもよろしくね、黒くろ兎とさん？」

「て、てててて丁重にお断りしますうううううっ！」

　涙目で叫び返す良の頭上で、晴斗が呼び出した黒い雲から曇り空が徐々に広がりつつあった。




　……人の想おもい、運命は混迷を極め、都合よく見通しが利かない。

　それはさながら、空に浮かぶあの濁にごった雲のように────。






第四章　たとえ最強じゃないとしても






　湖のボート騒動のあと、どんどんと空の雲行きが怪しくなってきた。

　出かける前に言われた女将おかみさんの忠告通り、これからひと雨きそうな感じだった。……念のために弁明しておくが、天気が悪くなったのは予報されていたことで、戦いくさ間まに制裁を加えた俺の魔法は関係ない。たぶん。

　俺たちはすぐに岸辺に引き返し、旅館に帰ることを決めた。

　帰りのバスの中で、俺は音おと葉はとの間にできてしまった溝のようなものを修復できず、ずっと黙っていた。音葉も俺の様子を見てか、なにか言いたそうにしていたが、話しかけてくることはなかった。

　黒くろ兎ともボートで一緒になった哲てつ史しとなにかあったらしく、少し不機嫌そうだった。逆にその哲史は上機嫌であり、ますます訳が分からない。

　なんとなく重たい空気を引きずりながら、旅館へと到着する。

　俺たち男子はひとまず自分たちの部屋に荷物を置きに行き、それから夕食を一緒にとるため女子部屋に向かった。今日はこの旅館での最後の晩ばん餐さんということもあり、女将さんが腕によりをかけて豪勢な食事を用意してくれているらしい。

「哲史……豪勢な夕食という物の中に、女体盛りは含まれるのだろうか……？」

「もちろんないよ。君は本当に懲りないな、鬼き竜りゆう」

「くそッ。なぜだ、旅館の晩餐と女体盛りはセットみたいなものだろう!?」

　廊ろう下かを歩く最中、哲史と戦間が交わすバカ話も、俺の耳にはほとんど入ってこなかった。

　どうしても、思い悩んでしまうのだ。

　音葉がなにを考えているのか。あいつのために、俺は何をしてやるのが一番なのか。

　本当に難しい。誰かのためにここまで悩むなんて、生まれて初めての経験だった。今まで他の人間は俺に都合よく動いてくれていたから。俺を深く悩ませることなんて、絶対になかったから。

　神かん崎ざき音葉という問題に関して────俺は一度だって正解を選べたためしがなかった。

「むむっ!?　なにやらフローラルな香りがしてきたぞ……ぐひひ、我々が目指す女子部屋はここかぁ！」

「香りじゃなくて部屋番号で確認しろよ。あんまりそういうこと言ってると、君だけ追い出されるぜ？」

　一人で考え込んでいると、哲史と戦間がある部屋の前で足を止めた。

　ここが音葉たちの泊まってる部屋らしい。俺たちの空き部屋と違って扉の外装から綺き麗れいで、もちろんお札なんか貼はってない。できればこっちの部屋に泊まりたかったよ、ホント。

「プスゥゥゥゥハァハァ、プスゥゥゥゥハァハァ……よし、開けるぞ……!?」

「息の荒げ方が驚くくらいに気色悪いわッ。ちょっとどいてろ、お前が先頭だと門前払いをくらう可能性が高い」

「同感だね。僕が鬼き竜りゆうを押さえておくから、頼むよ晴はる斗と」

　哲てつ史しが戦いくさ間まを羽交い絞めにしながら言う。

　俺は女子部屋の前に立ち、一つ深呼吸をした。

　……慣れ親しんだ間柄とはいえ、やはり女子だけの空間に立ち入るというのは緊張する。戦間みたいに呼吸を荒げないよう注意しながら、俺は扉をノックした。

　────コンコン。




「あ、お兄ちゃんがきたみたい！　加か奈な、開けてくるねっ」

「ほへ!?　か、加奈ちゃん、ちょっと待ってください！」

「音おと葉はっ、加奈ちゃんを止めるのよ！」

「……ミ、ミネミネ……帯が絡まって一歩も動けない」

「どうすればそんな奇き怪かいな状況になるのよっ!?」




　不穏な騒ぎ声がしたあと、鍵かぎのシリンダーがカチャリと回る音がした。

　内側から勢いよく扉が開かれる。

「待ってたよ、お兄ちゃん！　ほら、加奈の姿、見て見て！」

「きゃああああああっ！　見ちゃダメです、晴斗さん！」

「……へ？」

　すぐさま飛んできた、加奈と黒くろ兎との正反対の言葉。

　同時に、俺は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまった。

　こちらを迎え入れるために扉を開けた加奈は、身丈に見合った小さな浴衣ゆかたを着ていた。部屋に常備されていたものだろうと思われる。帯は背中側でしっかりとリボン結びされており、無邪気に見せびらかしてくる様子は、身内の色眼鏡込みでとても可愛かわいらしかった。

　だけど、それ以上の衝撃の光景が、加奈の背後で展開されていた。

　まず、加奈のすぐ後ろで表情を凍らせている黒兎。

　彼女は……下着姿に肩から浴衣を羽は織おっているだけの、あられもない恰かつ好こうをしていた。

　もちろん、帯などは結ばれていない。前は開きっぱなしのノーガードだ。ここまで強烈なワンコンボ。

　次に、部屋の奥。

　峯みね岸ぎしが畳たたみに膝ひざをついた状態で、真っ赤な顔をして俺を睨にらんでいた。

　こちらは浴衣を羽織っていない。完全なる下着姿。抜群のスタイルがどこもかしこも丸見えだった。さらに痛烈なツーコンボ。

　そして最後に……峯みね岸ぎしの足元。

　浴衣ゆかたどころか下着すら身に着けていない生まれたままの姿の音おと葉はが、全身に帯を巻きつけて青い顔をしていた。

　帯のファインプレーによって、大事なところは辛うじて隠れている。だが、その露出度は黒くろ兎とや峯岸の比ではない。おまけに絡みついた帯で手足の自由を奪われ、首まで軽く絞まって、本人はぐってりとしていた。苛か烈れつなスリーコンボ。どうしてそうなった……とつっこみたくてしょうがない。

「い、い、い────」

「いやああああああああああああああああああああああああああああっ!?!?」

「────って、晴はる斗とさんが先に悲鳴をあげるんですか!?」

　俺は絶叫しながら神速で後ろを向いた。

　胸がバクバクいっている。今しがた見た光景が脳裏に焼き付いて離れない。

　哲てつ史しは戦いくさ間まの両目を完全ガードしながら、とっくに部屋から一歩退ひいたところへ避難していた。チクショウ、相変わらず危機感知能力の高い奴やつだ！

「バっ、ババババババ、バカアアアアアアアアアアッ！　なんでそんな恰かつ好こうしてんだよ!?　着替えてるならドア開けんじゃねえ！」












「う、うううううううっさいわねっ！　怒りたいのはこっちのほうよ、バカバカッ！　加か奈なちゃんが勝手に開けちゃったんだから仕方ないでしょ！」

「……ごめんなさい。加奈、早くお兄ちゃんに浴衣ゆかた姿を見てもらいたくって……」

「ミ、ミネミネ……そんなことよりはやくこの帯を……い、息が、イキが……がくり」

「音おと葉はさああああああああああああんっ!?」

「良りようちゃん、こっちにきて解ほどくの手伝って！　桜さくら川がわはさっさとドア閉める！　覗のぞきの罪の追及はあとにしてあげるから」

「わ、わかった」

　バタンッ。

　急いで扉を閉め切ったところで、ようやく一息を吐つくことができた。

　頭を抱えて顔を真っ赤にする俺に、哲てつ史しがニヤリと嫌いや味みなほくそ笑みを向けてくる。

「よっ、久々のお約束～。憎いね主人公」

「……うるさい。今はほっとけ」

　裸を見れた嬉うれしさより、罪悪感とか羞しゆう恥ちとかのほうが何倍も上だ。ヘタレとか言うんじゃねえ。

　再び女子部屋の扉が開くまで、俺は『orz』の姿勢でひとしきりヘコんだ。







「ほんっっっっと信じらんない。サイテーよ」

「だから悪かったって言ってるだろ……」

「まあまあ紗さ季きさん。晴はる斗とさんも悪気があったわけじゃないですから」

「そーそー。意図せずそうなっちゃうのが晴斗だからね」

「広ひろ瀬せさんは関係ないので黙っていてください」

「あれ!?　く、黒くろ兎とさん、なんだか僕だけに手厳しくない……？」

「音葉ちゃん、全身に帯が絡まっちゃったんだって？　いやー、それは大変だったねー。縛られたときの体験談をぜひ聞かせてくれないかな、ハァハァ」

「うん。危うく窒息するかと思った」

「お兄ちゃーん。加奈、お腹なか減ったよー」

　しばらくして中に入れてもらった俺たちは、仲居さんが食事を用意してくれている間、賑にぎやかに立ち話をしていた。

　女子たちはみんな、浴衣に身を包んでいる。どうやら俺たちが来る前に着替えて驚かせようと思っていたらしいが、加奈が勝手に先走ったのであんな事態に陥ったという。あの光景を思い出すとまた顔が熱くなってくるので、俺はなるべく食事のほうに意識を向けるよう尽力した。

「────さあさあ、みなさん。準備できましたよー。好きな席に座ってね♪」

　一通りの料理が並び終わり、最後に女将おかみさんが両手を打ってそう言ってくれた。

　料理の内容は本当に豪勢で、鍋なべ物から揚げ物、巨大な刺身の船盛なんかも用意されていた。これで費用が一人三千円だというのだから、破格すぎる待遇だ。

「ほ、本当にいいんですか？　こんな豪華なコース……」

「気にしないでって何度も言ったはずよ？　子供はこっちの事情なんて考えず、楽しめるときに楽しめばいいの♪」

　思わず尻込みする俺に、女将さんは屈託なく笑って答えてくれた。

　すると、すかさず哲てつ史しが耳打ちをしてくる。

「叔お母ばさんの言う通りだよ。あっちはあっちで、広ひろ瀬せ家現当主の息子……つまり本家の嫡男である僕に色々と貸しを作っておきたいのさ。構図としてはウィンウィンってことで」

「……せっかく人が感激してんのに、ひねたこと言うなよな」

「ん？　事実を教えたまでさ。僕としても、そういう面倒なしがらみ抜きで、叔母さんの厚意には感謝してるし」

　歯はに衣きぬ着きせぬ物言いの哲史は、いつもと変わらず爽さわやかなくせにちょっと腹黒い。

　まあ、こいつの立場の苦労などを考えると、皮肉の一つでも言いたくなるのだろう。あまり深くは言及しないでおく。

　なにはともあれ気を取り直し、俺は自分の手前にあった座布団に腰かけた。

「お兄ちゃんの隣は、妹である加か奈なのものーっ」

　間髪いれずに、俺の右隣の席に加奈が滑り込んできた。

「……行ぎよう儀ぎが悪いぞ、加奈」

「えへへー。だって、良りようお姉ちゃんや紗さ季きお姉ちゃんに先を越されそうだったんだもん」

　加奈がちょいちょいと指さすと、その先で黒くろ兎とと峯みね岸ぎしが仁王立ちで対たい峙じしていた。

　二人はさながら龍りゆうと虎とらのような激しい気き迫はくを放ちながら、無言でバチバチと火花を散らせていた。その目はさっきからチラチラと俺の左側の座布団を盗み見ている。

　あまりに不穏すぎる空気に、俺は頬ほお肉にくをヒクヒクと痙けい攣れんさせた。

「お、おーい、戦いくさ間まぁ？　俺の隣にこないか？」

「断る！　だれが好き好んで男の隣なんかに！」

「だよな、チクショウッ！」

「っ!?　さ、桜さくら川がわが戦間を誘って……!?　まさか、そんなカップリングがあっただなんて……！」

「勝手にインスピレーションを得ないでくれ、峯岸!?　わかった、誰でもいいから隣は女子で頼む！　俺は神に誓ってノンケだからっ」

「……だそうよ、良ちゃん？　あたしがもらってもいいわよね？」

「ズ、ズルいですよ、紗さ季きさん！　ここは平等にじゃんけんで決めましょう！」

　騒ぐ二人を余よ所そに、哲てつ史しは笑いながら俺の対面に座る。争いに巻き込まれるつもりはサラサラないらしい。

　そのとき────ポスッと。

　俺の左隣に、さりげなく座る人の気配があった。

「「お、音おと葉は!?」さん!?」

「……女子一人、ご指名入りました」

　しれっと告げる音葉に、黒くろ兎とと峯みね岸ぎしがショックを受けたみたいに目を丸くする。

　隙すきをつく形で俺の左側に陣取った彼女に、加か奈なはかなり不服そうな表情で「む～っ」とうなった。

「音葉さんっ。なにをやってるの!?」

「ししょーの左隣は、弟子のもの」

「そ、そうじゃなくてッ。だって音葉さんは────」

　加奈の瞳ひとみが、チラチラと対面の哲史を窺うかがう。

　哲史は加奈の意味深な視線に気づきながらも、ニコニコと笑って「？」と首を傾けていた。

「ししょー……わたしが隣じゃダメ……？」

　っと、音葉が上目づかいにこちらに訊たずねてきた。

　彼女の不安げな瞳。それを見た俺は、また自分の失敗を思い知らされることになった。

（こいつ……昼間のことを気にしてるな）

　俺が音葉を遠ざけようとしたこと、それによってできてしまった微妙な空気。

　今のこいつは、明らかにそれを気にしているようだった。少しでも溝を埋めたい……そんな一心で、左隣に陣取ったのだろう。

　……ちがうんだ、音葉。

　……俺はお前に対して怒ってるわけでも、キライになったわけでもなくて。

　……ただ純粋に、お前のためを思ってやってるだけなのに。

　表情で訴えるも、言葉にはできない想おもいは伝わらない。すれ違い、食い違ってしまう。

　せっかく決意を固めたのに、すべてが裏目にでてしまう自分に嫌気が差した。

「ししょー……？」

「……お前の好きにしろよ。それで、お前が満足できるなら」

「…………」

　ついついキツい物言いになってしまい、音葉は怯おびえるように目を伏せた。

　それでも左側からはどかない。それが彼女からの答えだった。

「よーし、そっちの席はそれで決定だね。黒兎さんと峯岸さんはドンマイ。次があるさ。というわけで、僕たちの隣が空いてるからおいでよ」

「おれのハーレム展開キタコレ！　ぜひともこちらに！」

「私は加か奈なちゃんの隣にいきます。紗さ季きさんは広ひろ瀬せさんの隣、広瀬さんを挟んで戦いくさ間まさんという感じでどうでしょう」

「そうね。仕方ないけどその采さい配はいで異議はないわ」

「「あれ!?　なんか体よく避けられた!?」」

　自分たちの発言など耳も貸してもらえず、哲てつ史しと戦間はガクリと肩を落とした。戦間はともかく、哲史があんな感じの扱いを受けるのは珍しい。やはり、黒くろ兎ととの間になにかあったようだ。

「な、なあ、黒兎？　お前、哲史のことを妙に嫌ってないか？」

「そんなことはありませんよ。ただ、好きになれない人というのは誰にだって一人くらいいると思います」

「お、おおう……」

　コワイ、今日の黒兎さん、すごくコワイ。

　なんだか触れちゃいけない問題な気がしたので、とりあえず流しておくことにした。

「あらら。なんだかフクザツな感じ？　まあそれも青春よね～。ゴハンでも食べながら、思う存分に語らうとよいと思うわ」

　いい感じにまとめた女将おかみさんの言葉を合図に、俺たちは一斉にいただきますをした。

　さっそく船盛の刺身を口に運んでみると、まるで舌の上でとろけてしまうようだった。

　うまい、うますぎる。掛け値なしに俺の人生の中で一番うまい飯だ。

「はぐはぐっ。もぐもぐっ。もぐむしゃむぐむぐっ」

「汚っ!?　アホ、落ち着け音おと葉は！　いくらうまいからって食い方が意地汚いんだよ、お前は。ほら、口の周りを拭ふいてやるからこっち向け────」

　……あ。

　いつものくせで世話を焼こうとする自分に気づき、俺は手を止めた。

　料理を口いっぱいに含んでいた音葉も、目を丸くして振り向く。こちらを見る彼女の瞳ひとみの中に、一筋の喜びの光みたいなものが見て取れた。

「……ほら、自分で拭けよ」

「え、あ……し、ししょー……」

　だがすぐに俺が素っ気ない態度を取ったことで、その喜びは失意へと変わる。

　しょんぼりと受け取ったティッシュで口を拭ぬぐう音葉を見ながら、俺は深い深いため息を吐ついた。……こんなことじゃダメなんだ。こんなんじゃ。

　そんな気まずい俺たちの傍そばらで。

　不満げにする加奈の瞳が思い詰めたようにこちらへ向けられていることに、不覚にも俺は気づけなかった。







　あらかたのものを腹に収めて、食事も終盤に差し掛かった頃。

　対面の哲てつ史しが箸はしを置いて、唐突に席を立った。

「？　どうした、哲史？」

「ちょっとトイレ。食べ過ぎたみたいだ」

「ふへへ、よーやく障害が消えてくれたか……。紗さ季きサマァ……」

「いやあああッ！　にじり寄ってこないで、ヘンタイ！」

「よし、鬼き竜りゆう。君も僕と一緒にトイレだ」

「なぜにぃ!?　ああ、おれのターンがああああああああっ!!」

　峯みね岸ぎしに危害を加えさせないように、哲史は戦いくさ間まを引きずりながら部屋を出て行く。二人なので部屋付属のトイレを使うわけにもいかず、廊ろう下かのものを利用するようだ。

　自分のことであまり余裕のない俺の代わりに、哲史が暴走する戦間をどうにかしてくれるのは非常にありがたかった。もしかしたら、そこらへんのことも哲史は察してくれたのかもしれない。

「五分くらいしたら戻るよ」

　そう言い残し、バタンッと部屋の扉が閉められる。

　一番騒がしかった戦間が消えたことで、部屋の中は一気に静まり返った。

　それから一拍置いて、

「────音おと葉はさんっ！」

　バンバンと。加か奈なが憤慨した様子で机を叩たたき、音葉を睨にらみつけた。

　普段から喜怒哀楽の激しい妹だが、ここまで本気で怒りを露あらわにするのも珍しい。他の奴やつらはもちろん、兄である俺も目を丸くして彼女を見た。

「ど、どうした、加奈？」

「どうしたもこうしたもないよっ。さっきのはどういうことなのッ？」

　加奈は立ち上がると、俺たちの対面に回り込んだ。

　幼い双そう眸ぼうが、俺と音葉を咎とがめるように見つめてくる。

「音葉さんが好きなのは哲史さんなんでしょ？　なのに、音葉さんはずっとずっとお兄ちゃんばっかりにべったり。こんなのヘンだよ！」

　ここ数日、思い悩んでいたことを臆おく面めんなく言われて、俺たちは息を呑のんだ。

　音葉は沈黙している。正座をしたままうつむいて、自分の膝ひざをジッと見つめていた。

「お、落ち着け、加奈。これには色々と事情があって────」

「落ち着いてなんかいられないよっ。お兄ちゃんだってそう。お兄ちゃんは二人の恋を応援しているんでしょ？　なのに、どうして音おと葉はさんに何も言ってあげないの？」

　すべての不満をぶつけるように、加か奈なは拳こぶしを振るって言った。

　……加奈はまだ小学生だ。俺たちには俺たちの事情や悩みがあるなんてこと、理解しろというほうが難しいだろう。

　だから、加奈の無神経な物言いに苛いら立だちを覚えつつも、逆上して言い返すことだけはグッと堪こらえた。

　そんな俺の様子を、黒くろ兎とも峯みね岸ぎしも辛つらそうに見つめている。

「もう加奈、わけわかんないもん！　お兄ちゃんと音葉さんはどういう関係なのッ？　音葉さんにとって、お兄ちゃんは一体どういう存在なの!?」

　人一倍、俺に対する執着が強い加奈。

　他の男を好きと言いながら、俺に頼ってばかりの音葉に怒りを覚えるのは、ある意味で当然のことだった。いずれこうなることは事前に想像できたはずなのに。

　音葉は今にも泣きそうな顔をして、なんとか加奈を見つめ返す。

「し、ししょーは……わたしのししょーで……広ひろ瀬せくんと仲良くなるためにわたしを助けてくれて……」

「それは知ってるよっ。でも、それにしたって音葉さんはお兄ちゃんに頼りすぎ！　ただ手伝ってもらうんじゃなくて、お兄ちゃんが傍そばにいなくちゃ絶対にダメみたいに！　そんなんじゃ……哲てつ史しさんと恋人同士になれたって、いつまで経たってもお兄ちゃん離れできないよっ!!」

　高らかに言い放たれた加奈の言葉。

　それは……音葉の心に深く響いたみたいだった。

　彼女は目を伏せて、無言ですっと立ち上がる。

「お、音葉さん？」

「コラ加奈ちゃんっ。言いすぎよ」

「あうっ。で、でもぉ……」

　音葉の思った以上に暗い反応に、加奈もあわあわとして瞳ひとみに涙を潤うるませた。

　……身内のフォローになってしまうが、加奈に悪気がなかったことくらいは、俺にもわかる。こいつは音葉と哲史の恋のキューピッドになるとはりきっていたし、純粋に音葉を思ってのことだったんだろう。

　たぶん、音葉自身も、それをわかっていた。

　わかっていたからこそ、小学生からの追及にも何も言えず、答えられない。

「お、音葉さん……？　えっと、その……ごごごごごごめんなさいっ。加奈、べつにそんなつもりじゃ────」

「うん。わかってる。加奈は悪くないから。……悪いのは、わたしだから」

　音おと葉ははフラフラとした足取りで、部屋の外に向かう。

　俺は反射的に立ち上がった。

「音葉っ！」

「大丈夫、ししょー。ちょっと頭をスッキリさせるために、温泉に入ってくる。すぐに戻るから安心して」

　音葉は前を向いたまま、親指だけをグッとこちらに立ててみせた。

　……強がりであることは明白だった。でも、ここで俺が寄り添ってフォローしてやるのも、なにか違う気がした。音葉がショックを受けた原因は、きっと俺にあるから。

「わかった。気持ちが落ち着いたら戻ってこいよ。哲てつ史しも心配するから」

「うい。りょーかい」

　そのまま扉が閉まって、音葉の姿は消える。

　瞬間、顔面をしわくちゃにした加か奈なが、俺のほうをクルリと振り返った。

「うへあああああああんっ！　ごめんなさい、お兄ちゃあああああああああんっ！」

「……アホ。なんで謝る。音葉も言ってただろ、お前は悪くないって」

　泣きついてくる加奈の頭を、優しく撫なでつけてやる。

　情けないことに、音葉の言葉で改めて気づかされた。……そう、加奈はまったく悪くないのだ。煮え切らない態度で、ヘンに慣れ合いばかりをしていた俺たちが悪い。

「でもでも、でもおおおおおおおおおっ……！　音葉さん、すっごく傷ついたみたいで……加奈、すっごくイヤな奴やつでぇ……!!」

「ちがいますよ、加奈ちゃん。誰も悪くないし、加奈ちゃんはイヤな子なんかじゃない。ただ……誰かが誰かを好きになることって、とても難しいことなんだと思います」

　黒くろ兎とは年長者らしい、穏やかな微笑ほほえみを浮かべて加奈を慰めてくれた。

　峯みね岸ぎしもそれに頷うなずき、重い空気を一いつ掃そうするようにパンパンと手を打つ。

「そうね、良りようちゃんの言う通り。落ち込んだってなんの意味もない。……というわけで、確かこの旅館の温泉の前にゲームコーナーがあったわよね？　音葉が戻るまでそこで遊んで待ちましょう？　広ひろ瀬せたちも誘って」

「それはいい提案ですね。……どうですか、加奈ちゃん？」

「えぐっ……ひっく……」

　加奈は嗚咽おえつを漏らしながらも、峯岸たちの提案に首肯した。

　こんなときにも気遣ってくれる彼女たちに、俺は内心で感謝をする。

「じゃあ、広瀬たちもそろそろ戻ってくるだろうし行きましょう。桜さくら川がわももちろん来るわよね？」

「あー……うん。行こうとは思うんだが」

　俺は脱力するように肩を竦すくめて、

「その前に俺も、ちょっと温泉で頭スッキリさせてくるわ」





　○　●　○　●






「……はあああああああぁぁぁぁぁ……」

　湯船につかると同時、溜たまりに溜まっていた疲れがため息として口から漏れ出た。

　昨日立ち寄った銭湯の露天風呂もよかったが、旅館付属の風呂も非常に立派だった。湯気で見通しが利かないくらい広い空間に、風ふ呂ろ釜がまが三つほどあり、ジャグジーやサウナなどもあるようだった。

　俺以外に宿泊客が何人か見受けられたが、広いおかげでまったく気にならない。疲れを取るにはうってつけの場所と言えた。

「……この間みたいに、混浴温泉でもないからな」

「晴はる斗とは混浴のほうがよかったのかい？」

「うボォっぷ!?」

　唐突に背後から言われて、危うく沈ちん没ぼつしかけた。

　口に入ったお湯にゲホゲホむせながら振り返ると、腰にタオルを巻いた哲てつ史しが屈託なく笑ってたたずんでいた。

「お、お前……いつの間に」

「ついさっきね。隣、いいかな？」

「好きにしろよ。あまり近づきすぎると峯みね岸ぎしあたりの女子にまたヘンな噂うわさ立てられるから、適度な距離を保ってな」

「ははは。そりゃ大賛成だ」

　哲史は冗談交じりに言って、俺の隣に腰かける。

「…………」

「…………」

　特別に交わす言葉はなかった。

　哲史がどんな考えで黙っているのかはわからない。だが、俺のほうは何を話せばいいのかわからなくなっていた。

　今の悩みを、哲史に相談するわけにもいかないだろうし。

（音おと葉は、平気かな）

　湯煙に曇った天井を見上げて、ぼんやりとそんな考えにふける。

　最後に見せた、音葉の思いつめたような表情。いつまでも頭から離れなかった。

　俺が下手に首を突っ込んでも逆効果になることはわかっていたが、どうにかしてやりたいという想おもいが募つのってしまう。

　普段なら誰の悩みでも感情一つで突っ込んで解決してやれるのだが、今一番に助けてやりたい奴やつが俺にとって世界で唯一うまくいかない相手なのが非常にもどかしい。

　……フッと、先日の遊園地での事件が頭の中に想起された。

　異能局の赤あか木ぎと紅くれ葉は。あいつらは、音おと葉はに深く関かかわることをやめるようにと忠告してきた。あのときは自分の力を信じて、彼らの言葉を撥はねのけたはずだった。

　それでも、今になっても考えてしまう。

　彼らの言うことは、やはり間違ってなかったんじゃないかと。




「……晴はる斗と。神かん崎ざきさんとなにかあったのかい？」




　そのとき、哲てつ史しがいきなり核心をつくような質問をしてきた。

　俺はギクリと身を震わせて、目を剥むく。

「あ、その顔。やっぱりなにかあったんだ」

「な、なんでわかるんだよ。エスパーか、お前」

「いいや。普通の高校生さ。むしろエスパーやチートは、君の専門分野だろ」

　哲史は頭をボリボリと掻かいて、

「特別に力はないけど、それなりに空気は読めるほうだからね。加か奈なちゃんたちの女子メンバーの反応でなんとなく」

「……それで、俺のあとを追ってきたのかよ」

「当然だろ。僕はこの温泉旅行の企画者であり先導者だ。重い空気のまま解散……なんて流れになったら、今後のコンダクターとしての地位が危うい。みんなとはまたこうして一緒に旅行をしたいからね」

　哲史のその言葉は、俺にはとても呑のん気きに聞こえてしまった。

　空気が読めるとは笑わせる。お前が音葉の想おもいに気づいてやらないから、こんなややこしいことになっているんだぞ…………とは身勝手な理屈だろうか。

「言いたくないなら、無理に訊きこうとは思わない。でもね、晴斗。もしも君と神崎さんの間に問題ができてしまったなら、それをゴリ押しで解決しようとする前に、もっと相手のことを知るよう努力してみたほうがいいんじゃないかな？」

「相手を知る……？」

　珍妙なアドバイスに、俺は口をへの字に曲げて哲史を見た。

　音葉のことはよく知っているつもりだ。なにせ、ここ数か月ずっと行動を共にしてきたから。音葉を知ってほしいのは、むしろこいつのほうなのに。

　俺の無言の訴えをどこまで理解してか、哲史は「ちがうよ」と首を振ってみせた。

「神崎さんの性格とかキャラクター性とかは、晴斗が僕なんかより何倍も何十倍も詳しいのはわかってる。だけど、君は大事なことを忘れているね。考えるのを放棄していると言っていいかもしれない。それは『彼女との関係性』だ」

「……言いたいことがあるならハッキリ言えよ。回りくどいのは苦手だ」

「そうだね。じゃあ、ズバリ訊きこう。晴はる斗とは神かん崎ざきさんをどう思ってる？　晴斗にとっての神崎音おと葉はさんとは、一体どういう意味を持つ存在なんだい？」

　奇くしくも、それは先ほど加か奈なが音葉にした内容と同じような質問だった。

　同時に……俺の中に新たな困惑を生んだ。

「俺にとっての音葉？」

　深く考えたことはなかった。いや、考える必要はないと思っていた。

　音葉は俺にとって越えなきゃならない壁。あいつをどうにかすることで、俺は俺が「最強で完全無欠」なことを改めて証明できる。

　そのための協力関係。それ以上でもそれ以下でもない。

　────本当に？

　本当に、それだけか？

「なにかしらのすれ違いが起こったとき、相手の気持ちを考えるのは大事なことだと思う。だけど、相手が思い通りにならない他人である以上、その行為には限界があるよ。だから立ち返ろう。晴斗自身がどう思ってるのか。晴斗自身が、どうしたいのかを」

「哲てつ史し……」

「っと、理屈っぽいお節介だったね。こういうやり方が、あの子に嫌われる原因らしい」

　哲史は恥ずかしそうに頬ほおを掻かいて、苦笑いで誤ご魔ま化かした。

「行けよ、晴斗。友達は何に代えたって大事にするもんだろ？　喧けん嘩かしたなら、十秒で仲直りすればいい。少なくとも、僕の知る桜さくら川がわ晴斗はそういうことを簡単に口にしてみせる、傲ごう岸がん不ふ遜そんな奴やつだ」

　言いながら、哲史は出口のほうへ顎あごをしゃくってみせる。

　……頭の中のモヤモヤが晴れるようだった。

　周囲なんて関係ない。ただ自分のやりたいように。

　解決に繋つながるかはわからないが、今はそれが一番のやり方のように思えた。

「ああ。さんきゅな、哲史」

「なになに。大したことじゃないよ。……夏休み明けの一か月間、僕に昼飯を奢おごり続けてくれるだけでいい」

「大したことじゃないのに求める見返りがデカすぎねえかッ!?」

「今回の旅行でいい思いしただろ。すべて僕のおかげじゃないか。すべて込み込みで、大出血サービスすぎる見返りだと思うけど？」

　爽さわやかにえげつないことを言う悪友の顔面を殴ってやりたかった。やっぱり、こいつは性格が悪すぎる。音おと葉はが惹ひかれた意味がまるでわからない。

　それでも、この瞬間だけは感謝しておこう。

　俺は早足で脱衣所に戻って、さっさと着替え始めた。

　そろそろ音葉も戻ってる頃だろう。ちゃんと伝えるんだ。俺がどうしたいのか、あいつにどうしてほしいのかを。

　カッコよくなくても、スマートな方法じゃなくても。

　不器用で、不格好でも。

　たとえ────あいつが信じる『サイキョームテキなししょー』じゃなくなろうとも。

　精いっぱい言葉にしなきゃ伝わらないことって、きっとあるから。

「────晴はる斗とさんっ!!」

　決意を固めて男湯の暖簾のれんをくぐったとき、ゲームコーナーのほうから黒くろ兎とが血相を変えて駆け寄ってきた。

　あまりの慌てぶりに、俺も驚いてしまう。

「どうした。なにかあったのか？」

「いないんです！　音葉さんがどこにも！　探しても探しても、旅館の中に姿がなくて……！」

　全身の血液が瞬間的に冷えたような気がした。

「いない……!?　どういうことだ!?」

「も、戻るのが遅かったので、お風呂のほうにちょっと様子を見に行ってみたんですっ。そしたら音葉さんの姿がなくて……今、紗さ季きさんたちと一緒に必死で探しているんですけど……。も、もしかしたら旅館の外にでてしまったのかも！」

　黒兎も取り乱している。呂ろ律れつがうまく回っていない。

　俺は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。パラパラと窓を叩たたく大粒の雨音だけが、右から左へと耳を通過していく。

　……クソッ、冷静になれ！

　外は夕方ごろからの雨で悪天候。確信はないが、音葉がわざわざ出て行くとも思えないし、その理由も考えつかない。

「引き続き旅館の中を探そう。黒兎は哲てつ史しが風呂から出たらこのことを伝えてやってくれないか？」

「は、はい！」

「悪いな。それと、峯みね岸ぎしたちが探している場所を教えてくれないか？　俺はそれとはべつのところを探すから」

　早口に言って、黒兎に峯岸たちが音葉を捜索している場所を教えてもらった。俺はすぐさま振り返って、まだ探していないフロアへ走り出す。

　途中、ロビーに立ち寄って、知り合いの姿が見えなくなったことを伝えた。受付の人がすぐに女将おかみさんを呼んでくれる。

「事情はわかったわ。仕事の片手間になってしまうけど、こっちでも探してみる。見つかったら連絡をちょうだいね」

「はい、ありがとうございます！」

　またすぐに走って、エレベーターに乗り込んだ。

　迷いなく最上階のボタンを押す。峯みね岸ぎしたちは泊まっている自室を調べたあと、下の階層から順に探しているみたいだった。なら、俺は上の階層から探すのが順当な手段だろう。

「あのアホ……心配ばっかかけんじゃねえよ……！」

　焦りともどかしさだけが募つのり、思わずエレベーターの壁面をガンッと叩たたく。

　永遠にも感じる時間を経て、ようやくエレベーターが最上階に到達した。俺ははじき出されるように飛び出し、通路をくまなく探していく。

　いない、どこにもいない。

　携帯を取り出して電話をかけてもみたが、繋つながらなかった。あいつは今、どこでなにをしているのだろうか？

　一筋の汗が頬ほおを伝った、そのときだ。




『────……ルト……おい、ハルト！　聞こえてるなら返事しやがれ！』




　頭の中に直接響くような、粗そ暴ぼうな声がした。

　これは……テレパシー？

　すぐに声の主に見当がつき、魔法式を展開させて会話を試みる。

（レッドかッ!?）

『おう、ハルト。よーやく気づきやがったか』

（レッド、音おと葉はがいなくなっちまったんだ！　あいつの行方を知らないか!?）

『焦んなよ。オトハのことなら、こっちに心当たりがある。つか、そのことでお前に伝えようと思ったんだ。今、この旅館の屋上にいるんだが、これるか？』

　屋上……？

　俺はハッとして、非常階段のほうへ走り出した。

　エレベーターではいけないこの建物のてっぺん。階段には関係者以外立ち入り禁止の立札があったが、今は細かく気にしてはいられない。心の中で女将さんに謝罪しつつ、俺は屋上へと続く階段を駆け上がった。

　そして、一番上にある出口の扉を勢いよく押し開ける。

「レッド！」

『待ってたぜ、ハルト。意外と早かったじゃねえか』

『……ふっ。大切な人のためにこそ、全力が出せる。それは人も魔力も変わらねえさ』

『は、はい。だ、だだだだだからこそ、ワ、ワタシたちはあの人を呼ぶと決めたのですから』

　どしゃ降りの雨のなか、屋上で俺を待っていたのは三つのウサギのぬいぐるみだった。

「レッドとブルー……それに、クリア？」

『……オイラたち魔力に個別の名前はねえよ、坊ちゃん。だから、あんたが呼びたいならそう呼びな』

　足元が少し透けているぬいぐるみ────無属性の魔力、ウザッピー・クリアは激げき渋しぶな声でそう答えた。

　彼だけじゃない。顔なじみのレッド、そして最近親しくなったブルーの姿もあった。

「お、お前ら。揃そろいも揃ってこんな雨のなか、なにしてるんだ？」

『ケッ。オレっちたちも好きでこんな場所にいるわけじゃねーよ。この体じゃ水を吸って重くてしゃあねえ。おい、ブルー。どうにかしやがれ』

『ど、どどどどどどうにかと言われましても……。あ、雨は自然の摂せつ理りですし、み、水属性の魔力と言えどワタシ一人でどうにかなるものでは……』

『ああん？　ンだよ、使えねえな』

『……おっと、レッド。オイラの可愛かわいい子に暴言とは聞き捨てならねえな。今の言葉、取り消してくんな』

『おうコラ、やんのかクリア？　ちょうどいい、オレっちもお前のキザなキャラは気に食わなかったからなッ』

「おい、喧けん嘩かならあとにしてくれ！　今は音おと葉はのことだろ!?」

　コミカルに動くぬいぐるみたちに、俺は慌ててそう言う。

　レッドは舌打ちまじりにクリアを睨にらむと、『わかったよ』と俺に向き直った。

『オトハがどこに行ったのか……だったな。心当たりならあるぜ。少し前に、オレっちたちはこの場所からあいつを見送ったからな』

「見送った？」

『オ、オトハさんは、か、風属性魔力の協力を得て、む、向こうの山のほうへ行ってしまいました。神社にお祈りに行く……と。こ、これ以上、ハ、ハルトさんに迷惑をかけたくないからと』

　山？　神社？

　単語が頭を巡り、過去の事実と繋つなぎ合わさって…………俺はハッと思い当たった。




　────ほら。ここからでも見えるだろ？　あそこにそびえる大きな山。あの山の頂上に、『なんでも願いを叶かなえてくれる不思議な神社』みたいな物があるらしいんだ。道は舗装されてなくて安定しないから、近隣住民も滅めつ多たに立ち入らないそうな。




　哲てつ史しが露天風呂で言っていた、あの噂うわさか！

「あいつが叶えたい願いって────!?」

　俺に迷惑をかけないために。ブルーの言葉を信じるなら、音おと葉ははそう言っていたらしい。

　わからない。あいつが何を考えているのか、何を思ってこんなときにわざわざ危険な場所に行こうとするのか。

『……悩んでる暇ひまはあまりないぜ、坊ちゃん。風属性の魔力は気まぐれだ。嬢ちゃんを目的地まで運びきるとは考えにくい』

「っ!?　それじゃあ音葉は……!?」

『途中で地面に降ろされるか、適当に放ほうり出されたか。まああいつらもオトハのことは気に入ってるからな。あまり手荒な真ま似ねはしねえと信じたいが……』

　レッドの聞くのも恐ろしい予想に、俺は軽いめまいを覚えた。

　仮に、音葉が無事だったとして。あいつは自分一人の力で、開拓されてない山の頂上を目指すのだろう。やはり、危険なことには変わりない。

「チッ。とにかく考えるのはあとだ。行くぞ、お前ら！」

『ま、まままま待ってください、ハルトさん！』

　魔法式を展開させて風を呼ぼうとした俺に、ブルーが慌てて飛びついてきた。

「なんだよ、急いでるんだ！」

『い、いいいい急がなければならないのは、わ、わかっています。で、ですが、こ、これはデリケートな問題だと思うのです』

　ブルーは逡しゆん巡じゆんするように目を泳がせ、

『こ、細かい事情は知りませんが。オ、オトハさんが行ってしまったのは、ま、間違いなくあなたのことが関係しています。か、彼女はこの件に関して、あ、あなたが関かかわることを望んでいません』

『そうだぜ、ハルト。現に、オレっちたちはお前の足止めを頼まれて、ここに残された。オトハはお前が追ってくるのを何よりも恐れている』

　レッドとブルーに言われ、急いでいた俺も足を止めてしまった。

「なんだよそれ……。お前らは俺に行くなって言うのか？」

『……勘違いしちゃいけねえぜ、坊ちゃん。あんたを本気で止めるつもりなら、オイラたちは最初っからオトハ嬢ちゃんの居場所を教えたりはしない。《精霊王》に、魔力が勝てる道理なんざねえからな』

　腕を組んで静かに告げるクリア。

『……それでも、嬢ちゃんはオイラたちの大事なダチだ。あの子を傷つけようってなら、相手が誰であろうと容よう赦しやをするつもりはねえ』

『で、ですから。ワ、ワタシたちはあなたの覚悟を聞きたいのです。こ、この先、ど、どんなに辛つらいことがあっても、あ、あの子と一緒にいてくれますか？　あ、あなたには、あ、あの子を幸せに導いてあげる覚悟がおありですかっ!?』

『まっ、くだらねえ質問さ。オレっちはすでにわかり切った答えだと知ってるが、他の奴やつらがどうしてもお前の口から聞きたいってな。さっさと言ってやれ、ハルト』

　俺は改めて、三匹の不思議生物の顔をそれぞれ見回した。

　小憎たらしい顔面のぬいぐるみ。音おと葉はによって言葉を得た魔力たち。こいつらも音葉を心配している。あいつに幸せになってほしいと思っている。




　だけど────今はそんなの関係ねえッ！




「悪いけど、俺にそんな覚悟なんてない。たぶん、ここで俺が行っても、またあいつを傷つけることにしかならないと思う」

　思い通りになんか、絶対にいってくれないから。

「だからって、黙って見ないフリなんてことはしたくない。そんなの、俺自身が耐えられない。いくらうまくいかなくたって、やっぱり俺はあいつに挑み続けるしかないんだ。最強じゃなくても、完かん璧ぺきじゃなくても、納得がいくそのときまで」

　それが、今の俺の一番やりたいことなんだ。

　生まれて初めて、これだけは譲れないと思ったことなんだ！

「俺は行く！　お前らが止めようと、操作できない運命がそれを阻もうと、力ずくで押しとおる！　それ以外の方法なんて、俺は知らないから!!」

　たとえ、最強で無敵な自分をかなぐり捨ててでも！

『ウケケッ。いいじゃねえか。実にお前らしい、傍若無人でアホみたいな答えだ』

『……《精霊王》でもチートでもない。等身大のあんた自身の声、しかと聞き届けたぜ。せいぜい悩み、傷つき、泥だらけになりながら進みな、坊ちゃん。それが青春のあるべき姿ってやつだ』

『ワ、ワタシたちもついていきます、ハルトさん。あ、あなたたちの友達だからこそ、て、手伝いたい。お、お役に立てるかはわかりませんけど』

「ああ、それでいいよ。俺は魔法を使って音葉をどうにかしたいんじゃなくて、お前らと協力して音葉を助けてやりたい。だから、これからもよろしく頼む」

　告げると、レッドが特等席とばかりに俺の頭にひょいっと乗っかってきた。

　ブルーとクリアも、左右の肩にそれぞれ乗っかる。三匹ともぬいぐるみの体が雨を吸うだけ吸ってズシリと重かったが、まあ文句は言うまい。

「────行くぜ！」

　暴風が体を包み込み、俺は曇どん天てんに向けて空高く飛ひ翔しようした。





　●　○　●　○






『────君は変わった子だね』

　彼は屈託ない笑顔で、そう声をかけてきた。

　最初は、いつもの冷やかしてくる人たちと同じだと思った。チャイムが鳴っても課題が終わらず、絆ばん創そう膏こうだらけの両手で彫刻刀を握にぎっていた自分は、さぞ滑こつ稽けいな姿に映っていただろう。

　話しかけられて、怖かった。

　反射的に拒絶してしまって、何もしゃべることができなかった。

　それでも彼は、ずっと隣にいてくれた。何度も何度も失敗する自分の隣にいて、変わらない笑顔で見守り続けてくれた。

『そこはもうちょっと彫り込んだほうがいいんじゃないかな。ああ、焦らなくってもいいよ。どうせ僕も暇ひまだから。……あっ、もしかしてこういうの鬱うつ陶とうしい？』

　質問に対する答えは返せなかった。

　ただ、どうして？　……と。

　疑問がポツリと口から出てしまったことは覚えている。

『うーん、どうしてかな？　単純に、君みたいな個性的な子を近くで見ているのが好きなんだと思う。その彫刻だって、キレイでお利口さんなものしか作れない他の連中よりも、ずっと面白いぜ？』

　自分には絶対に真ま似ねできないことだから────。

　最後に彼は、ちょっと寂さびしげな声でそう付け加えた。




　初めて褒められたことが嬉うれしかったのだろうか？

　それとも、呆あきれずにずっと傍そばにいてくれたことが嬉しかったのだろうか？

　とにかくその日から、自分と『精霊さん』しかいなかった世界に、彼という存在が入ってきた。それはとても大きすぎる存在だった。

『またね、神かん崎ざきさん』

　何事もないように言われて、自分でも驚くくらいに心臓が跳びはねた。

　もう彼しかいない。

　彼のことだけを見て、考えよう。そうすれば辛つらいことも全部忘れて、幸せな気持ちになれる気がしたから。

　あのときから心に決めていた。そう決めていたはずなのに……。




『────アホ。まーたなにやってんだよ、お前は』




「…………ししょー？」

　沈んでいた意識から呼び起こされ、音おと葉ははハッと顔をあげた。

　あたり一帯を見回してみると、深い緑が生い茂る山中だった。密集する樹木の葉に大粒の雨が当たり、バタバタと弾はじける音だけが耳に痛い。

　どうやら木陰に入って休んでいたところ、少しだけ意識を失っていたようだ。

「……きゅーけい、おわり。早く行かなきゃ……」

　音葉はヨロヨロと立ち上がって、地肌から岩がむき出しになった急勾こう配ばいを登り始める。

　……時刻はすでに七時過ぎ。

　日が高くなったとはいえ、この時間帯では夜の闇やみが舞い降りている。おまけに舗装もされていない道と、雨でぬかるんだ地面のせいで、何度も転んで泥だらけになった。

「……着替えてくればよかった。あとで、広ひろ瀬せくんのおばさんに謝らなきゃ……」

　泥を吸って重くなった浴衣ゆかたを見下ろしながら、音葉は自分のドン臭さを改めて恥ずかしく思う。

　自分がこうだから、いつまで経たっても何も変わらないのだ。

　浴衣がはだけ、体中すり傷だらけで、ボロ雑ぞう巾きんのようになっても音葉はひたすら険しい山道を登り続ける。

　ここで頑張らなければ、それこそ自分で自分が許せなくなるような気がしたから。

「……ししょーが怒ってるのは……全部、わたしのせいだから……。もうししょーに迷惑をかけないように。一人でなんでもできるように────」

　頼ってばかりの自分が情けなかった。

　そう思うのに、頑張っても変われない自分がイヤだった。

　結局、自分は諦あきらめないと宣言しながらも、あの人にすべて任せていたのだ。寄りかかって、楽をしようとしていたのだ。

　それが段々と強くなって────離れるのが怖くなった。

　いけないとわかっているのに。あの人だって望んでいないとわかっていたはずなのに。

　目標に向けて歩こうとすればするほど、あの人の存在が遠ざかってしまうように思えた。それが堪たまらなく恐こわくて、立ち止まって、振り返って、未練がましく縋すがり付ついてしまった。

　いつまでもここにいたい……と。

　情けなく思ってしまった自分を変えるために。

「……おねがいです、かみさま……。こんなわたしを変えて……。ししょーがいなくても、大丈夫なわたしに────」

　……あれ？

　音おと葉はは山の頂上を見上げながら、ふと首をひねった。

　その先の言葉が続かない。動いていた足も、いつの間にか止まっていた。

「どうして……？　わたしは、なんで……」

　無理にでも動こうとした、その瞬間。

　鈍い轟ごう音おんと共に、音葉の体を唐突な浮遊感が襲った。

　ぬかるんだ足元が崩れる。彼女が立っていた場所は、最悪なことに崖がけっぷちだったのだ。

「あっ……」

　こんなときにも、間の抜けた声しか出せなかった。

　体が真っ逆さまに落ちていく。高度は十五メートルほどだろうか。下にはクッションになるような茂みもなく、むき出しの岩石が待ち構えている。

　きっと自分は死ぬのだろう。

　走馬灯のようにゆっくり流れる時間の中で、音葉はぼんやりと思った。

　めぐる記憶。最期の時に思い浮かんだ人の顔は────。




「────音葉あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ!!!」




　直後、山全体を震わせるように大だい喝かつが轟とどろいた。

　曇どん天てんが真っ二つに割れ、そこから隕いん石せきがごときスピードで一人の少年が急降下してくる。

　雨粒さえもすべて吹き飛ばして現れた彼は、地面と衝突寸前だった音葉を間一髪で抱き留めた。そのまま風に巻かれて、一直線に上昇する。

「……ししょー」

　音葉は自分でも情けなくなるくらいに弱々しい声をあげて、その少年を呼んだ。

　先ほど思い浮かんだ顔が────目の前にいる桜さくら川がわ晴はる斗とと完全に一致した。





　○　●　○　●






　音葉を拾い上げた俺は、とりあえず行く先を山の頂上へと向けた。

　飛行している間、腕の中にいる音葉はずっと黙っていた。怒られることに怯おびえているのか、それとも他に思うところがあるのか。こいつの考えを推し量ることはできなかったけど、俺のほうもあえて何も言わずにおいた。

　頂上付近までやってくると、確かにそこには小さな社やしろがあった。

　神社と呼べるほど立派なものではない。

　ただ、古びて苔こけむした鳥居と祭壇だけがポツリと置かれている。

　下手をすれば見落としてしまいそうな寂さびれた場所。

　俺たちはその前に音もなく着地する。

「ししょー……」

　そのとき初めて、音おと葉はがビクビクと声をあげた。

　顔はこちらに上げない。俺の視線を恐れるように、目を伏せて震えている。

　俺は────その小さな肩をギュッと強く握にぎりしめた。

「……アホ」

「む、むぐ……」

「アホ。アホアホ。お前はどうしようもないアホだ」

　思うがままに罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせる。

　音葉は所在なげにしゅんとしていたが、俺は彼女の顔を真まっ直すぐに見据え続けた。

「危険なことして、みんなに心配かけて、それで目指したのがこんな寂れた社か？　そんなの、笑い話にもなんねえよ」

　好き勝手に言う俺に、音葉がキッと視線をあげた。

　その顔は真剣そのもの。初めて、俺に対する反抗心みたいなものが垣かい間ま見みえた気がした。

「でも……だって、ししょー……！　わたし、ぜんぜんダメでっ。いけないってわかってても、どうにもできなくて！　だから、もう神様を頼るしか────」

「それがアホだって言ってんだ！」

　怒鳴りつけると、音葉はビクリと身を震わせて黙った。

　俺は音葉の瞳ひとみを真っ直ぐに覗のぞき込こみながら、深く息を吸い込む。

「神なんかに祈る暇ひまがあったら、この俺を頼れよ！　なんとかしてやるって、いつも言ってるだろ！　俺は、お前が思うような『サイキョームテキなししょー』じゃないかもしれない。うまくいかなくて、ヘコんで、イラついて、時にはお前に当たり散らしたりして……。ダメダメな感じかもしれないけどッ。それでも、それでも……！」

「ししょー……？」

「俺は、お前の力になりたいんだ！　頑張るお前の傍そばにいたいんだよ……！」

　最初に出会ったとき。こいつの瞳の奥にある熱に、嫉しつ妬とした。

　俺が持っていないものだったから。魔力と意思疎通が取れる才能とか、俺の力が世界で唯一通じないとか以上に、こいつの意思の強さにどうしようもなく焦がれた。

　でも……それだけじゃなかったんだ。

　未いまだにうまく言葉にはできない。できないけど、一つだけ確かなことがある。

「音おと葉は。俺、頑張ってる時のお前が好きだよ。見ているだけで勇気が湧わいてくるんだ。とんでもなくアホで、呆あきれることもあるけど。そんな賑にぎやかさも含めて、お前と一緒にいると楽しい」

「……うん」

「だから、俺に対して迷惑とか思うんじゃねえよ。俺は絶対にお前のことを見捨てたりしないから。納得できるまで、ずっと傍そばにいてやるから。迎えるのがどんな結末で、お前がどんな答えを出すにしても、絶対にだ」

「……うん……！」

　服の裾すそを握にぎってくる音葉の手にも、キュッと力が込められた。

　社やしろに静けさが舞い降りる。俺と音葉はしばらく黙って見つめ合った。

　そのうち、音葉がオズオズと口を開く。

「ししょー。やっぱりわたし……広ひろ瀬せくんが好き」

「ああ。わかってる」

「でも、ししょーとも一緒にいたい。ししょーと同じで、わたしもすごく楽しいから。離れたくないって思うの」

　音葉はフルフルと首を振って、

「まだモヤモヤしてる。自分の気持ち、よくわからない。こんなわたしでも……ちゃんと答えを出せるまで、傍にいてくれる？」

「当たり前だ。最初からそのつもりだよ」

　笑いかけてやると、音葉も小さく笑い返してくれた。

　上空の曇どん天てんが、俺の突き破ってきた部分から晴れていく。そこから小さな星々が覗のぞいた。こうしてみると、ここから眺める景色も悪くない。

「……やっぱり。神様にお願いしようかな」

「あ？　お前、まだそんなこと言って────」

「ちがうよ。ちがうけど、ちがわない。……もし、出会えた順番を逆にできるんだったら。最初にわたしの世界に入ってくる人を変えられるなら」

　音葉は俺の顔を見上げながら、

「わたし、ししょーのこと────」

『────カーッ！　クサすぎて見てらんねえな、お二人さんよぉ！』

　ビックリ。俺と音葉は一斉に全身の毛を逆立てる。

　俺の背中から、ノソノソと三つのぬいぐるみが這はい上あがってきた。

『……おいおい、レッド。このタイミングで茶ちや化かしを入れるとは感心しねえな』

『そ、そそそそそうですよ。せ、せっかくいい雰囲気だったのに……』

『うるせえ！　オレっちはこういうド真面目まじめな空気が大嫌いなんだ。ったく、朴念仁と天然の分際でいっちょまえに色気づきやがって。あー、やだやだ』

「お、おおおおおおおおおおお前らあああああああああああああああっ!!」

　連れて来ていたことを、完全に失念していた。

　俺は顔を真っ赤にして三匹を睨にらみつける。今にも顔から火が出そうだった。音おと葉はもポーッと頬ほおを染めて、誤ご魔ま化かすようにそっぽを向いている。

『俺、頑張ってる時のお前が好きだよ……とか！　プラトニックかッ。高校生にもなって勘弁してほしいぜ、まったくよ～』

「ぎゃああああああああっ!!　やめろ、改めて掘り返すな！　チクショウ、俺はもう帰るぞ!?　帰って不ふ貞て寝ねしてやる！」

『そ、そこまでナイーブに傷つかなくても……。ワ、ワタシは好きでしたよ？　ハ、ハルトさんのオトハさんに対する気持ちが充分に伝わってきました』

「だからやめろっつってんだろ!?」

　殺せよ、いっそのこと殺せばいいだろ！

　俺は音葉を小脇に抱えると、肩を怒らせて山をおり始める。耳元で『かっくうぃうぃね～、ハルトくん』と煽あおってくるレッドがどうしようもなくウザかった。

「────っ。ししょー、あれ！」

　そのとき、音葉が足をパタパタとさせて背後を指さした。

　今度はなんだ？　顔の赤さを消せないまま、ヤケクソ気味に振り返ると。

「ッ!?　なんじゃこりゃ!?」

　山頂にある社やしろが、ほんのりと虹にじ色の光に包まれていた。

　その輝きには、俺もよく見覚えがあった。あれは魔力が発する光だ。社を中心にして、大量の魔力が集まりつつある。

「これ、お前の仕業かッ？」

　目を白黒させる俺に、音葉はこてんと首を傾かしげる。

「わからないけど。精霊さんたちがわたしのやりたいと思ったことに賛同してくれれば、一緒に遊んでくれる」

「お前のやりたいこと……。も、もしかして？」

　イヤな予感がした。

　この不可思議な現象が起きる前に、音葉はなんと言ってたっけ？

　確か────神様にお願いしようかな、とかなんとか。




　ギュィィィィィィィィンッ!!




　俺が思い出してから間を置かずに、轟ごう音おんをたてて集まっていた光が上空に昇った。

　光は天を衝つき、雲を消し飛ばす。

　そこから神々しい輝きと共に、細長く巨大な何かが『ゴ　ゴ　ゴ　ゴ』と舞い降りてきた。

「ウ、ウソだろ、おい……」

「願いを叶かなえてくれる神様っ」

　俺は思わず後ずさり、音おと葉はが興奮したように鼻息を荒くした。

　全身が緑の鱗うろこに覆われた、爬は虫ちゆう類るいっぽい巨大生物。深紅の双そう眸ぼうに長いひげ、そして鋭い牙きばが並ぶ凶悪そうな顎あご。その巨体は重力を無視したようにフヨフヨと宙に浮いている。

　ソレは、とても有名な漫画にでてくる、願いを一つだけ叶えてくれる神龍によく似ていた。

『……我を呼び覚ませしは、汝なんじか……？』

「しゃべった!?　え、マジなの？　七つの玉とか集めてないけどオッケーな感じなの？」

「ししょー！　ここは一つ、お約束のあの願いをっ。ギャルのパンツを……というアレで」

「お前はお前で、なんで俺に前振りしてんだ!?」

「だって。女子が言っても再現率が低いと思って。ここはししょーに任せようかと」

「なぜに再現率にこだわる!?　やらねえからな!?」

『……どうした。我を呼び覚ましたということは、願いがあるのだろう？　願いを言え。さすれば汝の野望、我が叶えてしんぜよう……』

　俺は泡を食って、上空の神々しい龍りゆうを見上げた。

　……いやいやいやいや。ご冗談を。

　これは音葉の願いに反応した、魔力たちのイタズラで作り上げられたものだ。本当に願いを叶えてくれるとは思えないし、音葉が元ネタ漫画へのリスペクトで再現したがっているボケをかますつもりもない。

「あ、あの。できれば、何もせずにさっさと帰ってほしいんだけど────」

「────うおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　事を穏おん便びんに済ませようとしたとき、山の下からけたたましい足音を立てて、人影が駆け上がってきた。

　彼は血走った眼めで神龍を見上げながら、変態的にハァハァと息を荒げている。

「戦いくさ間ま!?　追ってきたのか!?」

　一応、ここに来る途中、携帯で黒くろ兎とに行き先を告げておいた。だが、こんなにも早く、しかも一番乗りが戦間だなんて誰に予想できただろうか？

　戦間はあっという間に俺たちを追い越すと、拳こぶしを振り上げて神龍と対たい峙じした。

「神龍よ！　ギャルのパンツを────」

「うらああああああああ!!」

「あぎゃあああああああああ!?」

　言わせねえよ!?

　しょうもない願いを本気で口にしようとしていた戦いくさ間まを、俺がギリギリのところで魔法で焼き尽くした。……まったく、油断ならない。相手は音おと葉はの力によって暴走した魔力だし、下手なことを願って何が起こるかわからないのだ。

　冷汗を拭ぬぐっていると、続いて山の下から次々にべつの人影が駆けてきた。

「晴はる斗とさん、音葉さん！」

「二人とも無事!?　死んでなんかいたら許さないわよ！」

「うええええええん！　お兄ちゃああああああああん！」

「ほら、加か奈なちゃん。泣かない泣かない。二人とも、ちゃんと無事みたいだよ」

　黒くろ兎と、峯みね岸ぎし、加奈、哲てつ史しの順で、四人が山頂に到着する。

　戦間に続いての登場に、俺も音葉も目を丸くして驚いた。彼らは俺のように飛行魔法を使いこなせないはずだ。それなのに、どうしてこんなに早く？

「お、お前ら。なんで？」

「はい。課長と局長────紅くれ葉はさんたちに、途中で出会いまして。全員、魔法でここまで運んでもらったんです」

「……ママ？　ママがここにいるの？」

　黒兎が伝えた事実に、音葉は意表を突かれたみたいにきょとんとしていた。

　神かん崎ざき紅葉……異能局の局長である彼女は、音葉の実の母親だ。なるほど、彼女なら黒兎たちをここに運ぶのもわけないだろう。

　しかし、紅葉がここにきている理由がわからない。

「えっとですね……。紅葉さん、音葉さんのことが心配すぎて、この温泉街まで追ってきたみたいで────ふわっ？」

　言いかけた黒兎が、唐突に素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　なにやら、浴衣ゆかたの下の腰元が、まばゆく発光している。黒兎だけじゃない、音葉、峯岸、加奈も、同じような現象に襲われていた。

「ひっ!?　な、なんなのよこれぇ!?」

「わわわっ。か、加奈のパンツが光ってるよ!?」

「……おい。まさかこれって」

　俺が青い顔をして下を向くと、脇に抱えていた音葉が神妙な面持ちで頷うなずき返した。

「えくすぷろーじょんっ」

　パァンッ！

　軽快な破裂音と同時、女子メンバーの浴衣の下で何かがはじけ飛ぶ。

　股また下したからハラハラと落ちてくる布地を、俺はあんぐりと口を開けて眺めた。

「「「い、いやああああああああああああああああああああっ!?!?」」」

　音おと葉は以外の女子が、一斉に悲鳴をあげて縮こまる。

『……美少女のパンツをうらぁ！　────確かに願いは叶かなえてやったぞ』

「お前もう帰れよ!?」

「願いを叶える神龍……恐るべし」

「お前はもう少し恥じらいを持て！　ノーガードだぞ!?　その浴衣ゆかたの下、ノーガードなんだぞッッ!?」

「さ、ささささ桜さくら川がわぁ！」

「ひ、ひどいです、晴はる斗とさぁん……」

「お兄ちゃんのエッチ……でも加か奈なは……ぽっ」

「俺のせいじゃねええええええええええッ!!」

　ああ、心が折れそうだ。

　このカオスな状況をどうにかしてくれと頼もうとしたが、神龍はすでに煙となって消えていた。どうやら、叶える願いは一つだけというところも無駄に原作どおりらしい。ビックリするくらい使えない神様だった。

　さらに、そんな俺に追い打ちをかけて、

「────ふふっ、ふふふふふふふふ！　見たか、赤あか木ぎ？　わたしは決定的な現場をおさえたぞ。あの野獣が、音葉の下着を破り捨てる瞬間をな！」

「いや、あれは桜川のせいじゃなくて、おたくのお嬢さんが原因な気もしますけど。……あ、いえ。すごい顔で睨にらまれましても。わかりました、もう好きにしてください。オレはノータッチに徹するので」

　風を巻き起こして上空から舞い降りてきた、疲れた顔の男。

　そして、男の肩に背負われた、淡色髪の麗人が姿を現す。

「赤木のオッサン!?　そ、それと……」

「久しぶりだなぁ、桜川晴斗？　わたしが目を離した隙すきに、愛いとしい娘に好き勝手やらかしてくれたようで。……覚悟はできてるな？」

「誤解だって！　あれは俺じゃなくて、音葉の力が暴走した結果で────」

「問答無用！　聞く耳持たん！　とりあえずくたばれ、桜川晴斗！」

「お前は単に俺を抹殺したいだけなんじゃねえのか!?」

　逆立てた髪から闇やみ色の靄もやをブワッと噴き出し、鬼の形相で襲い掛かってくる紅くれ葉は。

　相手は親バカだが、同時に世界最高峰の魔法使いである。以前の死闘を思い出し、俺は瞬間的に青ざめた。音葉を抱えたまま、一目散に逃げ出す。

「待て！　まさか、音葉をさらって逃とう避ひ行こうか!?　許さん、許さんぞ！」

「ちげえよ！　それに、音葉をさらおうとしたのはお前のほうだろがッ」

「ししょー、あなたとならどこまでも」

「音おと葉はも悪ノリするんじゃねえ!?」

「うぐッ。そんな、音葉、悪い男に騙だまされて……。さ、桜さくら川がわあああああああああああああああああああああああああああッ！」

「だあああああああああああああああああああああッ」




　紅くれ葉はに追われながら、全速力で逃げる晴はる斗と。

　その姿を眺めていた広ひろ瀬せ哲てつ史しは、苦笑いで肩を竦すくめた。

「ホント。君たち二人は見ていて飽きないね」






エピローグ　僕と彼女の育成論






「この三日間、ありがとうございました」

「いえいえ。よかったら、ぜひまた来てちょうだいね～」

　温泉旅行三日目。昨晩の雨が嘘うそのようなよく晴れた昼さがり。

　旅館の前で女将おかみさんに挨あい拶さつを済ませて、俺たちは帰りの駅へと歩き出した。

「あー、もう帰るのか……。結局、おれの夏のアバンチュールはスパークすることなく不発に終わってしまったな」

「君は別の意味で思いっきりスパークしてたじゃないか、晴斗に燃やされまくって。……まっ、機会があればまた誘うよ。夏休み自体はまだ始まったばかりだしね」

　最前列を歩く哲史と戦いくさ間まが、今回の旅行を名残惜しむように話す。

　そして、そのすぐ後ろではまたべつの争いが繰り広げられていた。

「ほんっと～に！　紗さ季きお姉ちゃんみたいにおっぱいが大きくなるにはどうしたらいいのッ？　加か奈なに教えて～」

「ちょ、加奈ちゃん！　ももももももも揉もまないでっ！　さ、桜川に戦間ッ、こっち見たら殺すわよ!?　具体的に殺害方法を提てい示じすれば眼球を潰つぶす！」

「さ、紗さ季きさん。発言が穏やかじゃないです。加か奈なちゃんも人前でそんなことしちゃダメですよ？」

「えー。……じゃあ、良りようお姉ちゃんも、えいっ」

「うひゃあっ!?　や、やめてくださいっ」

「安心してくれ、黒くろ兎とさん。鬼き竜りゆうの視界は僕が完全にガードしている。思う存分、加奈ちゃんに揉もまれちゃってくれ」

「広ひろ瀬せさんもジロジロ見ないでください！　今すぐ土に埋まって！」

「土に!?　な、なんか僕の扱いが日に日に悪化してないか……？」

「むがああああああッ。おれの視界からこの手をどけろ、哲てつ史し！　紗季サマと良ちゃんのおっぱいが、おっぱいがああああああああああっ!!」

「うっさい！　地獄に行きなさい、ヘンタイ！」

「ごふッ!?　なんて強烈なボディーブロー……もっと強くッ」

「あっ。あんなところにアイスの自動販売機。お兄ちゃん、買って～」

「……自由だな、お前ら」

　黒兎、峯みね岸ぎし、加奈も交えてさらにやかましくなった一団を眺めながら、最後列を歩く俺は呆あきれて半眼になった。

　加奈は、この三日間ですっかりメンバーに懐いたようだ。俺に対する過剰な敬愛と、女子陣への妙な対抗意識は変わらないが、実家にいるときのような自然体になっている。兄としては喜ぶべきことなのかもしれないが、やかましい要因が増えたと思うと少し頭が痛い。

　そして、他の人間と関係性が変わったのは加奈だけじゃない。

　黒兎や峯岸たち他のメンバーも、少しずつだが変わっているように思える。

　今まではそんなこと一度も感じたことなんてなかった。俺の人生はチートでテンプレ。配置された役割の他人が都合よく動き、ありきたりに劇的な日常が繰り返される。……そう思っていたのは、俺の勘違いだった。

　たとえほんのわずかでも、なにかが変わる。

　それが、自分の予想外で都合の悪いことでも。一喜一憂して、悩んで、進む。

　だからこそ人生は不確定で面白い。最近はそう思えるんだ。

　……これが成長ってやつなんだろうか？

「ししょー。ぼーっとしてどしたの？　もしかして、ししょーもアイス食べたい？」

　ふと、すぐ傍そばらから起き伏ふくに乏しい声が呼びかけてきた。

　振り返ると、音おと葉はがアイスの自販機をチラチラと横目で見ながら、俺に物欲しそうな顔を向けてきていた。……こいつはどこまで小学生と同レベルなんだろうか。

「アホ。単にお前が食べたいだけだろうが」

「そうとも言う」

「そうとしか言わねえ」

　俺は嘆たん息そくすると、財布から小銭を取り出して自販機の投入口にいれた。

「そ、そんな、ししょー。奢おごってもらうなんて悪い、じゅるり。ししょーにお世話になりっぱなしもよくないし、じゅるり」

「申し訳ないと思うならまずそのヨダレを抑えろッ」

「あーッ。音おと葉はさんだけズルい！　加か奈なが先にお願いしたのにッ」

「わかったわかった。お前にも買ってやるから騒ぐな」

「そうかい？　じゃあ、僕はバニラで頼むよ」

「あたしはストロベリー」

「おれはチョコミントで」

「み、みなさん!?　確認も取らずに晴はる斗とさんに悪いですよ！　……も、もし晴斗さんがいいのなら、わ、わたしはナッツで……」

「お前も何気に図ずう々ずうしいな、黒くろ兎と!?」

　全員、俺に奢ってもらう気満々じゃねーか！

　渋りはしたものの、結局は流れで大量のアイスを買わされるハメになった。俺は寂さびしくなった財布を嘆なげきながら、自販機からアイスを取り出してそれぞれに手渡す。












「ししょー、ありがとうっ」

　アイスを受け取った瞬間、音おと葉はの顔に弾はじけるような笑顔が咲いた。

　ドキリ。俺の胸の奥で、確かに何かが疼うずく。

「べ、べつに。たいしたことじゃねーよ」

　顔の赤さを隠すのに、俯うつむいてそうつぶやくしかなかった。




　たぶん、俺たちはこの先もこうやって都合悪く変わっていくのだろう。

　それがチート俺とアホの娘彼女の育成論だから。






　　　あとがき









　どうもです。小こ山やまタケルです。

　そんなわけで、『チートな僕のアホの娘育成論』二巻をお届けしました。

　いかがだったでしょうか？　楽しんでいただけたならば幸いです。

　この作品と少し関係する話なんですが、作者の近況報告として、ついに甥おいっ子が電子ゲームで遊ぶようになりました。

　年齢的に周囲の人間がゲームをしなくなった僕にとって、新しい遊び相手が見つかり内心でテンションあがりまくりです。さっそく「どれ、腕試ししてやるよ？」とドヤ顔の師匠気取りで、某ヒゲおじさんのレーシングゲームを取り出したわけです。甥っ子もヒゲおじさんのことは知っていたらしく、ノリノリでこの勝負に乗ってくれました。




　────惨　敗　で　し　た




　はい、僕のドヤ顔は見事な前振りになったわけです。

　いや、すごいんですよ。とにかくレバーガチャガチャ、ボタンポチポチしているだけなのに、うまいことうまいこと。結果、師匠気取りだった僕は「もう一緒にゲームやってあげないんだからねっ!?」と三日間の不ふ貞て寝ねモードに入る始末です。

　そんな甥おいっ子の『滅め茶ちや苦く茶ちやだけど不思議なパワー』『見ていてヤキモキするけど不思議な魅力』は、この作品のヒロイン、音おと葉はを書く上で非常に参考になっています。

　本当に、子供というのは不思議で面白い存在ですね。




　謝辞のほうを。

　イラストを担当してくださった、れい亜さま。とてもお忙しい中、素晴らしいイラストをありがとうございます。今回も、作者の期待や予想を遥はるかに上回るものばかりでした。

　担当のＴさま。毎度のことながら、お世話になりました。今回は、あとがきではいじりません。「いじられなくてちょっと寂さびしい……」と思わせるための作戦です。

　最後に、この本を手に取ってくださった読者のみなさま。本当にありがとうございます。

　先ほどのゲーム話のように、至らない部分の多いヘタレた作者ですが、今後ともお付き合いいただけるならば幸いです。

　それでは、またどこかでお会いできることを願いつつ。
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